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　六月も半なかばを過ぎ、季節は梅つ雨ゆ真まっただ中。

　国立登とう龍りゆう門もん高校の通学路脇わきでは紫陽花あじさいが咲き誇ほこっている。

　日曜から降ふり始めた雨は未いまだ降り止やまず、月曜の朝をさらに憂ゆう鬱うつにしている。

　さして雨脚は強くないけど、それが逆にうっとうしい……というのに。

「ろっくがっつむーいかーに、あーめザーザーふ～って～きて～～♪」

　調子っぱずれの歌に合わせて、クマ柄の赤い傘かさはクルクル回っている。

「もうとっくに六日過ぎてるけどな。つか、水が飛ぶから傘回すな」

　ため息混まじりにつぶやくと、クマ柄の傘がくるりと反転、鮮あざやかな朱あか色いろの髪がしっぽのようにフワリと舞った。

「こうちゃん、朝からツッコミが無ぶ粋すいだよ。せっかく六月を楽しんでるのにさ」

　髪よりも深い朱色の瞳ひとみをジロリと俺に向け、頰ほおをぷぅとふくらませる。

　こいつの名は穂ほ村むらすずみ。

　元お隣となりさんにして同い年の幼おさな馴な染じみ、さらに現在クラスメートでもある。

「いや、別におまえが六月を楽しんでるのを邪じや魔まするつもりはない。むしろ梅雨を楽しめるおまえを賞しよう賛さんしたいくらいだ。……けどさ、おまえが歌ってたのって『かわいいコックさん』だろ？　それを六月の歌扱あつかいするのって、なんか違わないか？」

「むぅ～、こうちゃんってばツッコミ細かい。別にいいじゃん、かわいいコックさん歌っても。六月六日で、雨ザーザーだよ？　わたし的には梅雨の歌なんだよ！」

　何な故ぜそれほど『かわいいコックさん』にこだわる？

「はいはい、わかったわかった」

「あーっ、流した！　こうちゃん、今わたしのあふれる詩情を軽く流したでしょ！」

「ナガシテナイヨ？」

「噓うそだーっ！　絶対流してるーっ！　しかもその目は『めんどくさい』って思ってるよ～～っ！　うえ～～ん、聞いてよ蓮れん華げちゃん、荒あら気きくん！　こうちゃんが～～っ！」

　すずみがパシャパシャと水っぽい足音をたてて駆け出した先には、二つの雨傘。

　一つは白い傘。ピンクの花柄とフリルがあしらわれた、乙女チックな一品。

　もう一つは緑みどりのストライプ。落ち着いた色合いが持ち主ぬしの人格を表している。

　二つの傘は同時に振り返り、駆け寄るクマ柄に視線を向けた。

「はぁ……ホント仲良いわね、あんた達。こんな憂鬱な雨の朝から、よくやるわ」

　白い傘の持ち主、鳴なる神かみ蓮華からは「やれやれ」って感じでため息が、

「あはは、二人仲良く元気良く、ですね。楽しそうで何よりじゃないですか」

　緑の傘の持ち主、荒気駿しゆんからは朗ほがらかな笑顔が、それぞれすずみに向けられた。

「えぇ？　二人とも、その反応は何さ？　仲良くないよ！　今まさに、わたしはこうちゃんに虐しいたげられてるんだよ！　助けてよ～」

「「はいはい」」

「また流された～～っ！　なんで～～っ？」

　大げさに肩を落としたすずみに、二人の級友は「やれやれ」って感じの苦笑を向けた。

「や～い、全員に流されてやんの。すずみカッコワリー」

「あうぅ……なんか屈くつ辱じよくだよ」

　悔くやしげに眉まゆ根ねを寄せるすずみの肩かた越ごしに、呆あきれ含ぶくみの視線が俺に向けられた。

「あんた達さぁ……今さらだけど、朝から公然とイチャつくのはやめて欲しいわね。……見てるこっちが恥はずかしいんだから」

　追加で盛せい大だいなため息もいただきました。むぅ、納得いかん。

「イチャつくって何だよ、蓮華？　俺はただ、すずみをからかってただけだぞ？」

　蓮華に抗議の視線を返すと、すずみが割り込んできた。

「え、やっぱりからかってたの？　ひどいよ、こうちゃん！　わたしの楽しい一ひと時ときを、遊び半分で台なしにしようとしたんだねっ！」

「いや、違うぞすずみ。遊び半分じゃなくて、完全に遊びだ」

「なお悪いよっ！　ひどすぎだよっ！　こうちゃんのぉ……っ」

　一瞬で怒りに染そまったすずみの瞳が、本当に朱く輝く。




「バカ――――ッ！」

　ゴォオオオオオオオオオオオオオオオオッ！




　すずみの大声が炎に変わり、避よける間もなく俺を襲った。

「うわわっ!?」

　瞬時に視界は朱く染まり、すさまじい熱と衝撃で体がのけ反ぞる。

　――人呼んで『すずみんブレス』。

　史上初の変わり種だね、後天覚かく醒せいのⅠ種火か竜りゆう・穂村すずみの代名詞とも言える。

　間抜けな名前を持ってはいるが、これがホントに危険なファイアブレスなのだ。

　なにせこのブレス、すずみの未熟さからいつ飛び出すかわからない上、威い力りよくが半はん端ぱではない。うっかり直撃しようものなら、たとえ竜でも黒くろ焦こげだろう。

「ありゃ、また派は手でにいったわね」「大声と一緒に出るのって久しぶりですねぇ」

　俺がそんなに危険なブレスを受うけたというのに、級友二人の言葉は軽かった。

「二人とも、もうちょっと心配してくれてもバチは当たらないよ？」

「は？　なんで？　鋼こう平へいなんだし、そのくらい平気でしょ？」

「いやまぁ、大丈夫なんだけどさ」

　ブレスを浴あびた胸から上、顔も制服も特別焦げていない。

「ほら見なさい」「あはは、さすがは我ら『しつけ隊』の壁かべ、白しら石いしくんですよね」

　――『鋼こう化か』。これが俺、Ⅱ種乙おつ鋼こう竜りゆう・白石鋼平の唯ゆい一いつの『竜気力』だ。

　能力の特徴は名前の通り、自分の体、そして自分が触ふれている物に鋼はがねのごとく強きよう靱じんな耐たい久きゆう力りよくを与えること。付け加えると、俺の鋼化は飛び抜けて強力なのだそうな。

　ともかく、俺は自分の頑がん丈じようさのおかげで、すずみの脅きよう威いからみんなを守り、同時に適切な教育を施ほどこす『すずみんをしつけ隊』の壁役にされてしまったのである。

　以来、俺はけっこうな頻ひん度どで燃えている。……おかしな日本語だけど、事実だ。

「あうぅ……こうちゃん、ごめんなさい」

　すずみの申もうし訳わけなさそうな謝罪の声、これも今や聞き慣なれたものだ。

「熱あつかったよね？　怒ったよね？　ホントに、ホントにごめんね」

　いつの間にか目の前に来たすずみが、俺の顔をハンカチで拭ぬぐう。

　半泣きになりながら、それでもまっすぐ俺を見つめるすずみに苦笑が浮かんだ。

「いいよ、怒ってない。わざとじゃないのはわかってるからさ」

「ホント？」

　不安げに見上げるすずみに、「ホントだよ」と頷うなずき返す。

「それより、おまえ体調でも悪いのか？　ブレスにいつもの勢いがなかったぞ」

　熱も衝撃も弱かったし、いつもは制服に焦げ跡くらい残るのに、今日は無事だ。

「へ？　別にそんなことない、と思うけど」

「ま、今のはさほど熱くなかったから気にするな。でも、ちゃんと反省はしろよ？」

　あやすように頭をポンポンと撫なでると、すずみはくすぐったそうに目を細めた。

「んぅ……ありがと、こうちゃん。ごめんね」

　やれやれ。毎度のことながら、なんで俺が慰なぐさめる側に回るんだろうね？

「ブレス食らわせた相手の心配って……」「と言うか、ホントに平気なんですねぇ」

　俺が心中ため息を吐つくのと同時に、周りからたくさんのため息が聞こえた。

「……二人とも、朝からお熱い」

「「わっ？」」

　不意に真横から声が掛かかり、俺とすずみは驚おどろいてそちらを見た。

「……白石くん、穂村さん、おはよう」

　視線の先にいたのは、我ら玉ぎよく組の委員長、Ⅰ種霧きり竜りゆうの霧生きりゆう雫しずくさん。一年生の学年首席であり、同時に『しつけ隊』の教育担当でもある。

「き、霧生さんか……びっくりした」「ホントだよ、脅おどかさないでよ雫ちゃん」

「ふふふ……ごめんなさい」

　眼鏡めがねの奥、髪と同じ露つゆ草くさ色いろの瞳をスッと細め、霧生さんは静かに微笑ほほえんだ。

　霧生さんのこういう落ち着いた表情や仕し草ぐさにはやっぱり品がある。なにしろ彼女は代々続く竜の家系で、かつ地元の名家でもある霧生家を生家に持つ真性のお嬢様だ。

　金章を付けた制服こそすずみと同じだけど、涼すずやかな目元を飾る眼鏡やレース柄をあしらったベージュの傘など、持ち物さえ上品に見える。だけど、

「……二人とも、息の合った良いリアクション。驚かせた甲か斐いがあった」

「今の、わざとだったんだね？」

　ため息を吐いた俺に、霧生さんは小さくサムズアップした。

「……でも、驚いたのは私も同じ。まさか朝から、それもこんな公衆の面前で、公然とラブってるのは、予想外。二人とも、すごく大物。……危うく、見逃すところだった」

「ラブるって……雫ちゃん、今のは別にそういうんじゃないよ～」

　すずみの苦笑混じりの説明に、俺も賛成を込めて頷く。すると、

「……知ってる。でも、世間はそう見てない」

　霧生さんはニヤリと笑い、視線を少しずつ左右へ動かした。

「へ？　世間って？」




「今の見た？　やっぱり仲良いわよね」「朝から見せつけてくれるなぁ」「ホントだよなぁ」「正直、見てるこっちの方が恥ずかしいよ」「さすがは全校公認カップルね」




　――たくさんの視線が俺達に集まっていた。

　周りの生徒達はみな足を止め、まるで俺達を取り囲む人垣のようになっていた。

「こうちゃん、ひょっとしなくても、わたし達見られてる？」

「まさか、と言いたいけど、マジでそうみたいだな」




「あ、なんか慌あわててるみたいだぞ」「照てれてるんじゃない？」「あはは、かわいい反応」「でも、今さら照れるか？」「周りなんか見えてなかったってことだろ？」




　やっぱり見られてる！　なんで、どうして俺達なんかに注目してるの！

　真まっ赤かになって頭を抱かかえる俺達に、またも周囲がざわついた気がする。

「はぁ……あんた達、なんで今さら驚いてるのよ？　そりゃ、このくらい注目されるわよ。先週の全校集会でのこと、忘れたわけじゃないでしょ？」

　振り返れば、蓮華は心しん底そこ呆れたような顔で腕を組んでいた。

「あはは。まぁ、忘れたい気持ちもわかりますけどね」

　荒気は同情含みの、でもどこか楽しそうな表情で肩をすくめていた。

「……あのくらいでは、動じないということね。……ふふふ」

　霧生さんはうっすら頰を染め、邪気を含んだ笑いを漏もらした。

「「あぁうぅ～～……」」

　一年玉組クラスメートにして、すずみの脅威から学校を守る『すずみんをしつけ隊』の仲間三人の追撃で、忘れたかったことを思い出さざるを得なかった。

　――全校集会でのこと。そう、あれは先週、というか、わずか三日前の出来事。

　俺とすずみは登龍門高校の全校生徒三千人の前で、ある映像をさらされた。

　その映像というのは、数日前に起きたすずみ誘ゆう拐かい騒さわぎの顚てん末まつを面白おかしく編集した映画で、その中でも特にきつかったシーンはもはや思い出すのもはばかられる――。

「おやおやおや、良い表情ですねぇ、お二人さん！　そんな様子を一枚ぱしゃり」

　カシャッ！　不意のシャッター音が周囲に響ひびく。

　突然目の前に現れたのは、カメラを抱えた活発そうな女生徒。ショートカットの髪とつぶらな瞳は荒気に近い緑色だから、たぶん風ふう竜りゆうじゃなかろうか。

「え、っと……ど、どなたですか？」

　俺がなんとか言葉をしぼり出すと、その人はカメラを下ろして大きく一礼した。

「ありゃりゃりゃ、これは失礼。良い画えだったものでついつい撮とっちゃいました。あ、でも大丈夫です！　お姉さんこれでも『被写体の方に誠意を』がモットーですので、この写真をお二人に無断で新聞にしちゃったりなんかいたしませんよ！」

「あ、あの……」

「あーっと、こりゃまた失礼！　お姉さんが何者かというご質問でしたね。すみません、自分が質問されるのにはまったく慣れていませんで。ともあれまずはご挨あい拶さつをば！」

　一息にそうまくしたてると、カメラさんはサッと名刺を差し出した。

　押しの強い笑顔に圧倒されつつ名刺を受け取ると、彼女は続いてすずみに、そして蓮華や荒気にも名刺を差し出した。みんな気け圧おされた様子で受け取った。

　名刺には『登龍門高校ニュースネットワーク　報道部記者　二年竜たつ巻まき組　大おお早さ波わ凩こがらし』とある。な、なんつーうさんくさい肩書き。襟えりと肩の銅章が泣くぞ。

　でも、たしか竜巻組って風竜系の上位が集まるクラスだったっけ。今気づいたけど、この人傘を手に持たずに浮かせてる。こういう細かい竜気力制御って難しいのに。

「はじめまして、白石鋼平さん＆穂村すずみさん。そして『しつけ隊』のみなみなみなさま。わたくし登龍門高校ニュースネットワーク、略称ＴＮＮの報道部で記者なんぞしております、大早波凩と申します、お見知りおきをっ！　あ、ＴＮＮっていうのはかつて登龍門に乱立していた新聞部放送部そして放送委員やら生徒会広報という情報を扱う部や委員会を統合いたしまして我が校の情報を一元的に管理することで合理的に――」

「あ、あのっ！　大早波先輩でしたよね？　俺達に何かご用ですか？」

「おーっとっとっと、そうでしたそうでした。今日は用事ついでにみなさまにご挨拶をしようかなーと思った次第。そして、こちらがその用事でございますっ！」

　大早波先輩はカバンに手を差し入れ、引き抜くついでに一回転。テンションともども高く掲かかげられたのは、一本の紙筒。たぶん丸めたポスターだろう。

「なんですか、それ？」

「おやおやおや、気になりますかぁ白石くん？」

「え、えぇ、まぁ」

　ニマァっと笑う笑顔に、ついつい腰が引けてしまう。

「そうですかそうですかわかりました！　他ならぬ白石くんがこうおっしゃることですし、お姉さん的には是ぜ非ひこの場で初はつ披ひ露ろうと行きたいところ！　どうですか霧生さん？」

　何故ここで霧生さん？　驚いて霧生さんを見ると、バッチリ目が合った。

「……見たい？」

　霧生さんの表情はいつもの無表情だった。だからこそ、俺は嫌な予感がした。

「あ、やっぱり別に見なくても」

「え、なんで？　気になるじゃん。見せてもらおうよ、こうちゃん！」

「そうよ鋼平。ここまでもったいぶられて見ないって選択はないわ」

「たしかに、僕も興味がありますね」

　だと言うのに、仲間達の声が俺の意見を打ち消した。いや、ちょっと待ってよ！

「……賛成多数。先輩、お願いします」

　大早波先輩を促うながす霧生さんの口くち許もとは、明らかにつり上がっていた。

「はぁい、ではではでは、ご依頼主と出演者さまの許可も出ましたところで……ジャーンジャジャ――ンッ！　ご覧ください、この最高の一瞬をっ！」

　大早波先輩が本日最高のテンションとオーバーアクションで広げたのは、




　俺とすずみのキスシーン（に、見える別の行為）




　が、どアップで印刷されたカラーポスターだった。

「「うぎゃぁああああああああああああああああああああああぁぁ――――――っ！」」

『おぉ――――――――――――――――――――――――――――――――――っ』

　俺とすずみの悲鳴に、いつの間にか包囲をせばめていた野次馬の声が被かぶる。

「あっはっはー♪　さすがは全校生徒の九九％の心を打った名シーン。二度目でも色あせない反応、作った甲か斐いがありました！　お姉さん大満足！　と言うわけで、ご依頼の品をお届けに上がりました。お待たせいたしました、どうぞ霧生さん」

　差し出されたポスターを、霧生さんは大切な物のように受け取った。

「……二人とも、照れる必要は、ない。掛かけ値ねなしに、すばらしい作品」

　崩くずれ落ちそうになる俺達に、霧生さんは満面の笑みを向けてくれた。

　……ポスターを広げたままで。

「あぁうぅ～～っ！　そういう問題じゃないよ雫ちゃん！」

「とにかく、それ早くしまってくれよ霧生さん！」

「……そうね。雨に濡ぬれたら、大変」

　そういう問題じゃない。でも、また広げられたくないのでツッコミは我が慢まんした。

「あんた、何のつもりでそんなモン刷すったの？　ただの悪ふざけにしては悪あく趣しゆ味みよ」

　おぉ、俺とすずみに気を遣つかってくれたのか。友達甲斐のある良い奴だな。

「鋼平はどうでもいいけど、すずみんを困こまらせるのは許せないわ！」

　ですよねー。

「……そういうつもりはない。これは、広報活動」

「はぁ？　広報活動って、何よ？」

「それはもちろん、『穂村すずみさんを見守る会』についての広報活動ですよ」

　首をかしげる蓮華に答えたのは、霧生さんではなく大早波先輩。

「わたくし共のＴＮＮは、先生方から正式に広報面におけるみなさんのサポートを仰おおせつかったわけでございますよ。なにしろそう遠からず、登龍門は陸りく軍ぐんや富ふ士じの方々をお迎えするわけです。陸軍に富士、どちらも我々にとっては少しばかり遠い存在です。そんな人々が学校内を闊かつ歩ぽするわけですから、当然生徒は不安に思うことでしょう」

　早口ではあっても、言ってることはもっともだ。発案者としては、申し訳ない。

「不安を呼ぶのは情報の不足、ならば必要なのは十分な情報提供であります。そこで校内の情報を一手に握にぎる我らＴＮＮの出番というわけです。なので、今後はちょこちょこ顔を合わせるかと思いますが、みなさまなにとぞよろしくお願いいたします」

　あぁ、なるほどね。たしかにそういうことまで俺達だけじゃ出来ないし。

　校長先生か高たか山やま先生かわからないけど、学校側のそういう気遣いはありがたい。

「それはわかったけど、それとさっきのポスターがどう関係すんのよ？」

「あー、それはこちらからお願いしたんですよ。啓けい蒙もう活動の一環といたしまして、好評だった映画の第二回公演が決定したのです。そちらのポスターはその告知用ですね」

「え、第二回公演？　それはつまり、アレをまた放映する、と？」

　俺の言葉に、すずみが目を見開いた。なんだろう、異常にのどが渇かわく。

「ハイ、その通りです！　全校生徒のお二人への好感度は重要ですから。我々としてもガンガン推おしていきたい。好評ならば三回、四回と重ねていきたいですね！　そうだ、続編の制作なんてどうです？　その時は、お姉さん達も大いに協力いたしますよ！」

「……続編！　是非、作りたい」
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「わぁ☆　原作者のご許可もいただきましたので、さっそく持ち帰って検討を！」




「「絶対やめてくださ――――――いっ！」」




　俺とすずみの悲鳴が、雨の通学路に響き渡った。










　　　第一章　二人の転校生







「みんな聞いて、大ニュース！　例の転校生、今日からだって！」

　火曜日の朝、駆け込んできたクラスメートの一声で、玉ぎよく組教室は沸わき立たった。

　すずみの転入が知れ渡ったときも一ひと騒さわぎだったけど、今回はまた違った雰ふん囲い気きだ。

「ま、そりゃそうでしょ。なにせ来るのは特とく殊しゆな二人組だもん」

　その喧けん噪そうを尻目に、蓮れん華げはいくつ目かの大だい福ふくを頰ほお張ばった。

「ねー？　どんな子なのかな？　あ、最後の一個もーらい」

　ぺしん。伸ばされたすずみの手を払い落とす。

「あうっ！　ひどい、こうちゃん！　どうして邪じや魔まするの？」

「バーカ、鏡見てから言えよ。つか、その状態でしゃべるな。お行儀の悪い」

　恨うらみがましい視線を向けるすずみの頰ほおはぱんぱんで、まるでリスのようだ。

「むー、わかったよ……むぐむぐ……ごくん。はい、もうごっくんしたよ。だから」

　ぱくっ、もぐもぐ。

「あ――っ！　食べた！　こうちゃんが最後の一個食べた――っ！　人には食べるな、って言ったくせに――っ！　って、いったーいっ！　ふえーん、さらにぶたれたー」

「うるさい、すずみ。おまえは食い過ぎだ」

「なーんーでーよー？　これ、わたしが中なか司つかささんからもらったお詫わびの品なんだから、ホントは全部わたしのでしょー？　理り不ふ尽じんだよ、横暴だよ！　食べ物の恨みだよ！」

　ぶんむくれて抗議するすずみに、俺は冷たい視線を向けた。

「いや、これは俺達『しつけ隊』の分も含んでるだろ。数的にさ」

　同じ甘味を分わけ合っていた蓮華や霧生きりゆうさん、荒あら気きも「うんうん」と頷うなずく。

　お詫びの品とは、うちの近所にある洋菓子店『丸まる屋や』の名物、生クリーム大福。

　これを俺達にくれたのは、日本陸軍龍りゆう道どう派の一員であり、先日のすずみ誘ゆう拐かい事件の犯人でもある中司礼れい子こさん。

　彼女は事件後、すぐに陸軍に呼び戻されていたのだが、昨日ひょっこりと学生寮に現れ、なんどもなんどもすずみや俺達に謝罪の言葉を並べた。あんまり謝るもんだから、逆にすずみが困ってしまうくらいだった。そして、

「もういいですよ。みんな無事だったし、礼子さんもがんばってくれたわけですし」

　そんな感じであっさりと許してしまったすずみに、俺達は苦笑するしかなかった。

　でも、それでは中司さんの気が済まなかったのだろう。龍道派からの補ほ償しようとは別に、個人的なお詫びとして、今け朝さすずみの好物を買ってきてくれたのだ。

　大喜びしたすずみは一箱二十個入りの大福を、一人で半分も食べてしまった。

「……穂ほ村むらさんは食べ過ぎ」

「ですねぇ。糖分の取り過ぎは体に毒どくです」

「で、でもでも！　中司さんが、わざわざわたしの大好物を買ってきてくれたんだし、その誠意を無む駄だにするのはいけないっていうかー」

「すずみん、太るわよ」

「はうっ！」

　容よう赦しやのない蓮華の一言に、さすがのすずみも言葉を失った。

「愚おろかな。ま、それはそれとして」

　石となったすずみを捨て置き、俺はいまだ騒いでいる教室へ意識を向けた。

　クラスメート達の興味の中心は、どんな人物が来るのかという点らしい。

「みんなも富士からの転校生のこと聞いたら、ビックリするんだろうな」

　しつけ隊のみんなは頷き、クラスメート達へと視線を向けた。

　さて、みんなはどんなリアクションをするんだろうなぁ？

「お～い、おまえら席に着けよ～」

　そんな時、教室に刀と塚つか野の先生の声が響ひびいた。




　　　　　◆




「――刀塚野白しら刃はだ。よろしく頼む」

　凜りんとした声が教室に響き、あいさつを終えた転校生は直立不動の姿勢に戻った。

「とつかの……って、あの刀塚野？」「多分、そうだろ？」「え、じゃあ先生の……」

　彼女の言葉を理解するのと同時に、教室中からざわりと驚おどろきの声が上がる。

　クラス中からの驚きと興味の込もった視線が向けられたが、彼女のキリッとした表情はゆらぐこともなく、平へい然ぜんと受け止めているように見えた。いや、むしろ彼女の瞳から放たれる視線は、俺達全員の視線を押し返さんばかりに力強く、鋭するどかった。




　朝のＨＲホームルーム、富ふ士じからの転校生として紹介されて現れたのが、この長身の少女だった。

「お、おぉ～……美人さんだよ」

　すずみが小さく感かん嘆たんを漏もらしたけど、無理もない。俺だって同意見だもん。

　彼女の第一印象は『和風美人』。いや、富士の人だから厳げん密みつには和風じゃないんだけど、色白な肌とか、顔付きとか、まさにそんな感じなのよ。着物とか似合いそう。

　背はスラリと高く、手足も長い。モデル体型と言うか、出るべきところは出て、引っ込むべきところはちゃんと引っ込んでる、非常にバランスの取れた体型の持ち主だ。

　そして、彼女の外見で最も目を引くのが、ポニーテールにした長く艶つややかな黒髪と、切れ長な黒い瞳だ。基本的に竜しかいない登とう龍りゆう門もんで、黒髪黒目は極きわめて目立つ。

　いや、俺も黒髪黒目なんだけどさ。俺が黒髪なのは、あくまで落ちこぼれの竜の証あかしってだけだ。竜の血が流れていない富士人のそれとは意味が違う。

　彼女の真新しい制服には、俺と同じく白い襟えり章しようと肩章が見えるけど、あれだって竜ではない彼女には当然の色なのだ。

「おまえら、とりあえず静かにしろ～」

　パンパンと手を打つ音と、いつも通りやる気のない声で、教室は静せい寂じやくを取り戻した。

　眠そうなとろんとした目で俺達を見回しているのは刀塚野剣つるぎ先生。曲くせ者もの揃ぞろいの我ら一年玉組の担任教師だ。付け加えるなら、登龍門唯ゆい一いつの『竜』でない存在であり、『破は竜りゆう』の力を持つ『富士人』という、いろいろ特とく殊しゆな人物である。

　とはいえ、今まさに『唯一の○○』という属性がいくつか脅おびやかされているわけだが。

「ふむ、静かになったな。素直なのは良いことだ、今後もその調子で頼む」

『は～い』

　キレイに揃ったお返事に、刀塚野先生は小さく頷く。

「ま、おまえらが驚くのも無理はないな。別にもったいぶる必要もないから教えるが、おまえらの想像通り、白刃は俺の家族、妹だ」

　やっぱり、という感じの『おぉ～』という感嘆が教室に響く。

「だが、学校ではあくまで教師と生徒だ。おまえらもあんまり気にするな」

『は～～いっ』

　小学生のように元気なお返事に、先生は満足げな顔で頷いた。

「そういうことだから、白刃も学校ではキチンと線引きをするように」

「承しよう知ちしております、刀塚野先生」

　ピシャリと、刀塚野さんは刀塚野先生の言葉を遮さえぎるように言った。

　……なんでもいいけど、刀塚野が二人もいるとややっこしいな。

「そ、そうか。おまえがわかっているなら、兄も安心だ」

「刀塚野先生、学校では教師と生徒だったのではございませんか？」

「あ、あぁ。そうだったな。すまんな白刃」

「それから、儂わしを名前で呼ぶのもお控ひかえを。公私の別は明確にすべきかと」

「な、何もそこまでしなくても……私と白刃が兄妹なのは変わらんわけだし」

「刀塚野先生、お聞き分わけを」

　ぎろりと、鋭い視線が先生を射い貫ぬいた。

「……わ、わかった。気をつけよう」

　なんてことだ。あの刀塚野先生が、しゅんと肩を落としてしまったぞ。

　この思わぬ光景に驚いたのはみんな同じようで、教室は沈黙に包まれている。

　転入早々、玉組の空気を完全に支配するとは。刀塚野白刃さん、恐るべし。

『……………………』

　肝かん心じんの刀塚野先生が黙ってしまったので、ＨＲの進行が完全に止まっている。委員長の霧生さんも、仕切り屋の蓮華も、刀塚野さんの気迫に呑のまれたのか、黙だまったままだ。

　進行役不在の中、重苦しい空気が玉組を押し包んで――

「はいっ！」

　空気読まない奴いた――っ！

『!?』

　元気に右手を高々と挙あげて沈黙を斬きり裂さいた人物に、教室中が息を呑んだ。

「先生、刀塚野さんに質問がありますっ！　いいですかっ？」

　その人物こそ誰だれあろう、俺の左隣に鎮ちん座ざする、学校一の天然娘むすめ・穂村すずみ。

　ここはもう、こいつの天然パワーに託たくすしかないかもしれん。

「あ、あぁ。しら……刀塚野、かまわんか？」
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　刀塚野さんは期待に満ちた顔で見つめるすずみを一いち瞥べつし、小さく頷いた。

「いいそうだぞ、穂村」

「はい、ありがとうございますっ！」

　さぁ、何を聞くんだ、すずみ？　この後の進行を円えん滑かつにするようなヤツを頼むぞ。

「えっと、質問というかお願いなんですけど……」

　すずみはまっすぐ刀塚野さんを見み詰つめ、いつもの満面の笑みを浮かべた。




「『刀塚野さん』だと先生と一緒でちょっとややこしいから、『白刃ちゃん』って呼んでもいいかな？」




　空　気　読　め　っ　！

　ていうか話を聞いとけ！　さっき先生が名前呼びを禁止されたとこだろうが！

　えぇい、やはりこのバカにクラスの命運を託すなんて間違い――

「かまわぬ。好きに呼ぶといい」

「ホント？　わーい、ありがとー白刃ちゃん！」

「「え、いいのっ!?」」

　非常に珍しく、俺と刀塚野先生の声が重なった。

「何故驚く？　同じ名字が二人いては紛まぎらわしいし、教師と同姓の相手を呼よび捨すてにするのは皆も気が引けよう。ならば名で呼べばよい。どこかおかしいか？」

　どこもおかしくありません。玉組のみんなが一いつ斉せいに首を横に振る。

　それを見て、刀塚野さん改あらため白刃さんは「ふむ」と小さく頷いた。

　……まぁ、その一方で刀塚野先生は「何故私だけ」とうなだれてたけどね。

「あ、そだ。こっちも自己紹介しなきゃね。わたしは～」

「存ぞんじ上あげておるよ、穂村すずみ殿。貴き殿でんは、有名人だからな」

　彼女は目を細め、すずみへ視線を向けた。

「わ、こうちゃん聞いた？　わたしってば有名人だって！」

　あっけらかんと笑うすずみとは違い、俺はとても笑う気にならなかった。

　だって、その時白刃さんの見せた表情は、とてつもなく怖かったから。

「じゃあ、これからよろしくね、白刃ちゃん」

　満面の笑みを向けたすずみに、白刃さんはにらむような視線を返した。

「勘かん違ちがいがあるようだな。儂は貴殿と馴なれ合あうつもりはない」

「へ？　え、えと～……白刃ちゃん？」

　ようやく相手の表情に気づいたのか、すずみの笑顔が引きつった。

「儂がここへ来たのは貴殿の監視のためだ。必要以上に関わるつもりはない」

　そして、白刃さんは「もう話すことはない」とばかりに視線を外した。

　教室は再度、いや、最初よりよほど静まりかえってしまった。

　どうすんだ、この空気？

　俺がそう思った時、今度は右の席からバチバチッという放電音と殺さつ気きが逬ほとばしった。

「ちょっと転校生、いきなりそんな態度はないんじゃない？」

「……何か？」

　白刃さんは怒り全開で自分をにらむ蓮華を一瞥し、すぐに視線を外した。

「何よその態度、ちゃんと人の目を見て話しなさいよ」

　ガタンと派手な音を立て、蓮華が抗議に立ち上がった。やばい空気だ。

　今にも蓮華が飛びかかりそうな気配の中、二人の間に先生が入った。

「まぁ待て鳴なる神かみ、こいつも転校初日で緊きん張ちようしてるんだ。大目に見てやってくれ」

「緊張、ですか？　とてもそうは見えないんですけど」

「そうかもしれんが、ここは私の顔に免めんじてくれ」

　疑うたがわしげな目をしたものの、蓮華は「ま、先生がそう言うなら」と席に着いた。

「白刃も、初対面でああいう態度はいただけんな。おまえが転校してきた理由はどうあれ、穂村も鳴神も、これから一緒に勉強していく仲間だ。仲良くする努力をしろ」

「しかし兄上、儂は王より使命を受うけて」

　不満げに刀塚野先生を見上げる白刃さんは、その時だけ「兄上」と呼んだ。

　たぶん、あれが白刃さんの妹としての顔なんだろう。

「白刃、公私を分けろと言ったのはおまえだろう。なら、おまえ自身も穂村の監視任にん務むと学校生活は分けて考えるべきだ。違うか？」

　そして、諭さとすように言葉を紡つむぐ先生の顔もまた、その時は兄の顔だった。

「…………承知しました。努力いたします」

　不ふ承しよう不ぶ承しようながら彼女は頷き、先生も「うん」と満足げに頷いた。

　安心感が教室を包み、あちこちから安あん堵どのため息が漏れる。

「さて、じゃあ次の転校生だが――」

　刀塚野先生の視線が廊下へと向けられた、まさにその時――。




「ふ、ふふふふふ……はぁ――っはっはっはっはっはっは――っ！」




　聞き覚えのない笑い声が響き渡り、唐とう突とつに教室が暗くなった。

「うわっ？」「なになに？」「いきなり暗くなったぞ！」「え、朝なのになんで」




　シュワァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！




　激しい音と共に、教室が真まっ白しろに染まる。

「おわぁっ？」「こ、今度はなんだ？」「スモーク？」「煙けむりで何も見えないーっ」

　あまりにワケのわからん状況に教室が軽いパニックに陥おちいる中、どこからか壮大なＢＧＭまで流れ始めた。曲名はわからんが、聞き覚えのあるオーケストラだ。




「真打ちの登場である。遠えん慮りよはいらん、大いに盛り上がり、オレ様を迎えるがいい！」




「こ、声がするぞ」「どこからだ？」「お、おい！　みんな後ろだっ！」

　どこからか照射されたスポットライトが教室後方を照らすと、渦うず巻まく真っ白なスモークに、一つの大きな人影が映し出された。

　煙のスクリーンに映し出されたシルエットには、帽ぼう子しとマントらしき影が。




「オレ様こそ、栄光ある日本陸軍龍道派よりの使者……この日本を、愚おろかなる富士の魔の手から救う救世主となるべき男であるっ！」




「ちょっと、何よこれ？　何の悪ふざけよ？」

「ふぇぇ……こうちゃん、そこにいる？　これ、どうなってるの～？」

　蓮華とすずみが両側から俺の袖そでを引くが、俺にだってさっぱりわからん。

「よくわからんが、落ち着け蓮華、下手に動くなよ。すずみ、霧生さん、窓開けて」

「あ、そっか」「……了解。後ろのみんなも、お願い」

　霧生さんの指示で、窓側の全員がそれぞれ近くの窓へ手を伸ばした。

「うわ、何この分厚い暗あん幕まく？」「……うちの教室に、こんなのない」「いつの間に」




　影の人物が大きく腕を振ると、バサリと音を立ててマントの影が翻ひるがえった。

「邪悪なる富士の女よ……このオレ様が来たからには、穂村すずみ様には指一本触れられんと心得るがいいっ！」




「こうちゃーん、窓開いたよー」「……暗幕も開けた」

　教室が明るくなり、スモークの影も薄まった。

「おー、じゃあ荒気頼むー」

「はいは～い。それでは換かん気きいたしま～す」

　荒気の軽い返事に続き、教室に一陣の風が巻き起こる。

　教室内にこもっていたスモークは、ほんの数秒できれいに吹き散らされた。




「オレ様の名は大だい地ち巌いわお！　今は陸りく予よ士しの一将校生徒なれど、いずれ陸軍のトップへ上り詰め、この堕だ落らくした日本を、我ら龍道派の理想国家へと変える男だ――っ！」




　教室後方に、軍帽とマントを身につけたちっこい男の子が立っていた。

　見たところ、彼の身長は小柄な霧生さんよりも低く見える。ぶっちゃけた話、小学生くらいにしか見えない。でも、着ているのは登龍門の制服だ。

　目ま深ぶかに被かぶった軍帽の下に見えるのは、刈り上げた煉れん瓦が色いろの短い髪と同色の大きな目。

　ちょっとつり上がった目と、勝ち気な笑顔はパーツの作りが幼いのとあいまって、鋭い表情っていうよりも「やんちゃ坊主」っていう趣おもむき。

　彼は腕を高々と突き上げ、なにやら「決まった！」ってな顔をしている。

『……………………………………………………………………………………………………』

　ともあれ、あまりのインパクトに玉組一同声もない。

　彼の問題点を指摘するならば――。

　問題点一・帽子とマントがぶかぶか。明らかにサイズが合っていない。

　問題点二・彼が立っているのが、三十センチほどの木箱の上。

　問題点三・彼の周りに、さっきの演出をしていたと思おぼしき白衣の一団がいる。

　うん、あまりお近づきになりたくない方のようだ。

　そんなわけで、俺はあえて本体を無視。彼の近くに立っていた知人に声をかけた。

「あ、あの～、大おお竹たけさん？　あなた方は、何をなさっているので？」

「ふふふー、よくぞ聞いてくださいました鋼平さんっ！　何を隠しましょう、巌さんのたってのご希望により、『カッコイイ転校生登場シーン』を演出していたのですよっ！」

「あ、見たまんまなんですね」

　白衣を翻し、妙みようなテンションで変なポーズを取ったこの人はドクター大竹さん。

　ボサボサ頭に眼鏡＋白衣というマッドサイエンティスト然とした風体だが、国立竜科学研究所という公的機関の所長さんだ。……あれ、そう言えばフルネーム知らないや。

　う～ん、『カッコイイ転校生登場シーン』ねぇ？

　たぶん、大竹さんプロデュースで行われたこの演出。なるほど、派手ではある。

　でも、今その転校生はクラス中から「何この人？」っていう視線にさらされて、非っ常～にカッコ悪いことになってるんですけど、いいのかな？

「ん？」

　突き刺ささる奇異の視線に気づいたのか、彼はポーズを解ほどいて周りを見回した。

『………………………………………………………………………………………………』

　彼は全員が自分を見てることを確認すると、帽子のつばで顔を隠すように下を向いてしまった。そうだよね、そりゃ気まずいよね。




「……フッ。尋常ならざるオレ様のカッコ良さに、全員言葉もないようだな」




『何ぃいいいい――――――――――――――――――――――――っ！』

　な、なんて底抜けにポジティブな男なんだ！　ある意味すげぇ！

　この人、ホントに何者……って、そういえば、あまりにビジュアルが衝撃的で聞き流していたけど、この人さっき「陸軍」とか「龍道派」とか言ってなかった？

「ちょっと変態ドクター！　あいつホントに陸軍の？」

「えぇ、その通りですよ蓮華さん！　彼は正しよう真しん正しよう銘めい、陸軍龍道派が『穂村すずみさんを見守る会』の一員として送り込んできた人物、大地巌さんです！」

　引きつった顔で声をしぼり出した蓮華に、大竹さんはひどくあっさり頷いた。

　話題の大地は木箱の上で得意げにふんぞり返っている。それを見て思い出したのは、昨日中司さんが転校生の情報を教えてくれたとき、苦笑混まじりに漏らしたある言葉。

『……少々性格に難なんはありますが、陸予士で座学はトップクラス、竜気力も八百を超こえる正真正銘の銀章持ちです。優秀な学生ですわ』

　難ありすぎですよ中司さんっ！　『少々』どころじゃないです！

「な、なんであんな奴が送られて来たわけ？　龍道派って何考えてるのよ？」

「ま、彼の人選には多分に政治的要よう因いんはあるんですがね？　主な理由をあげれば、まずは彼が優秀な学生であること、次に龍道派幹部のご子息であること……そして最大の決め手は、本人の強い希望だそうです。やる気を買われたってことですね」

「はぁ、やる気ですか」

　中司さんに聞いた話じゃ、大地は陸軍幼年学校から陸軍予科士官学校（陸軍教育機関でそれぞれ中学、高校に相当）へ進んだいわゆる士官候補生だ。そのまま行けば、たぶん陸軍士官学校を出て、陸軍将校っていうエリートコースを歩いていただろう。

「出世コースを外れてまで登龍門へ来たがる理由って、なんだろ？」

「……ふふふ、そんなの決まってる」

　俺が首を傾かしげると、霧生さんがクスクスと笑った。

「ねぇねぇ、雫しずくちゃん？　それってどんな理由なの？」

「……ふふ、それはもちろん……穂村さんへの、愛！」

　キリッとした表情で見すえられたすずみは驚き、すぐに半笑いになった。

「えぇっ？　あ、愛？　いや、そんな……えへへ、そんなわけないじゃない、ねぇ？」

「「そうだね」」

「二人の反応がとてつもなく軽いっ？」

「軽くもなるだろ。霧生さんの恋愛妄想に付き合う必要なんてないし」

「そーね。どうせなら、もう少し予想外の答えを用意してほしかったわ」

「なんだよー、そういう可能性だってあるかもしれないじゃないかー？」

「いやいや、そんなの――」




「すずみ様」




「「「「へ？」」」」

　振り返ると、そこには噂うわさの大地巌が立っていた。

「え、え～っと、大地くん、何か用かな？」

　ちょっと慌てた様子で立ちあがったすずみに、大地はさらに歩み寄った。

「あぁ、すずみ様……こうしてあなた様のお近くに立つことが出来、光栄の極きわみです」

　大地は先ほどとはまるで違う落ち着いた佇たたずまいで、俺達を驚かせた。

「へ？　光栄って？　あ、あはは、やだな大げさだよ～」

　さっきの霧生さんの言葉があるからか、すずみは緩ゆるんだ顔を見せた。

　だが次の瞬間、俺達は息を呑んだ。突然すずみの前に、大地がかしずいたのだ。

「オレさ……いえ、自分は、すずみ様の写真を拝見した時、一目で心を奪うばわれてしまいました。そして、あなた様のお近くへ来られる任にん務むがあると知り、全てを投げ打って登龍門へと参まいったのです。全てはあなた様のお目にかかるため、あなた様の騎き士しとなるため、自分はここへやって参りました。この大地巌、生しよう涯がいの全てすずみ様への愛に捧ささげる覚悟！　どうか、あなた様と生涯共に歩ませてくださいませ！」

　真しん摯しな声音で語られる、およそ冗談としか思えない言葉。

　その異常な光景に、すずみを含め玉組は数秒間時を止め――。




『えええええええええええええええええええええええええええぇぇぇぇ――――っ？』




　一気に驚きよう愕がくの渦うずへと呑み込まれた。

　騎士になりたい、とか変な方向だけど、これって明らかに告白じゃん！

　予想外の衝撃に身を震ふるわせる俺達の前で、すずみがガバッとこちらに振り向いた。

「こうちゃん、今のどういう意味っ？」

　当事者に伝わってない！

「穂村さん、何を寝ぼけたことを言っているの？　これは立派な告白よ。こんなにも明白なアイラブユーよ。さぁ返事を。は、早く返事を聞かせて！　早くっ！」

「う、うん。わかった、わかったから落ち着いて雫ちゃん。目！　目が怖いよっ！」

　霧生さんの迫力に怯おびえつつ、すずみは大地に向き直った。

　衆しゆう人じん環かん視しの状況での告白（？）に、どんな返事をするんだ、すずみ？

「えっと、大地くん」

「は、はい」

「わたしのこと、好きって言ってくれるのはうれしいよ」

「そ、それでは」

　すずみの言葉に、大地が目を見開いて腰を浮かせた。

　おい、マジかすずみ。まさか、おまえＯＫするつもりなのか？

「でもね、大地くんには、そういうのまだちょっと早いと思うんだ」

　すずみの右手が、大地の頭の上にのせられた。

「へ？　は、早い？」

「うん。だからね、大地くんがもっと大きくなって、その時まだわたしのことが好きだったら、その時もう一度言ってね。そうしたら、わたしもきちんと考えるから」

　ニッコリと笑ったすずみは、小さい子にそうするように、優しく大地の頭をなでた。

　大地が目を見開いたまま、固まった。

「す、すずみん……それって」

「あ、あはは。幼稚園児に告白された時の先生みたいな対応ですね」

　たぶん素でやってんだよな、すずみ。他ひ人と事ごとながら、あまりにひどいと思うよ。

「すずみ、いくらなんでも同級生の男にその対応は――」

「わっかりました、すずみ様！　つまり、オレ様にもっとビッグな男になってから告白せいと言うことですね？　お任まかせください、この大地巌……必ずや陸軍トップに上り詰め、あなた様にふさわしい男になってから、再度挑いどませていただきます。ですが、それまではせめてあなたを守る騎士として、お傍そばに置いてくださいませ！」

『な、何ぃいいいいいいい――――っ！』

　な、なんというポジティブシンキング！

「うん？　騎士とかはよくわかんないけど、お友達ならオッケーだよ」

「ほ、本当ですか、すずみ様っ！　ひゃっほ――いっ！　身に余あまる光栄で――す！」

　子供のようにはしゃぐ大地の姿に、俺達はもう何も言えなかった。

　そうか。よくわかったよ、大地巌。要するに、おまえコドモなんだな？　すずみの対応は正しかったわけだな？　わかった。もうおまえらの好きにしてくれよ。

　やれやれと二人から視線を外すと、たまたま霧生さんと目が合った。

「……完全玉ぎよく砕さい。あっけなさすぎて、つまらない」

　霧生さんの目は、真冬の湖こ面めんのように冷たく光っていた。




　　　　　◆




「あー……とりあえず転校生の紹介はこれで終わりってことで、いいか？」

　教卓前に並ぶ転校生の間で、刀塚野先生はどこか疲つかれたような顔で問いかけ、教室からはいつもの『はーい』というきれいにそろったお返事が返った。

「そうか。ま、良くも悪くも個性的な二人だが、仲良くやってくれ」

『は、は～い』

　さすがの玉組も返事が鈍にぶい。

　俺も、個性的すぎてどうしたら彼らと仲良くなれるか想像がつかないし。

「それからな、実は今日はもう一つおまえらに報告がある」

　不意に、刀塚野先生の声のトーンが変わった。

　なんとなく真ま面じ目めな話のような雰囲気がしたので、俺達は姿勢を正した。

「転校生と入れ替わりというわけではないが、私も一時登龍門を離れることになった」

『ええぇっ？』

　本日最大級の驚きが教室に広がった。

「あぁ、別にこの学校を辞やめるって意味じゃないぞ。ちょいと富士の方が忙しくなっているようでな。人手が必要なのだそうだ。本音を言えば面めん倒どうくさいことこの上ないのだが、事情が事情なんでな。断れそうもないんだ」

　いやいや、そんな本音を言わないで下さいよ。

　富士での仕事、と言われれば、きっとすずみのことなのだろう。

　横目ですずみを窺うかがうと、なんとも複雑な顔をしていた。

「あのぉ～先生、しばらくって、どのくらいですか？」

　すずみが遠えん慮りよがちに尋たずねると、先生は思案するようにあごへ手をやった。

「そうだな。早くとも七月半ばまではかかるだろう。場合によれば、復帰は二学期になるかもしれん。あぁ、担任は高たか山やま先生が引ひき継つぐから、安心しろ」

　先生が長く学校を離れるとなると、いろいろと懸け念ねんが出てくるぞ。

「それって、大丈夫なのかしら？　もし、すずみんが裏庭の時みたいになったら……」

　蓮華も同じらしく、不安げなつぶやきを漏らす。

「そう心配するな、しつけ隊」

　俺達の不安を読み取ったのか、刀塚野先生は声を明るくした。

「最近は穂村も真面目に食事療りよう法ほうを続けてるんだろ？」

「はいっ、朝晩おいしくいただいてます！」

　実際、すずみは肉食衝動対策のスペシャルメニュー『日替わり刺身定食』を、非常にうれしそうに、むしろ食べ過ぎなくらい食べてるからね。

「ふむ。なら肉食衝動は大丈夫だろ。いつもの軽い暴発くらいなら、しつけ隊がなんとか出来るだろうし……そうだろ、隊長殿？」

「も、もちろんですっ！」

　いきなり話を振られ、蓮華はちょっと慌てて頷き返す。

「懸念されるのは、この間のような組織的な悪さだが……ま、さほど心配はいらんはずだ。そういう連中が出ないよう、こうして転校生を受け入れたんだからな」

　その言葉を受け、二人の転校生はお互いにらむような視線を交かわした。

「……相そう互ご監かん視し」

「そういうことだな」

　霧生さんの言葉に頷いて、先生は両脇に立つ二人の肩に手を置いた。

「考えてみろ、ここまで大っぴらに『穂村を監視しにきた』って宣言してんだ。下手なことをすれば、すぐに反対勢力がその動きを潰つぶしにかかる。なぁ白石、そのための『穂村すずみさんを見守る会』設置なんだろ？」

「結果的にそうなっただけ、って感じですけどね」

　ホントのこと言えば、あの時の提案は半分くらいその場しのぎの思いつきで、そこまで計算したわけじゃないんだよね。……ま、結果オーライってことで。

　俺が頷き返すと、刀塚野先生も大きく頷いた。

「よし。さほど心配はないってことで、いいか？」

『いいで～すっ！』

　クラスメートの明るい返事で、教室の雰囲気が軽くなった。

　今さらだけど、ここのみんなって良い奴ばっかりだよね。

　普通ならすずみを怖がったり、迷惑だって言われそうなもんなのに……今まで、本当の意味で迷惑扱いされたことがない。ありがたいよ、ホント。

「うぅ……みなさま、重ね重ねご迷惑をお掛かけしてばかりで、ごめんなさいです」

　あ、懸け念ねん事じ項こう本人が凹へこんでる。

「……穂村さん、顔を上げて」

　がっくり落ちていたすずみの肩に、立ち上がった霧生さんが手を置いていた。

「雫ちゃん？」

　見上げるすずみに頷き、霧生さんは二人を見守る教室の仲間に視線を巡めぐらす。

「……気に病やむことはない。みんな、穂村さんの力も、穂村さんを取り巻く状況も、全部わかった上で、受け入れてる。だから、少しくらい暴走したって、みんながあなたを拒絶するはず、ない……胸を張って穂村さん。あなたが下を向く必要なんて、ないの」

「し、雫ちゃん……あ、ありが――」

「だってあなた達は、三千人の祝福を受けた、全校公認のカップルなんだから！」

　バサリと広げられたのは、俺とすずみのキスシーンポスター。




『おおぉ――――――――――――――――――――――――――――――っ！』

「「もうやめてぇええええええええええええええええええええええええ――っ！」」




　キーンコーンカーンコーン……

　一時間目の開始を告げるチャイムは、どこか遠い世界の音のようだった。




　　　　　◆




　波乱のＨＲが終わり、次は一時間目、刀塚野先生担当の日本史だ。

　まぁ、富士出身者による日本史――最初はシュールだと思ったもんだけど、刀塚野先生の日本史は要点をきっちり押さえてわかりやすく、時々脱だつ線せんする歴史ネタ雑ざつ談だんも面白い……という楽しい授業だったから、今となっては違和感ゼロになっていた。

　授業の準備を始めた玉組一同の前で、刀塚野先生は黒板に「自習」と書いた。

「悪い、今日の日本史は自習だ。そうだ、穂村としつけ隊、おまえらちょっと来い」

　なんだろう？　俺達は呼ばれるまま教室を出て、廊下に並んだ。

「おまえらに頼みたいんだがな、転校生に学校を案内してやってほしい」

「学校案内ですか？　いいですよ、そのくらい。……あんた達も、いいわよね？」

　サラッと俺達を代表し、蓮華が頷く。

「俺はいいよ」「案内は必要ですよね」「問題ない」「うんうん、二人とお話ししたいし」

　振り返った蓮華に、俺達四人は頷き返した。

「頼まれてくれるか、悪いな。あぁ、わかってると思うが、あの二人を一緒に連れて歩くなよ。立場……と言うか、たぶん性格的に相あい性しようが悪い」

『あー……』

　刀塚野先生の言う通り、あの二人の相性はかなり悪そうだ。

　一緒に歩いてたら、何が起きるかわかったもんじゃない。

「わかりました。それじゃ、二組に分かれて案内してみます」

「すまんが頼む。白刃の案内は私がやってもいいんだが、今日の放課後は高山先生へ担任業務の引き継ぎをしないといかんのだ。なにしろ今回の転任は急な話でな。まだ高山先生には転任自体知らせてないんだ。だから引き継ぎの時間は足りんし、いきなり仕事を押し付けられた高山先生がどれほど怒るか……今から胃が痛くてかなわん」

　今まで見たことがないほど、刀塚野先生の顔には血の気けがなかった。

「お、お気をつけて」

「あぁ……おまえらも、な」

　うん、大人って大変。




　　　　　◆




　時間は流れて、もう放課後。クラスメート達は部活や帰寮など、それぞれの目的地へ向かい、教室にはほとんど生徒は残っていない。

「嫌だ、オレ様はすずみ様と片時も離れたくないのだ！」

「子供みたいなワガママ言ってんじゃないわよ！」

　閑かん散さんとした教室に、大地と蓮華の怒ど鳴なり声が響く。

　にらみ合う二人を見ていると、ついつい大きなため息が漏れた。

　現在の状況をざっくり説明すると、こうだ。

　白刃さんと大地を分けて案内するため、蓮華はすずみ＋しつけ隊のメンバーを男女で分け、男子チームで大地を、女子チームで白刃を案内しようと提案したところ、

「絶対に嫌だ！　すずみ様と一緒がいい！」

　と大地が拒否したため、今の状況が生まれたのである。単純でしょ？

「ただ学校の中を案内するだけなのよ、誰と回っても一緒じゃないの！」

「ならば、オレ様がすずみ様と一緒でもいいはずだ！」

「男女で分かれる方が手っ取り早いし、お互たがい気き兼がねしなくていいでしょ？」

「バカも休み休み言え！　オレ様はすずみ様のお傍そばにいるためだけにここへ来たのだ！　そのすずみ様と引き離されて、オレ様の気が休まるものかっ！」

　よくもまぁこんなにポンポン言い合いが出来るものだと、むしろ感心するな。

「とにかく嫌なものは嫌なのだ！　この分わからず屋の黄色頭っ！」

「だ、誰が黄色頭ですって？　もっぺん言ってみなさいよ、このチビ助っ！」

　お互いがお互いの外見を罵ののしり始めたあたりで、俺は嫌な予感がした。

「ち、チビだとぉ～～っ？　よくもほざいたな黄色頭っ！　洗せん濯たく板いたの分ぶん際ざいで――っ！」

「せ、せせせせせ……せんたく、いた……ですって!?　…………………………コロス」

　ビシャ――――ンッ！

　止める暇ひまのあらばこそ。蓮華の全身から逬ほとばしった電撃が大地を直撃した。

　一瞬白く染まった視界が戻ると、大地は仰あお向むけに倒れていた。

「あわわ……大地くん、大丈夫？」

「お、おい蓮華！　やり過ぎだ！」

　慌てて蓮華の肩をつかむと、ギロリと鋭くにらまれた。

「ふん！　あんたが相手じゃないんだし、ちゃんと手て加か減げんくらいしたわ」

　すぐに俺の手が払われ、意外に落ち着いた声が返った。

「そ、そうか。それならいいけど、って、え？　待って、良くないよ！」

　相手が俺なら手加減しないって宣言だよね？　それってどういう理り屈くつなの？

「うるさいわね。とにかく、今のは手加減はしたんだからいいでしょ。ま、五分くらいは動けないかもしれないけ、ど……？」

「え？」と蓮華が目を見開き、その視線を追った俺も驚いた。

「ぐぬぬ……お、おのれ、奇襲とは卑ひ怯きような……うぐぐ」

　床に倒れていた大地が、立ち上がっていた。

　辛つらそうに歯を食いしばり、机につかまってなんとか体を支ささえている。

　蓮華の一撃を至近距離からノーガードで受けたんだぞ。手加減したとはいえ、並の竜ならしばらく身動きさえ出来ないはず。

「へぇ？　あんた、意外に頑がん丈じようじゃない。ちょっと見直したわ」

「と、当然だ。オレ様は、いずれ日本陸軍を背せ負おって立つ男、Ⅱ種地ち竜りゆう・大地巌様だ。すずみ様を守る騎士だ！　……こ、このくらいの攻撃なんぞ、なんでもない……ぐぐ」

　地竜か。たしか、俺達鋼竜ほどじゃないけど耐久性が高い竜種だっけ。

「ぐ……ぐぐ……なんの、これしき～～……はぁはぁ」

　立ってはいるけど、大地は苦しそうに肩を上下させ、足はガクガクと震えている。

「大地くん、無理しないで座った方がいいよ」

　すずみが駆け寄り、大地の体を支えた。

「す、すずみ様……あぁ、なんと慈じ悲ひ深ぶかい。あなたはやはり自分の女神さまです」

「お、大げさだよ。とにかく、無理せず座って座って！」

　俺が苦笑しつつイスを引いてやると、大地は崩れ落ちるように腰掛けた。

「ぷはぁっ……はぁ、はぁ……ぐぬぬ、情けないところを……」

「まぁまぁ、大地くんは十分がんばったよ。いいからちょっと休もうよ。ね？」

　ニコニコしながら、すずみが大地の頭をなでると、

「おぉぉ……し、至し福ふくなのだ～～……」

　大地はとても幸せそうな顔になった。こうしてると、本当に子供にしか見えん。

　いや、子供っつーか、子犬的と言うべきか？　なんとまぁ、緩んだ顔しちゃって。

「え、えへへー。大地くんってば、かわいいねぇ～。よーしよしよし（なでなで）」

「はぅぅ～～」

　いや、しかし、いくらなんでもゆるみ過ぎだろ、将校の卵くん。同級生の女子になでなでされて、こうも無防備なふにゃ顔さらすのって、どうなの？

「よーしよしよし～（なでりなでり）。ほ～らほら～、いい子だねぇ～（なでなでなで）」

「うにょぉ～～」

　……待て、すずみ。おまえもやり過ぎだ。完全に犬扱いじゃねーか。

「お、おいすずみ、いくらなんでもその扱いは」

「がうっ！」

「うわっ、吠ほえたっ!?」

　慌てて身を引くと、大地はイスに座ったまま「ぐるるる」と俺を威い嚇かくした。

「こら！　ダメだよ大地くん、ステイ！　大地くんステイ！」

「はい、すずみ様っ！」

　…………ダメだよ。不ふ憫びんすぎて、もう見ていられない。

　他のしつけ隊の三人も、なんとも言いがたい表情で二人（？）を見ていた。

「……ワンワンプレイ。ハイレベル過ぎて、ついて行けない」

「あんたに引かれちゃお終しまいよね。……ともかく、こんな様子じゃ、男女別チームで学校見学なんて不可能ね。だからって、そこのおバカ二人を置いてもいけないし」

「あはは、そうですねぇ。じゃ、せめて刀塚野さんだけ案内をって、あれ？」

　荒気がキョロキョロと辺りを見回し、困ったような顔を俺達に向けた。

「刀塚野さん、いませんよ？」

「「え？」」

　俺と蓮華も教室を見回してみたが、たしかに彼女の姿がない。

「……刀塚野さんなら、少し前に出て行った」

「霧生さん、知ってたなら止めようよ」

　ため息混じりに俺が言うと、霧生さんは少し表情を曇くもらせた。

「……ごめんなさい。でも私……あの子、少し苦手だから」

　意外な言葉に、俺達はビックリして霧生さんの顔を見つめた。

「驚いた。あんたでも、そんなこと言うんだ」

　俺と荒気も「うんうん」と頷いた。

「ま、腹立つのは大いにわかるけどね。ふん、なにが『馴れ合うつもりはない』よ」

　またもピリピリと放電し始めた蓮華に、霧生さんは静かに首を振った。

「……そんなことじゃ、ない。……私と彼女は、もっと根本的な部分で、相あい容いれない」

　真剣な表情で訥とつ々とつと紡つむがれた彼女の言葉は、とても不ふ穏おんな空気を含んでいた。

　霧生さんは、白刃さんからいったい何を感じ取ったんだろう？

　ごくり。無意識に、俺はのどを鳴らしていた。

「なによ、それ？　どういう意味？」

　蓮華もまた表情を引き締め、荒気も無言で霧生さんへと視線を向ける。




「……あの子、刀塚野白刃さんは、クール系。私と……キャラが被かぶる」




「「「はあぁ～～あ」」」

　ため息が三つ重なった。

「あ～ぁ、バカバカしい。真剣に聞いて損そんしたわ」

「霧生さんには申し訳ないですけど、全く同感ですね」

「んだな。じゃ、俺は白刃さん追っかけるよ」

「あぁ、うん。よろしく。すずみん達はあたしらでなんとかしとくわ」

　蓮華に頷き返し、俺が教室を出ようとすると、「待って！」と霧生さんが叫んだ。

「……信じ、られない。みんな……私のアイデンティティーが脅かされているのに、どうして、そんな態度？　心配じゃ、ないの？　……みんなこそ、クールなの？」

「バ～カ。今さら、誰もあんたを『クールキャラ』なんて思ってないわよ。だから、あんたのアイデンティティーとやらは、なーんの問題もなく維い持じされてるわ」

「……う、噓……？」

「噓じゃないわよ。そうね、あたしらが持ってるあんたのキャライメージは、『恋愛バカの面白メガネ』よ。ほら、どこにもクールな要素はないでしょ？」

「…………そ、んな……」

　背後で誰かが膝ひざをつく気配を感じながら、俺は教室を後にした。

　……霧生さん、自分の本性を自覚してなかったんだね。




　　　　　◆




「――あ、いたいた。お～い、白刃さ～～んっ！」

　俺が大声で呼びかけると、昇降口付近にいる多くの生徒が一斉に振り返った。

　その中の一人、他称『クール系』の刀塚野白刃さんも立ち止まり、周りと同じようにこちらをチラッと振り返って、またすぐに歩き出した。

「え、ちょ、ちょっと待って！　なんで行っちゃうのさ！　聞こえてるでしょ、待ってよ！　白刃さーん！　刀塚野白刃さんってば――っ！」

　しかし、白刃さんの足は止まらず玉組の下駄箱前を通り越し、何な故ぜかそのまま昇降口を素通りして、反対側の廊下へと歩いて行ってしまった。

「なんでそっち行くのさ……おーいっ！　白刃さん、待ってってば――っ！」

　こっちは手まで振って大声で呼びかけてるのに、彼女の足は止まらない。




「なんだ？」「刀塚野って、噂の転校生？」「へぇ、キレイな子」「あれ、追っかけてるの、白石くんじゃない？」「すずみんがいるのに、別の子追っかけてるわけ？」




　ぐむぅ。いかん、変に目立ってるぞ俺！　みんなの視線が痛い！

　一刻も早く追いつこうと、こっちがほぼ走ってるというのに、帰寮中の人波を避けつつ歩く白刃さんには全然追いつけなかった。あ、足速はえぇって！




「なになに、浮気？」「まさか～」「でも無視されてるわよ」「わ、かわいそ～」




　すれ違うたび、生徒達が俺や白刃さんを見ては何か言い合ってる。

　恥ずかしい。早く追いつきたいのに、白刃さんはいくら呼んでも止まらない。どこまで行くんだ白刃さん？　時々こっちを振り返ってるし、絶対聞こえてるよね？

　そうかいそうかい、こっちを避けようってのかい？　わかったよ！

　俺は足を止め、限界まで息を吸い込んだ。そして――。




「　と　ー　つ　ー　か　ー　の　ー　し　ー　ら　ー　は　ー　さ　――　ん　！　」




　学校中に響けと、最大出力で名前を叫んでやった。

「はぁ、はぁ……はぁあ～～…………ど、どうだ……？」

　教室からも生徒が「何事だ？」って顔出すくらいの大声だ。

　これで「聞こえなかった」なんて言わせないぞ、と視線を上げると、

「………………貴殿という、男は……っ！」

「え？　いつの間に？」

　すぐ目の前に、不機嫌そうな白刃さんの顔があった。

「…………来いっ！」

「わわっ？」

　白刃さんは俺の手首をガッチリ握にぎり、そのままスタスタ歩き出した。

「ちょ、ちょっとどこ行くのさ、白刃さん？」

「知らんっ！　とにかく人気のない場所だっ！」

「人気のない場所って……え、何？　俺、殺されるの？　なんで？」

「たわけっ！　人聞きの悪いことを申もうすでないわっ！」

「ご、ごめんなさーい」

　――その後、廊下をあっちへこっちへと歩き回り、階段を上って次の階に出てはまた歩きと、散さん々ざん校内を歩き回った後、ようやく彼女は足を止めた。

「さ、散歩はもう終わりで、いいのかな？」

　こちらの問いかけには答えず、彼女は無言で俺を解放した。

　同時に、ガチャンと重い音を立て、背後で鉄の扉が閉まる。

「……へ？」

　気づけば、そこは屋上。彼女の望み通り、そこには人の気配はない。

　見上げれば、空にはどんよりとした重い雨雲がかかっている。

　なるほど。こんな天気に、わざわざ屋上に来る物好きなんていないか。

　恐る恐る白刃さんに視線を戻すと、彼女はこちらに背を向けていた。

「あ、あの～……白刃さん？」

　返事はなく、ただ彼女は両手を固く握りしめ、両肩をぶるぶると震わせている。

　うん、どう見ても怒ってらっしゃいます。ひょっとして、好きに呼べとは言ってたけど、本当は軽々しく名前を呼ばれるのは嫌いだったのか？

　こちらがどうしたものかと悩んでいると、ついに白刃さんが動いた。

「はあぁぁ～～～～～～～～～～～～～～～～うぅ～～～～……………………っ」

　もう全身から空気を全てしぼり出すような深い深いため息を吐つき、その場にヘナヘナとしゃがみ込んだ彼女は、両手で顔を覆おおってしまった。そして、

「……………………不ふ覚かくだ」

　蚊かの鳴なくような声でつぶやいた。

　え、えぇ～～っと……これは、どういうこと？　れ、冷静に考こう察さつしてみよう。

　さっきのため息と発言、少し赤い耳、小動物のようにプルプル震える肩。

　これ、恥はずかしがっているんじゃなかろうか？

　それじゃ、さっき白刃さんが呼びかけに答えず、立ち止まってくれなかったのは、

「えっと白刃さん。ひょっとして君、すごい恥ずかしがり屋だったりする？」

　その瞬間、ピタリと彼女の震えが止まり、立ち上がりざまにバッと振り返った。

　振り返った白刃さんの顔の怖いこと。眉み間けんには深いしわが寄り、切れ長の瞳はつり上がり、赤い唇くちびるは見み事ごとな「への字」を描いている。まさに『ＴＨＥ・怒り顔』だ。

　そしてその怖い顔のまま、彼女は早足で俺に歩み寄ってきた。

「あ、あはは。やっぱり違うよね？　ごめん、今の忘れて――」

　彼女はあと一歩で衝しよう突とつする、というところまで俺に詰め寄り、

「ど、どうしてわかったのだ!?」

　ほんの少し頰を赤らめ、そう言った。

「……へ？　え、ホントにそうなの？」

　白刃さんは力なく頷いた。




　　　　　◆




　俺と白刃さんは、屋上のベンチに並んで腰掛けた。

「――恥ずかしながら、儂は極きよく度どの人見知りなのだ」

　一息吐いて落ち着いたのか、白刃さんは自じ嘲ちよう気味に口を開いた。

「どうも儂は顔色があまり変わらんようで、気づかれにくいのだが……初対面の人間とはろくに話も出来ん。それどころか、まともに顔を見ることさえ出来んのだ」

　なるほど、自己紹介の時あまりしゃべらず、みんなの顔をまっすぐ見もしなかったのは、照れてたからだったのか。

「それだけならまだ良いのだが、多くの者に注目されてしまうと、その場に立っておることさえ出来ぬのだ。……先ほどのようにな」

　あぁ、だから走って逃げちゃったわけか。

　なのに、俺が何度も呼んだから、余よ計けいに注目を集める結果になった、と。

「ごめん、悪いことしちゃったみたいだね」

「いや、こちらこそすまぬ。儂のせいで、貴殿もいらぬ風評を得たやもしれぬ」

「あはは、それはいいよ。なんつーか、風評被害は今さら、って感じだしね」

　あのくらい、全校生徒の前にキスシーンもどきをさらされることを思えば、ねぇ？

「……すまぬ」

「い、いやいや、だから気にしてないってば。……あ、そうそう。じゃあさ、すずみに言ってた『馴れ合うつもりはない』っていうのも、照れ隠し？」

「ぐむ。そ、それは、その…………否定、出来ん」

　聞かれたくないことだったのか、白刃さんの眉間のしわが深くなる。

　この子、照れると不機嫌に見えるな。これじゃいろいろと誤解されそうだ。

「そっか。だったら、正直に話して誤解を解いてさ、すずみとか蓮華とか、みんなと仲良くしようよ。ほら、俺とはこうして話が出来るんだし……ね？」

「いや、それは出来ん。みなと馴れ合うつもりがないのも、本当なのだ」

　下を向いていた彼女の視線が鋭さを取り戻し、まっすぐ俺に向けられた。

「儂の使命は穂村すずみ殿の監視及び暴走の鎮ちん圧あつ、そしてオロチへ覚かく醒せいした際さいの抹まつ殺さつだ。それ故ゆえ、あまりみなと親しゅうなるのは困る。親しゅうなれば情が移うつり、情が移れば刃やいばも鈍る。鈍った刃では、使命が果たせぬからな」

　白刃さんは熱くなるわけでも、また冷たいわけでもなく、淡々と言った。

　すずみを殺すのが仕事だから、すずみと仲良くなりたくないってわけだ。

　でも、それをわざわざ初対面の俺に、それもすずみを守る側の人間に言っちゃうあたり、彼女が誠実というか、バカ正直だってことが伝わってくる。

「なるほどね。そっちの事情はなんとなくわかったよ。じゃ、なおさらすずみやみんなと仲良くなってもらわなきゃいけないね」

「待て白石殿、何故そうなる？」

　怪け訝げんそうな視線を向けてくる白刃さんを、俺はまっすぐ見つめ返した。

「だってさ、白刃さんとすずみが仲良くしておけば、万一のことが起きた場合、白刃さんがすずみを攻撃するのを妨害出来るってことでしょ？　すずみを守る側としては、そっちの方がありがたいじゃない」

　白刃さんは何とも複雑な表情を作り、しばし呆ぼう然ぜんと俺を見た。

「……ぷっ、ははははっ！　ふむ、今の話を聞いてそう来るか。なるほどなるほど。ふふふ、兄上の言っていたことがようわかった。白石鋼平殿、貴殿は面白い男だな」

「えぇ？　なんで笑うのさ？　いったい、俺は刀塚野先生に何て言われてたんだよ？」

「ふむ、兄上曰いわく『白石はとらえどころがなくて一見変だが、それ以上に面白い奴だ』とな。その時は不思議に思うたが、ふふ。貴殿を前にすれば納得だ」

「とらえどころがないって、先生にだけは言われたくないよ」

「儂もそう思っておったよ。貴殿と会うまでは、な？　ふっ、あはははは」

「それ、どういう意味だよ？　笑うほど俺が変ってこと？　失礼な」

　今度は俺が不機嫌な顔になっていたらしく、白刃さんはまたおかしそうに笑った。

「ふふふ、すまぬすまぬ。笑った詫びだ。白石殿に一つ良いことを教えてやろう」

「良いこと？」

「うむ。先に儂の使命はすずみ殿の抹殺と言うたが、あれはあくまで万一の場合だ。儂に与えられた最優先の任務は、すずみ殿を暴走せぬよう見守り、覚醒の兆ちよう候こうがある場合にそれを抑えることだ。むしろ覚醒の防止こそ、我が身命を賭とさねばならん使命だ。つまり、貴殿らしつけ隊とさほど目的は変わらぬ」

　笑って緊張がほぐれたのか、白刃さんは穏おだやかな表情になった。

「えぇ～？　だったら『馴れ合うつもりはない』なんて宣言する必要なかったじゃん。つか、一言『儂に協力してくれ』って言えばよかったんじゃないの？」

「あ、あれはみなに儂の覚悟を伝えたまでのこと。そ、それにだ！　一人でも使命は成なし遂とげる、そのくらいの気き概がいがのうては、使命を全まつとうすることなど出来んのだ！」

「そうかな～？　使命のためにこそ、お互い協力すべきだと思うけどなぁ。ほら、俺達はオロチと真っ正面から向き合った経験者だよ？　役に立つと思うけど」

「そ、それはそうかもしれぬが……」

「うん、じゃあ決まりだね！　俺が段取りするからさ、明日にでもすずみやクラスのみんな、あとは大地もか。もう一度話し合って、親しん睦ぼくを深めようじゃないか」

「ま、待ってくれ白石殿！　違うのだ、話を聞いてくれ」

「なに？　まだ何かあるの？」

「う、うむ」

　白刃さんは、もじもじと下を向いた。

「……笑わんでくれよ？　恥を承しよう知ちで言わせてもらうが、その、儂はこれまで富士から出たことがなかったゆえ、外国人をこの目で見たのも、今回が初めてなのだ」

「あぁ、富士の人ってあんまり外出ないって言うもんね」

「そ、そうなのだ。……で、な？　本当に笑わないでほしいのだが、儂は、その……竜特有の鮮あざやかな髪や瞳の色をした者らが、その…………こ、怖いのだ」

「……………………え？　怖いって、え？」

「わ、儂は生まれてこの方、黒髪黒目の者としか接しておらんかった。だから、竜の鮮やかな目や髪の色にどうしても慣れん。さらに生来の人見知りと相あいまって、竜とは近づくのも恐ろしい……友好的に話しかけられても、恐怖が先に立ってしまうのだ」

「じゃ、じゃあ、今日すずみや蓮華につっけんどんな態度だったのは」

「う、うむ…………こ、怖かった……のだ」
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　そうしぼり出し、しょんぼりとうつむく姿はとても弱々しかった。

「じゃあ、俺とこうやって普通にしゃべれるのは、俺の見た目がこうだから？」

　俺が髪と瞳を指さすと、白刃さんは頷いた。

「うむ。貴殿が黒髪黒目の持ち主だからであろうな。……他人を外見で分けるな、と言われるかもしれぬが、すずみ殿や級友達と正面きって話せる自信が、ないのだ」

「なるほど、白刃さんは対人恐怖症ならぬ対竜恐怖症ってわけか」

「対竜恐怖症か。情けないが、そういうことになるのだろうな」

　白刃さんはうつむいたまま、小さく頷いた。

「ふーん？　でもさ、それも正直に言っちゃった方が楽だと思うんだけど。そしたら、みんな気が良いから気を遣ってくれるだろうし」

「ぜ、絶対いかん！」

「どうしてさ？　別に知られて困ることでもないでしょ？」

　あまりの剣けん幕まくに身を引くと、白刃さんは再びがっくりとうなだれた。

「だ、だって…………恥ずかしい、ではないか」

　白刃さんは視線をさまよわせ、ボソボソとつぶやいた。

「怖がりで照れ屋のくせに、見み栄えっ張ぱりでもあるわけか。君は面めん倒どうくさい子だね」

「うぅ……わかっておる。わかってはおるのだ。だがな？」

　あぁもう、そんな上うわ目め遣づかいでこっちを見ないでおくれよ。

「わかったよ。すずみ達と仲良く、ってプランは一いつ旦たん保ほ留りゆうにして、まずはその、対竜恐怖症をなんとかしないとね。そこで、提案。とりあえず、俺と仲良くしよう」

「貴殿と、仲良く？」

「そうそう。で、俺と仲良くしながら、白刃さんには少しずつ登龍門や玉組の空気に慣なれてもらう。そうしていれば、周りも白刃さんに慣れると思うんだ。そんな感じで、ゆっくり白刃さんの対竜恐怖症を改善していこうよ」

「あ、あぁ。それは儂としても願ったりだが、よいのか？　儂と仲良うしておると、他の級友達にあらぬ誤解を与えるやもしれんぞ」

　遠慮がちな彼女の視線に、俺は「大丈夫だ」と手を振って見せた。

「たとえ誤解されたって、白刃さんがみんなと仲良くなった後にでも、『実は人見知りでした』って笑い話にすればいいんだよ。どう？　俺も出来る限り協力するからさ」

　黙って聞いていた白刃さんは、俺の提案を嚙かみしめるように、ゆっくり頷いた。

「承知した。いや、こちらから頼みたい。儂とて、この情けない性た質ちはなんとかしたいと思うておるのだ。白石殿が協力してくれると言うのであれば、非常にありがたい」

　白刃さんは表情を緩め、俺をまっすぐに見返す。

「うん。じゃあまずは第一歩、俺のことは名前で呼んでよ。考えてみたら、俺は勝手に白刃さんって呼んでるし」

　少しだけ驚いた顔をした白刃さんは一瞬ためらう様子を見せた後、

「そ、そうか…………うむ、そうだな。では、改めてよろしく頼む、鋼平殿」

　大きく一つ頷いて、力強い視線を俺に向けた。

「うん、了解したよ。白刃さん。一緒にがんばろう！　目標は、友達百人だ！」

「ひゃ、百人？　ま、待て鋼平殿！　いくらなんでも多すぎるぞ」




　かくして、俺と白刃さんによる『白刃の友達百人作戦』が始まった。

　現在の達成数は一名。まだまだ、先は長い。










　　　第二章　『壁』、争奪戦







　二人の転校生を受け入れた翌朝。

　どんよりとした梅つ雨ゆ空が、玉ぎよく組の不ふ穏おんな空気を暗示しているようだった。

『…………』

　朝のＨＲホームルーム直前、玉組一同は席に着き、ジッと固唾かたずを飲んで事態を見守っている。

　刀と塚つか野の先生の持つ力、『破は竜りゆう』が証明されて以後、我ら玉組はＨＲ開始を遅らせたことはない。怒らせたらヤバイ。そんな適てき度どな緊張感の中、玉組はまとまってきたのだ。

　しかし、今教室を包むこの張り詰めた空気は、これまでの比ではない。

　下手に動いたら、やられる。そんな極きよく限げんの緊張感だ。

　俺達の視線の先にあるのは、にらみ合う高たか山やま先生と大だい地ち巌いわおの姿。

　二人の間では、殺さつ気きにも似た空気がぶつかり合い、渦うずを巻いていた。




　ことの発ほつ端たんは、刀塚野先生や授業を担当した先生方が何な故ぜかスルーしていた大地の格かつ好こうに、一年玉組の担任代理となった女じよ傑けつ・高山先生が目を付けたこと。

「授業中は帽ぼう子しとマントを脱ぬげ」

　最初、高山先生はごく普通のトーンで、ごく当たり前の指摘をしただけだった。

　ここで大地が言われた通りすればよかったのに、

「断る」

　と言っちゃったからたまらない。

　高山先生の鈍にび色いろの瞳ひとみに怒りが灯ともり、教室の空気が固まった。

「――おい坊主、もう一度だけ言うぞ？　そのふざけた帽子とマントを脱げ」

「断る！　それにふざけたとは何なのだ？　この軍帽とマントは我が陸軍の正せい装そうだ。今の発言は、陸軍に対する侮ぶ辱じよくだ！　発言の撤てつ回かいと謝罪を要求する！」

「ほぉう？　面おも白しれぇこと言うな、坊主。つまりあれか？　てめぇは帽子を取れっつー教師の発言に反抗するだけじゃ飽あき足たらず、謝罪までしろってぇわけだ？」

「その通りだ！　さぁ、今すぐその銀色の頭を床にこすりつけるがいい！」

「ほほ～ぅ？　土ど下げ座ざしろってか？　この、アタシに」

　高山先生の顔は怒りに引きつり、逆に笑っているようにさえ見える。

「ふん、その程度の国語力はあるようだな。わかったなら早くするのだ！」

　……いや、恐ろしい。ホントに少しは空気を読めよ大地巌。空気を読まないことに定評があるすずみでさえ、真まっ青さおになってガタガタ震ふるえてるってのにさ。

「これが最後の通告だ、坊主。今すぐ帽子とマントを取れ。これは命令だ」

「断固拒否する！　オレ様に命令出来るのは、陸ぐ――」

　瞬間、聞いたことのない音が轟とどろき、大地巌の姿がかき消えた。

　その音を例えるなら、人間大のゴキブリを叩たたき潰つぶしたらこんなかも、って音。

　恐る恐る大地を探すと、彼は教室後方の壁にべったりと張り付いていた。

『………………（ガタガタガタ）』

「ふん。余よ計けいな手て間まぁかけさせやがって」

　吐き捨てるようにそう言って、先生はパンパンと手をはたいた。

　おそるべし、Ⅱ種剛ごう竜りゆう・高山吹雪ふぶき。さすがは登とう龍りゆう門もんで打撃最強を噂うわさされる人物だ。

　先生は壁にめり込んだままの大地に歩み寄り、乱暴に帽子とマントをはぎ取った。

『あ』

　はぎ取られた軍帽の下、大地の後頭部にあったのは、でっかい十円ハゲ。

　そうか。あいつ、これを見られるのがイヤで……。

「……はぁ、やれやれ。武ぶ士しの情けだ」

　大地の頭に、そっと帽子を被せたのだった。




　　　　　◆




「高山教きよう諭ゆ、恐ろしい御ご仁じんだな」

　竜気道の授業開始前の武道館。

　早めに着替えを終えて一人でいると、白しら刃はさんが話しかけてきた。

　彼女の真新しい道着には、俺と同じ白帯が巻かれている。

「そうだね。たぶん、登龍門で一、二を争うくらい怖いと思う」

「兄上から『決して逆らうな』と聞かされてはいたが、聞きしに勝る剛ごう力りきだ」

　さっきの光景を思い出したのか、白刃さんはぶるりと身を震わせた。

「でも、怒らせなければ良い先生だよ。人見知りして、反抗的にならないようにね」

「あぁ、肝きもに銘めいじよう」

　白刃さんは固い表情のままコクリと頷いた。不機嫌に見えるけど、これは怯おびえだな。

　しかし大地め、余計なマネを。白刃さんの対竜恐怖症を悪化させるなよ。

「ま、それはそれとして、わかってるよね？　そのうちすずみ達が来るだろうから、出来るだけ近くにいてね。いきなり会話に参加しろなんて言わないけど、まずはみんなの外見やら雰ふん囲い気きに慣れなきゃ話になんないんだからさ」

「わ、わかっておる。わ、儂わしとて、ただ近くに立っておるくらい出来る、はずだ」

　これは『白刃の友達百人作戦』の第一歩。授業前のおしゃべりを近くで見てもらうことで、白刃さんに竜は怖くないと体感してもらおうという作戦だ。

　朝の騒動はだいぶ逆効果だったはずなので、なんとか挽ばん回かいしないと。

「まぁ落ち着いてよ。今日は我が慢まん出来るとこまででいいからさ」

　俺が言い含めると、「うむ」と蚊かの鳴なくような弱々しい声が返った。

「やっほー、お待たせこうちゃ～ん！」

　ちょうどその時、すずみが駆け寄って来た。

　じゃあがんばって、そう伝えようと白刃さんを見ると、もうすでに無表情。

「えへへ～、こうちゃんってばいつも着替え早いよね～」

　すずみは俺の近くに来ると、親しん戚せきのおばちゃんみたいに背中をペシペシ叩いた。

「叩くな叩くな。それに、俺の着替えが早いんじゃなくて、おまえの着替えが遅いだけだろ？　いい加減、道着くらいササッと着られるようにしなさい」

「えぇ～？　そんなことないよ。今だって、こう、パパーッと華か麗れいに帯を」

「あたしが結むすんだのよね」

「あぁーっ！　蓮れん華げちゃん、なんで言っちゃうのさーっ！」

「事実でしょ？　すずみんは帯結ぶのが下手すぎるのよ。なんなのあれ？」

「……あそこまでいくと、逆に芸術的」

「逆アート呼ばわりまで？　二人ともひどいよっ！」

　後に続いてきた蓮華と霧生きりゆうさんに立て続けにツッコまれ、すずみは撃げき沈ちんした。

「あはは、いつも通りの光景ですねぇ」

　いつも通り、いつの間にやら俺の横には荒あら気きが立っていた。

「あぁ。神しん出しゆつ鬼き没ぼつなおまえも含めてな」

「あれ？　驚いてくれないんですか？」

「慣れた。いつものことだし」

　俺がため息を吐つくと、荒気は「ちょっと残念です」と力なく微笑ほほえんだ。

「おまえ、実は狙ねらってたのか……」

「あははは、どうでしょうね？」

　さわやかに笑う荒気の陰かげから、すずみがひょいと顔を出す。

「ちょっとこうちゃん！　いじけたわたしを放置はひどいよ！　なぐさめてよぅ！」

「やだ」

「ひどいっ！」

　そんな具合にいつもの面メン子ツが集まる中、気づけば白刃さんが消えていた。

　視線を巡めぐらすと、遠くの壁際に一人で立つ姿が見えた。

「あら、ビックリさせすぎちゃいましたか？　彼女には悪いことしちゃいましたね」

　荒気は困こまったように肩をすくめた。……なんだ、さっき見てたのか。

　俺達の視線に気づいたのか、白刃さんは視線を一瞬こちらへ向け、すぐにそらした。

　う～ん、あれは思った以上に重症だなぁ。

「よ～し、そろそろ集まれよおまえら。チャイムが鳴ったら授業始めるぞ！」

　高山先生の号令に、俺達は慌てて駆け出した。




　　　　　◆




　竜気道の授業が始まり、武道館のあちこちで生徒同士の試合が行われていた。

　広い武道館とはいえ、一度に試合が出来る人数は限られている。

　だから試合を待つ間、みんな試合用結界の周りで基礎練習などに励はげむことになる。

　で、練習パートナーは基本的に次の試合相手がつとめる。そんなわけなので、俺は試合前、いつも蓮華の新技研究に付き合わされていた。しかし――。

「白しら石いし、今日からは穂ほ村むらの相手もしてやってくれ」

「こうちゃん、お願いしますっ！」

　高山先生に連れられてきたすずみが、勢いよく頭を下げる。

「「へ？」」

　意外な展開に、俺と蓮華は顔を見合わせてしまった。

「先生、なんで鋼こう平へいがすずみんの相手なんですか？」

「決まってんだろ？　白石がクラスで一番硬かてぇからだよ」

　高山先生の説明は明めい快かいだった。すずみも竜気道の基き礎そを学び、ブレスの感覚がある程度身に付いたようだから、そろそろ本格的に竜気力の制御を学ぶべき、ということだ。

　そして、竜気力制御の基本は「習うより慣なれろ」。実じつ践せんあるのみなのだ。

「――まずは自分の全力を知るのが、力を制御する第一歩だ。それには、穂村の全力に耐たえられる相手が必要だろ？　で、クラスで一番の適任者がおまえだ、ってことだ」

「理り屈くつはわかりますけど、本音を言えば勘かん弁べんしてほしいです」

　俺が断ろうとすると、高山先生が妙に優しい顔をした。

「そう怯おびえるな白石。穂村の力が弱まってることは、おまえも聞いただろ？」

「そ、そりゃまぁ、聞きましたけど」

　すずみの方を見ると、あいつはニヘッと緊張感のない笑顔を見せた。




　話は少々遡さかのぼり、舞台は昨晩の第三学生寮救護室。

　呼び出された俺達しつけ隊（夜だったので霧生さんは帰宅）と、高山先生、そして白刃さんと大地の転校生二人組は、大おお竹たけさんからその話を聞かされた。

　曰いわく、「すずみさんの竜気力が低下しています」と。

　大竹さんは多くの事例や症例、そこからの仮説や推すい論ろんなどを列挙しつつも、最終的には「原因は不明」であり「力が戻るかも不明」という結論だった。

「まぁタイミングから考えて、これがオロチ化の影響だということは、ほぼ間違いないでしょう。とはいえ、同じケースがないので、この先どうなるのかサッパリですが」

　ちなみに、低下したといっても、現在すずみの竜気力は五百程度。

　並のⅡ種四、五人分の竜気力で、銅章もらえるレベルだ。普通に強い。

「気休めですけど、あまり心配ないと思いますよ？　呼吸力の低下はそれほど認められませんし、そのうち元に戻るんじゃあないでしょうかね」

　でも正直な話、すずみの弱体化って俺達には全くデメリットがないんだよね。

　むしろ暴走の被害が低下するだろうから、歓迎したいくらいだ。

「でも、さすがこうちゃんだね。昨日わたしのブレスが弱くなった、とか言ってたし。こうちゃんはわたしのことなら、スリーサイズからブレスの威い力りよくまでなんでも知ってるんだね！　よーし、そんなこうちゃんに『すずみんソムリエ』の称号をあげるよ！」

「いらん」

「ひどいっ！」




　というのが、昨日聞いた話ではあるんだけど――。

「わかってるんならいいじゃねぇか。白石、おまえはしつけ隊の壁なんだろ？　壁なら壁らしく、大事な幼おさな馴な染じみの全力をド～ンと受け止めてやりゃあいいじゃねぇか」

　ガッハッハ！　高山先生は豪ごう快かいに笑いながら俺の肩をバシバシ叩いた。痛い。

「うぅ、わかりましたよ。どうせ、拒否しても無む駄だなんですよね？」

「わかってるじゃねーか。よぉし、この話は決まりだ。文もん句くのある奴はいねぇな」




「ここにいるぞっ！」




　武道館に響き渡ったその声に、全員の視線が声の主に集まる。

「すずみ様の全てを受け止める。その任にん務む、オレ様にこそふさわしい！」

　声の主は武道館の二階キャットウォークの縁ふち、手すりの上に立っていた。

　道着に軍帽というおかしな出いで立たちの少年、大地巌だ。

　一階の俺達を見下ろす大地は、得意満面で胸を張っていた。

　……昨日の登場といい、高い場所の好きな男だね。

「なんだ、十円ハゲ。危あぶねぇから下りてこい」

「誰が十円ハゲだっ！」

「おまえだ」

「ぐっ！　……ふ、ふんっ！　キサマなんぞの指図には従したがわん！　オレ様は」

「大地く～ん、先生の言う通りだよ！　危ないから下りといでー」

「今すぐ下ります、すずみ様っ！　とぅっ！」

『と、飛んだっ!?』

　掛け声も高らかに、大地は空中へ身を躍おどらせ、

　くるくるくる……スタッ！

　見事、すずみと高山先生の間へと着地した。

『お、おぉ――っ！』

　ぱちぱちぱち。武道館中から賞しよう賛さんの拍はく手しゆが巻き起こる。

「ふっ……決まっ、たぁっ!?」

　ゴヅンという重い音が響き、大地が苦く悶もんを上げてうずくまる。

「危ねぇっつってんだろうが、このアホ坊主！」

　高山先生のゲンコツをもらった大地は、痛みのあまり声も出ないようだ。

「あわわ……だ、大地くん平気？　い、痛いの痛いの飛んでけ～」

「すずみ様。あなたは、なんと慈じ悲ひ深ぶかい……ふぁあうぅ～～」

　すずみが帽子の上から頭をなでると、大地はうれしそうに鼻を鳴らした。

　武道館に現出した不思議空間に、玉組一同は静まりかえる。

　その様子を「なんだこれ？」って目でながめていた高山先生は、

「ややこしいから、おまえはどいとけ」

「はわわっ」

　ひょいとすずみを横にどけ、値ね踏ぶみするような顔で大地を見下ろした。

「おい十円ハゲ、つまりおまえは、自分が穂村の相手になると言いたいワケか？」

「あぁ、そうだとも！　すずみ様の、熱い吐息を受け止める……うへへ……そんなすばらしい任務、このすずみ様の騎士たるオレ様にこそふさわしいだろうがっ！」

　一瞬緩ゆるんだ大地の顔に、先生はジトッと目を細めた。

「なるほど、おまえはやっぱりアホなんだな」

「誰がアホだっ！」

「おまえだ」

「うぐっ……と、とにかくっ！　すずみ様の相手はオレ様がすると言ってるのだっ！」

　しばらくにらんでいた先生は、面白そうに目を細めた。

「ふぅん？　いいかもな。やる気のある奴がやった方がいいだろうしな」

　え？　じゃ、じゃあ、俺はすずみの相手を免めん除じよされるってこと？

「俺は賛成です。大地がそう言うんなら是ぜ非ひ――」

「ダメよ、あたしは認めないわ！」

　俺の言葉を、蓮華の怒声が遮さえぎる。

「鋼平、なんであっさり引き下がるのよ？　いい？　すずみんブレスを受けるのは、しつけ隊の壁かべであるあんたの大事な仕事なの。言ってみれば、すずみんブレスを受けないあんたはもう、壁じゃないわ。すずみんをしつけ隊の一員じゃなくなるのよ？」

　俺はマジマジと蓮華の顔を見てしまった。

　俺はすずみを守ったり、反対にすずみが誰かを傷つけるのを止めたいだけで、『しつけ隊の壁』っていう役職自体には、特にこだわりがないんだけどなぁ。

　俺がポカンとしているうちに、蓮華は怒りの視線を大地に向けていた。

「それにあんた、ホントにすずみんの相手が出来るくらい頑がん丈じようなの？」

　蓮華が挑発するように言うと、大地は正面から蓮華をにらみ返した。

「ふん……つまり、オレ様にすずみ様の攻撃を受けてみせろ、ということだな？　いいだろう、このオレ様の力……今こそ見せてやろうではないかっ！」

「へぇ？　面白いわ、やってもらおうじゃないの！」

　おいおい。君達そんな簡単に言うけど、すずみのブレスってすごく危あぶないよ？

　高山先生に「止めなくていいんですか？」という視線を送ると、ニヤッという笑顔を返されてしまった。やらせてみろってことですか。大地がケガしても知りませんよ？

「えっと、わたしもこうちゃん以外にブレス吐くのは、気が引けるんですけど」

　つか、俺ならいいのかよ。そこは俺にも気を遣つかえよ。

「大丈夫です、すずみ様！　あなたの騎士であるオレ様を信じてください！」

「でも～……」

　それでも不安げなすずみの肩に、高山先生が手を置いた。

「ま、本人がやりたいってんだから、やってやれ。あの坊主が割わりと頑丈なのは間違いねぇし、何かあったら火消しもいるしな」

　チラッと送られた先生の視線を追うと、霧生さんが小さくサムズアップしていた。

「わ、わかりました。でも、本当に気をつけてね、大地くん」

「は、ハイ！　お任せを！　必ずや、あなたのブレスを受け止めてみせます！」




　準備を終え、結界の中に入ったすずみは、数メートル先の大地に目を向けた。

「じゃ、じゃあ行きま～す！　大地くん、準備いい？」

「ハイ！　いつでも来いです！」

　大地は何故か外から持ってきた土つち塊くれを掲かかげ、大きく頷うなずいた。

「い、いくよ！　すぅう～～っ、ふぅぅ～～っ……すぅううううううううううっ！」

　手を挙げて応こたえる大地に、すずみは意を決したように深呼吸を始めた。

　ブレスを始め、あらゆる竜気力は、呼吸により大気中の竜気を体内に取り込むことで発動する力である。

　すずみは竜に覚かく醒せいしてから日が浅あさく、いまだ複雑な竜気力を扱あつかえない。

　そんな中、唯一自力で放てるものが『すずみんブレス』なのだ。

　力を自由に制御出来ないすずみがブレスを放つ方法は、「とにかくたくさん竜気を吸って大声を出す」という、半なかばわざと力を暴発させるような力技。

　先日、緊急事態で初めて成功したこの方法、その後がんばって練習し、二回に一回は成功するようになっていたのだ。……さぁすずみ、練習の成果を出す時だぞ。

　クラスメート達が様々な思いで見守る中、すずみの瞳が光を放った。




「熱あつかったらごめ――――んっ！」

　ゴォオオオオオオオオオオッ！




　謝罪の言葉は炎となり、正面に立つ大地へと圧おし寄よせた。

　端はたから見ると、やはりすずみのブレスはこれまでより勢いがない。しかし、それはあくまで比ひ較かくの問題だ。まともに食らえば黒くろ焦こげになるのは変わらない。

　その炎の奔ほん流りゆうを前にして、不ふ敵てきな表情を崩くずさなかった大地は、サッと右手を掲かかげた。

「エアデ・シルトッ！」

　大地の叫びに呼こ応おうして、右手に持った土塊が大きく広がり、円まるい盾たてを形作る。

　ブレスは盾に直撃しドォン！　と炸さく裂れつ音おんが響く。煙が舞い、結界内を黒く染めた。

　――そして、しばし遮さえぎられた視界が晴れると、そこには大地が平然と立っていた。

　彼の手にはもう盾はなく、足下に土塊が転ころがるだけだ。

『おぉぉ～～っ』

　あちこちから感かん嘆たんが漏れる。宣言通り、大地はすずみんブレスを防ふせいでみせたのだ。

「ふっ、どうだ？　これでオレ様の力は証明されたと思うのだが？」

「ふん！　一応それなりに出来るってことね」

　余裕の表情を浮かべる大地に、蓮華がムスッとした表情を返す。

「うんうん、すっごいね大地くん！　さっきのカッコ良かったよ！」

「え、本当ですかすずみ様……あなたにお褒ほめいただけるなんて、身に余あまる光栄です」

　おぉ、すずみに褒められただけで、決め顔が瞬時に崩れたな。

　まぁでも、言うだけのことはある。さっき、準備中に土の塊かたまり拾ひろってきた時はどうするのかと思ったけど、ああやって物を使う竜気力もあるのか。

「ホントにすごかったよね。ねぇ、さっきのエアなんとかって、なぁに？　呪文？」

　すずみが首を傾かしげると、大地はすごくうれしそうな顔をした。

「よくぞ聞いてくれました。『エアデ・シルト』、独語で土の盾を意味する言葉で、さっき使った技の名前です」

「へぇー、そうなんだー。そっか、ドイツ語か～なるほどね」

　胸を張って答えた大地に、すずみは最上級の笑顔を向けた。




「必殺技に横文字の名前なんて、大地くんって小学生みたいだね！」




　そして、大地巌は無言で床に崩れ落ちたのだった。




「……あー、なんだ。ともあれ、これで大地に穂村のブレスを防げることはわかったわけだ。で？　穂村の相手はどっちがするんだ？」

　高山先生の言葉に、みんな「あぁそういえば」って顔をした。

「ふん、無む論ろんオレ様に決まりだろうが」

「そうだね、俺も大地がやればいいと思う」

　賛成を表明した俺に対して、すずみと蓮華はしぶい顔だ。

「う～ん、でも、ちょっと抵抗あるかも」

「そうよ、ダメに決まってるじゃない！」

　何故か意見が割れた。つか、どうして蓮華の意見が出るのさ？

「堂々めぐりじゃねぇか。めんどくせぇな、誰か良い案でもないか？」

　高山先生が見回すと、一人の手がスッと静かに挙げられた。

「おぅ、霧生。なんかあるのか？」

「……はい。私に良い考えがあります」

　霧生さんはスッと目を細めた。

　嫌な予感しか、しなかった。




　　　　　◆




「はいっ！　そういうわけで始まりました！　ＴＮＮプレゼンツ！　第一回、すずみんをしつけ隊壁役争そう奪だつっ……大っ、耐久力ー対ー決――っ！」

『いえ――――――――――――――――――――っ！』




　登龍門高校、中央武道館。

　竜気道の公式大会にも使われることがあるため、普段授業に使っている各学年用の武道館よりもかなり広く、広い客席や放送設備などを備そなえた本格的な施し設せつである。

　そして今、その客席は大部分が埋うまっている。目もく測そく、観客は二百以上ってところ。

　その客席から降ふり注そそぐ歓声にさらされ、俺はひどい頭痛に襲われていた。

「わからん。何故、俺はこんなところに立っているんだ？」

　助けを求めて顔を上げても、複数のスポットライトに目を焼かれるだけ。

　いやホント、どんな流れでこうなったんだっけなぁ？




　　　　　◆




　あれは数日前、竜気道の授業中。

　すずみの練習相手に名乗り出た大地に対し、何故か反対をする蓮華。

　二人の衝突に対し、霧生さんがとある提案をしたのが始まりだった。




「――対決？」

「……えぇ、対決」

　首を傾かしげる俺達に、霧生さんは心しん底そこ楽しそうな笑顔を見せた。

「……このまま話し合っても、堂々めぐりで切りがない。だから、二人のどちらが穂村さんの壁として相応ふさわしいか、どちらの耐久力がより高いか、対決して決めればいい」

「ちょっと待ってください霧生さん。どうしてしつけ隊の壁までかかってるんです？　今の話って、ただ竜気道の練習相手のことじゃないんですか？」

　眼鏡めがねを輝かせる霧生さんに、荒気が不思議そうに尋たずねた。

「……そうでもない。どのみち、二人の対決は避さけられない」

　当たり前のことのように言う霧生さんに、俺と大地は首を傾げた。

「なんでそうなるのさ？　別に、俺は大地と争うつもりはないんだけど」

「そうとも、すずみ様のお相手にふさわしいのはオレ様に決まっている。……そもそも、この男は誰だ？　何故オレ様がこんな黒髪黒目の落ちこぼれと戦わねばならん？」

　そう言って、大地は心底不思議そうな顔で俺を見た。

『はぁ？』

　この発言には、さすがに俺も周りも驚かされた。

「あんた、まさか鋼平のこと知らないわけ？」

　蓮華が尋ねると、大地はつまらなそうな顔で平然と頷いた。

「知らん」

「な、なんで？　あんた、すずみん関係で龍道派から派は遣けんされてるんでしょ？　オロチの顚てん末まつとか報告書あったでしょ？　そういうの、見てないわけ？」

「だから知らんと言っているだろうが。報告書は読んだが、オレ様はすずみ様以外の有う象ぞう無む象ぞうなど全く記憶しておらんし、するつもりもない」

『はあぁ？』

　再度の驚愕が玉組を襲った。

　待て、別に俺のことを知らないのはいいんだけどさ。こいつ、まともに情報も確認しないまま来たってこと？　それ、任務の内容理解してないってことじゃないの？

「故ゆえに、キサマのような路ろ傍ぼうの石なんぞと争う理由もない。そも、オレ様はすずみ様の騎士だ。『壁』なんぞというわけのわからん役職など、ほしくもない」

　呆れて言葉を失った俺達の前で、大地はキッパリと言い切って口を閉じた。

　こいつ、予想以上にダメな奴だ。




「……ふ、ふふふ……ふふふふふふふ」




　その時、沈黙の中に一つの笑い声が上がった。

「……大地くん、あなたは、何もわかっていない。とんだ、お笑い草」

　そう言って、霧生さんは大地を挑ちよう発はつするように笑った。

「なに？　オレ様が笑い草とは、どういう意味だ」

　ムッとする大地に、霧生さんは冷たい視線を向けた。

「……あなたは、決定的な勘かん違ちがいをしている。しつけ隊の壁は、穂村さんの一番近く。あなたが穂村さんと結ばれたいと願うなら、白石くんとの争いは避けられない」

「壁が、すずみ様の一番近くだと？」

「……えぇ、そう。噓うそだと思うなら、これを見て」

　霧生さんは大真面目な顔で、道着のふところに手をつっこんだ。そして、

　ぴらり。




「なっ！」

「「なんでぇええええええええええええええええええええええええええええっ！」」




　霧生さんの手には、俺とすずみの、例のシーンのポスターが。

　なんでまだ持ってるの？　ていうか、どっから出してるの！

「ど、どういうことだ、これは……す、すずみ様が……」

　大きな目を見開き、大地はこの世の終わりみたいな顔でポスターを見つめた。

　そういえば、この間霧生さんが教室でポスター広げた時、こいつに背中向けてたから見てなかったのか。……霧生さん、なんつーイヤなタイミングで見せるんだよぅ。

「……ふふふ。わかったでしょう？　あなたの愛にとって、白石鋼平くんは、最大の障しよう害がい。まさに、あなたと穂村さんの間に立ちはだかる、高い高い、壁」

　ワナワナと震えだした大地をながめ、霧生さんは邪悪な笑いを漏らした。

「――って、ちょっと待って霧生さん！　必要以上にあおらないでよ！　おい、だまされるなよ大地！　あの人は、外見は青っぽいけど頭の中が全面ピンクなだけで」

「黙だまれこんちくしょーっ！」

　大地が叫び、俺の弁明を遮さえぎる。

「ゆ、ゆゆ、許せん……すずみ様と、このようなうらや……けしからん行為に及およぶとは……白石、鋼平ぇえ……キサマは、我が人生最大の敵だっ！」

「……そう、彼はあなたの敵。そして、しつけ隊の壁は、そのくらい穂村さんに近い。……わかるでしょう？　あなたが今、何をすべきか」

「あぁ、わかるとも。白石鋼平、オレ様と、すずみ様の『壁』を賭けて勝負だっ！」

　俺に指を突きつけた大地の両目には、激しい怒りと涙が浮かんでいた。




　かくして、俺と大地の戦いが決まった。

　俺はそれでも抵抗を試こころみたのだが、それも全て霧生さんによって退しりぞけられた。

　こういう時の霧生さんの行動力といったら神や悪魔の領りよう域いきで、俺の意い思しとは無関係にとんとん拍子で話は進み、順調に話は大きくなっていった。

　そして、霧生さんがＴＮＮの大おお早さ波わ先輩を抱だき込んだことで事態は悪化、ただの組み手相手争いのはずが、あっという間に登龍門の一大イベントへと拡大してしまったのだ。

　そして今日、半日で授業が終わる第三土曜の放課後に中央武道館を借り切って、「すずみんをしつけ隊壁役争奪・大耐久力対決」が開催と相あい成なったわけです。




　　　　　◆




「はいはいはい、始まりましたーっ！　観客席のみなさまこんにちは！　わたくし今回の対決の司会進行を務つとめさせていただきます、大早波凩こがらしと申しますっ！　全力で盛り上げてまいりますので、みなさまよろしくお願いいたしま――すっ！」

　大早波先輩のあいさつに、観客席がドッと沸わく。

　道着に着替えた俺と大地は並んで中央武道館の一階に立ち、満員の二階客席からは多くの生徒が俺達を見ている。要するに、見世物にされているわけです。はい。

「はい、では続きまして、今回の特別ゲストを紹介いたしましょうっ！　みなさまご存知！　我らが登龍門に飛来した奇跡のヒロイン、穂村すずみさんで――すっ！」

「えっと、みなさん、こんにちは――っ！」

『こんにちは――――――――――――――――――――――――っ！』

「すずみーんっ！」「かわいい――っ！」「すずみん――っ」「こっち向いてーっ！」

　二階の客席に設けられた放送席、そこに座っているすずみにライトが当たると、客席が本日最高の盛り上がりをみせた。……人気者だねぇ、すずみさん？

「おぉぉ……すずみ様、今日もなんとお美しいのだ……」

　すぐ横で感激してる人もいるけどさ。なんだろ、この置いてけぼり感。

　なんでみんなこんなに盛り上がってるんだろ？　あそこにいるのは、すずみだよ？

「はいはいはい、みなさま盛り上がってますね？　それでは今回のイベントの趣しゆ旨しをさらっとご説明いたしましょう！　まずは試合場に立つお二人にご注目くださいっ！」

　大早波先輩の言葉に合わせ、みんなの視線がこちらに向いた。

「まずは左手の白い帯に黒髪の少年！　当然みなさまご存知ですね？　そうです、彼こそ穂村すずみさんと生しよう涯がいを誓ちかい合った運命の恋人、白石鋼平さんで――すっ！」

「んなっ？」

　な、なんつー紹介してくれてんですか、先輩！

「こうちゃーん！」「白石、がんばれよ――っ！」「がんばってー、鋼平く――んっ！」

　うぅぅ……なんで俺、こんなに応援されてるの？　い、いたたまれない。

「白石――っ、負けろ――っ！」「そうだそうだ――っ！」「白石・ゴー・ホーム！」

　あれ？　なんか一部からはすげぇブーイングされてる。

　声の方を見てみれば、そこには異様な一団が陣取っていた。

　彼らはみなオレンジの法はつ被ぴに身を包み、頭にはハチマキという揃そろいの姿。デカデカと広げた横断幕には『すずみんラブ』『僕らの太陽・すずみん』などと書いてあった。

「おぉ――っと、客席の一部から鋼平さんへの妬ねたみの声が上がっております。どうやら彼らは、かねてより存在が囁ささやかれていたすずみさんの非公式ファンクラブ、『すずみんを抱きしめ隊』のメンバーのようです。噂では、彼らは先日行われた全校集会において『穂村すずみさんを見守る会の設置』に反対票を投じた一％だと言われております！　ご覧ください、あの醜みにくい姿を！　まさに、嫉しつ妬とに狂った男の姿であります！」

『出てけ――――――――――――――――――――――――っ！』

　客席からは大ブーイング。「さいてー」だの「帰れー」といった声も上がる。

「さぁ客席もヒートアップしてきましたが、こちらもヒートアップしているはず！　鋼平くんとすずみさんの壁役を取り合いますのは、この方！　陸軍予科士官学校から先日転校して参りました、龍道派の放った恋の刺し客かく……大地――っ、いわ――お――っ！」

『帰れ――――――――――――――――――――――――――――――――っ！』

「おぉっと、彼もまた不人気だ――っ！　まぁ無理もありません。彼は我々が応援するお二人を邪魔する恋こい敵がたき、いわば我々の敵でもあるのですっ！」

　隣となりに立つ大地に、一大ブーイングが浴あびせられた。しかし。

「ふん、有象無象に何を言われようと、オレ様はいささかも動じぬわっ！」

　浴びせられた本人は平然としたもので、どこか大物然ぜんとした気配すら漂ただよっている。

「おまえ、すごいな。清すが々すがしいまでにヒール扱いなのに」

「くだらん、所しよ詮せんは子供のバカ騒ぎだ。すずみ様一人が、オレ様を見ていて下さるのなら、オレ様は世界全てを敵に回すことも恐れはせんのだ！」

　おぉ……すげぇ、なんかカッコイイぞ。こんな罵ば声せいの中、そこまで言い切れるのか。

　俺がうっかり感動したその時、拡声されたすずみの声が会場に響き渡った。




「こ――うちゃ――んっ！　が――んばーって――――っ！」




「オレ様はもうダメだ（ガックリ）」

「おいコラすずみ――っ！　おまえはホントに空気を読め――っ！」

「えぇ――っ、なんで――っ？　応援したのに怒られた――っ？」

　またもすずみの大声が響き渡り、会場が笑いに包まれる。

　温かいお客さん達だな、ホントに。普通呆れるか、怒るぞ。

　さて、と隣を見てみたが、膝を折った大地からは生気が全く感じられない。

　この子、もう対決どころか立ち上がることも出来ないのでは？

「すずみさん、すずみさん。ちょいとお耳を……」

「へ？　はい……はい。わかりました。えっと、大地くんもがんばれー」

「この命に代かえましても、あなたの壁になってみせますっ！」

　ただ一言で、大地は完全復活を果たした。……ホント、ある意味すごいわ。

「はぁい、大地さんも無事復活なさいましたので、対決本番に移うつって参りましょう！　それからすずみさん、彼のリアクションは十分に面白いのですが毎度やっていたのでは今日中にイベントが終わりません。ご面倒とは思いますが、お義理でいいので応援コメントはお二人セットでお願いします」

「え、あ、はい。わかりました……？」

　絶対にわかってないであろう、ぼんやりとした返事だった。




　　　　　◆




　少しさわぎが収まったところで、大早波先輩が口を開いた。

「ではではでは、最初に軽くルール説明をばいたしましょうっ」




　大早波先輩により、テンション高くなされた説明を要約すれば、こうだ。

　一、対決は三回。毎回異なった方法で「耐久力」をテストされる。

　二、対決は先攻後攻に分かれ、交代で行われる。

　三、各テストをクリアした者には一ポイント与えられる。




「――そんな感じで、最終的に獲かく得とくポイントの多い方の勝ちです。今回の対決、あくまですずみさんをお守りする『壁』にふさわしいのはどちらか、というものですので、お二人同士でドツキ合ったりとかはいたしません。あ、ちなみにですね、三回戦目がポイント三倍！　的なバラエティルールではありませんのでご安心を！　それでは第一回戦の内容は……こちらっ！」

　武道館の天てん井じようからくるくると、一枚の垂たれ幕まくが下りてきた。

『灼しやく熱ねつ☆煉れん獄ごくの耐火性テスト♪』

　☆や♪では、隠しきれないほどの不ふ穏おんさが漂うタイトルだ。

「はい、みなさんタイトルでだいたいわかると思いますが、一回戦目はお二人がどれくらい火に強いかチェックいたします。理由は簡単、お二人が壁となるのはⅠ種火か竜りゆうのすずみさんです。当然のことながら、彼女の攻撃は火炎属性。……となればっ！　お二人が第一に求められるのは、いかに炎に耐えられるのかという点なのです！」

　べしんと机を叩き、大早波先輩はマイクを握り直した。

「今回のテストは、すずみさんと同じ程度の火力を実現すべく、一年生の火竜の中でも優秀な三名の志願者にご協力いただいております。銅章一人に緑みどりが二人！　一人で彼らと同格なんて、どんだけ強いんだ穂村すずみっ！　ま、それはそれといたしまして、志願者のみなさんありがとさんっ！」

　大早波先輩の煽あおりに乗って出てきたのは、赤っぽい髪の少年三人。彼らも道着に着替え、ギャラリーが多いからか気合いの入った面つら構がまえで準備運動をしている。

「それでは志願者のみなさまをサラッとご紹介。一年紅ぐ蓮れん組からは火か埜のくん、明あけ松まつくんのお二人。そしてなんと驚きは一年玉組から赤あか威いくんも参加されております！」

　大早波先輩の言葉通り、三人の中には玉組のクラスメート、赤威焼しよう悟ごくんの姿が。

「あ、赤威くん？　君も志願者なの？」

「あぁ、実はね。白石くん、今回はよろしくな」

　彼は銅章持ちのⅡ種火竜。すずみが来るまでは一年火竜勢のトップで、そんな力を鼻に掛かけない器うつわと優しさ、さらに熱い正義感を兼かね備そなえた熱血漢。そしてこの赤威くん、実は俺とも仲が良い。ありがたい、彼ならそう無茶はしないはずだ。

「友達に炎を向けるこの役目、彼はいかなる思いで志願されたのでありましょう？　っと、おーっとこれは何事だ？　三名が一斉に何かを取り出しました！」

　実況の声に、観客席が少しざわつく。

「おーっと、これはまさかの展開だ！　彼らが取り出した揃いのハチマキ、そしてオレンジのハッピは『すずみんを抱きしめ隊』の物であります！　なんということでしょう！　公平を期すべき協力者の中に、私し怨えんむき出しのテロリストが混じっておりました！」

『な、なんだって――っ！』

　会場から驚愕の声が上がるが、俺の方がずっと衝撃だ。

「あ、赤威くん、ホントに？」

「あぁ、悪いな白石くん。君は良い友達だと思っていたけど……恋は無情だよね」

　ハッピを羽は織おり、ハチマキを締めた彼の顔には、もう、俺の知っている彼の面影は残っていなかった。そこにいたのは、嫉妬に狂った亡もう者じやだった。

「噓だろ――っ？」

　俺は赤威くん達の手により、試合用の結界の中へと放り込まれた。

「はーい。ではでは、先手は鋼平さんでお願いしま～す」

「こうちゃーん、がんばってーっ！　大地くんも負けるな――っ！」

　すずみの適当な激げき励れいに、三人の顔が更に引きつった。

「「「白石鋼平、覚悟っ！」」」

　――――感想、熱かった。




「はい、時間終了です。鋼平さん、三人の嫉妬の炎に見事耐え抜きましたー！」

「やったー、こうちゃん、さすがだよーっ！　あと、大地くんもがんばっ！」

　わーっという歓声が上がったようだけど、正直もうどうでもいい。

「……お疲れ様」

「ありがと、霧生さん」

　彼らの攻撃は全開時のすずみに比べたらだいぶマシで、体も道着も無事だ。

　とはいえ、なんか精神的にくるものがある。これが裏切りの味ってやつか。

　疲れとダメージでイスに座り込んだ俺の頭上には、霧生さんが作った消火冷却用のミニ雨あま雲ぐもが浮いている。シャワー代わりの雨の中、俺の目は赤威くんに向いていた。

　全力を出したのだろう。呼吸を整えながら結界を出てきた赤威くんは、俺の視線に気づくと「ちっ」と聞こえよがしに舌を打って、露ろ骨こつに視線をそらした。

「……友情も、恋の前では儚はかないもの。ふふふ」

「楽しそうだね、霧生さん」

「…………ふふっ」

　そこは否定してほしかった。




「では、次はオレ様の出番。すなわち、真打ち登場なのだっ！」

　自信満々の様子で、大地は結界へと足を踏み入れる。

「すずみんに近づく者には！」「「死あるのみっ！　オーッ！」」

　赤威くん以下三名は、最悪のかけ声とともに中へ入った。

「大地くーん、がんばって――っ！　こうちゃんもファイトー」

「見ていて下さい、すずみ様ーっ！」

　背せ負おっていた大きなリュックサックを下ろしつつ、放送席に向かってぶんぶん手を振る大地の姿は、やっぱり小学生男子に見えた。

「それでは第一回戦後手、始めてください」

　開始の合図と同時に、赤威くん達が動いた。

「お～っと、『すずみんを抱きしめ隊』三名が、三方に散りました。これはいったい？」

「む？　なんのつもりだ？」

　リュックから土塊をつかみ出した大地を、彼らは三方から取り囲んだ。

「大地巌、おまえの盾はやっかいだ」「我々の火力では抜けないだろう」「だがっ！」

「「「我らの炎、三方同時には防げまいっ！」」」

　三人が同時に放った炎が、中心に立つ大地へと殺さつ到とうする。

　ゴォオオオオォッ！

　押し合う炎が渦となり、やがて巨大な火柱へと変わる。大地の姿は炎の柱に呑み込まれ、外からでは全く見えなくなった。やりすぎだろ！

「見たか、我らの連れん携けいを」「すずみんに近づく不届き者め」「煉獄で後悔するがいい！」

　燃えさかる火柱を囲み、彼らは口々に快かい哉さいをあげた。しかし――。

「ふん、拍子抜けだな。キサマら、この程度の火力で何を勝ち誇っているのだ？」

　渦巻く炎の中から、ごく穏おだやかな声が聞こえた。

「「「何ぃっ？」」」

　三人の驚愕に合わせたように火柱が一瞬でかき消える。

　そして、舞い散る火の粉と煙の中から、一つの大柄な人影が現れた。

「こ、これはいったいどうしたことでしょう？　火柱を打ち破って現れたのは、大地くんより二回りは大きなシルエットだ――っ？」

　興奮気味に叫ぶ大早波先輩の声に、観客席もざわつき始める。

　巨大と言うほどではないが、小柄な大地とは明らかに違うその人影。その見た目を説明するなら「茶ちや褐かつ色しよくの西せい洋よう鎧よろい」だ。

「――おい司会者、オレ様の防御成功でいいのだろう？」

　結界から出ると鎧は形を崩し、大地の得意顔が現れた。

「あ、はい！　大地さんも耐火テスト、クリアでーすっ！」

　勝ち誇る大地に向け、客席からパラパラと賞しよう賛さんの拍手が起こった。

「ふん、この程度、オレ様のエアデ・パンツァーにかかれば、当然なのだ」

「大地くん、すっご――いっ！　今の、前のエア汁しるよりカッコよかったよ！」

「わーい！　お褒ほめにあずかり光栄です、すずみ様ぁ～っ！」

　技名間違えられてるのは、どうでもいいんだ。

「はいはい、お約束の流れをこなしつつ手早く次へ参りましょうっ！」




　　　　　◆




「なかなかに盛り上がった第一回戦が終わり、両者ともポイント獲かく得とくという好発進。さてさてどうなりますやら、という所ですが、おそらく！　第二回戦はそれほどお時間掛からないでしょう！　まずはテスト内容、どうぞぅ！」

　先と同じく、天井から垂たれ幕まくが下りてきた。

『竜りゆう魂こん注ちゆう入にゆう！　耐衝撃テスト』

　さっきのに比べるとだいぶ大人しいタイトルだ。

「はい、次の対戦は見たままズバリ『耐衝撃テスト』！　えぇ、主しゆ旨しを説明申し上げれば、すずみさんは炎のみならず、その打撃力も一級品！　うっかりひっぱたかれようものなら、宙を舞って壁に埋まい没ぼつ！　そのくらい強力なのであります！」

　客席から半信半疑ってな声が上がっているけど、今の一切脚きやく色しよくなしですよ？

「ってなわけで、今回のテストは至いたってシンプル！　すずみさんに勝るとも劣おとらない腕力の持ち主から、魂たましいのこもったビンタを受けていただきます。さぁみなさま、ご起立の上ご唱しよう和わください！　本日のビンタ役は学園最強！　高たか山やま吹雪ふぶき先生です、どうぞ！」

『おぉ――――――――――――――――――――――――――――――っ！』

「「な、なんだって――――――――――――――――――――――――っ[image: ]」」

　観客の歓声と俺達の悲鳴が交こう差さする中、武道館の照明が落とされ。

　吹雪、ボンバイェ！　吹雪、ボンバイェ！

　わざわざ作ったのか、高山先生バージョンのコールが入り、スピーカーからは某有名プロレスラー氏の入場曲が大音量で流れ始めた。これには会場大興奮。

　バーン！　と弾はじけるように武道館の扉が開き、複数のスポットライトが照射された。

　キラキラのラメ入りガウンを羽織り、両腕を高々と突き上げた高山先生が、ライトに照らし出された扉から、ゆっくりと武道館へ足を踏み入れた。




[image: ]





『うおぉ――――――――――――――――――――――――――――――っ！』

　会場が大興奮の渦に巻き込まれる中、先生はゆっくり歩いてくる。

　あの、参加者二名のテンションはだだ下がりなんですけど。

「元気かおまえらぁあ――――――――――――――――――――――――――っ！」

『イエェ――――――――――――――――――――――――――――――――ッ！』

　高山先生がバッと派手にガウンを脱ぎ捨てると、胸に大きく『竜魂』の筆文字が躍る白Ｔシャツが現れた。ノリノリですね、先生。完全再現じゃないっすか。

　歓声に手を振って応えた後、先生は俺達に楽しそうな顔を向けた。

「くくく……まったく、おまえらが来てから退たい屈くつしねぇな」

　うらやましい限りです。俺達は今、ひとつも面白くありません。

　横目に見れば、大地も青ざめた表情で震えている。よくわかる、俺も怖い。

「それでは第二回戦、『一撃必倒！　高山吹雪の竜魂ビンタ！』といきましょう」

　さっきとタイトル変わってる！　耐えられないこと前ぜん提ていなのかよ！

「ではでは、今回の先手は大地巌さんです！　高山先生、張り切ってどうぞ！」

「え、オレ様から？」

　気弱な声が隣から漏れ、俺の顔をうかがう気配があった。

　気持ちはわかるが、諦あきらめろ。結局、早いか遅いかの違いだけだし。

「よぅし、おまえからか。大地、歯ぁ食いしばっておけよ？」

「ちょ、ちょっと待て！　おい司会者、今回のは我々の耐衝撃テストだったな？」

「へ？　はい、そうですけど」

「だ、だったらこのビンタ、オレ様は自分の最大防御態勢で、エアデ・パンツァーで受けても問題ないだろう？」

　大地の訴えに、観客席から「えぇ――っ？」という声が上がる。……群ぐん衆しゆうってのは怖こえぇな大地。勝手なこと言うよ。俺にはわかる、おまえがそう言いたくなる気持ちが。

「えぇと、たしかに企画の主しゆ旨しには反しませんけど……どうでしょう、高山先生？」

　怯えた子犬のような目で自分を見詰める大地に、先生は微笑みを返した。

「アタシはかまわねぇよ？　どっちでも、やることは変わらんからな」

　ひどくあっさりと、高山先生は大地の主張を受け入れた。

「ほ、ほう？　高山教諭、ずいぶんと話がわかるではないか？　で、では遠えん慮りよなくいくぞっ、エアデ・パンツァー！」

　足下のリュックサックから大量の土塊がまるで生き物のように飛び出し、あっという間に大地の全身を包んでいく。鎧が完全に大地を覆うまで、五秒と掛からなかった。

　間近に見ると、その鎧は少々歪いびつな形。本人よりも大分背が伸びているものの、動作の関係上か肩幅が変わっていないので、全体的に細長い三角形に見える。兜かぶとが尖とがっていることもあり、ちょっとイカっぽくも見えた。

　客席から冷えた視線が注がれる中、大地は高くなった視点から高山先生をにらんだ。

「さぁ、いつでも来るのだ！」

　最大の防御態勢を整えた大地の声には落ち着きが戻っていた。

　その声を受け、高山先生が大地をゆっくりと見上げた。

「おぅ、良い覚悟だ。……行くぞ？」

　高山先生の声が聞こえた次の瞬間、

　ズ　ド　ォ　ン　ッ　！

　乾いた衝撃音が会場に轟き、たくさんの土の欠片かけらが宙を舞う。

　恐る恐る二人の方を見ると、腕を振り切った格かつ好こうの高山先生しかいなかった。

　大地はどこだ、と見回すと、壁際に大地と鎧の破は片へんが転がっていた。

　……えっと、ビンタって、こういうモンだっけ？

　呆ぼう然ぜんとしたまま先生へ視線を向けると、

「だから言っただろう？　やることは変わらん、とな」

　こちらに気づいた先生はニヤッと唇をつり上げた。

「えぇ～、こほん。大地さんは第二回戦ポイントならずです、残念っ！」

　静まりかえった会場の中、いち早く正気に戻った大早波先輩が結果を告げた。

　いやいや、ポイントならずとか、そういうレベルの問題じゃないってば！

「ということでお次は後手の鋼平さんですね。では高山先生、お願いします」

「おぅ。白石、覚悟はいいか？」

「よくないですけど、もういいです」

「自じ暴ぼう自じ棄きは感心せんぞ」

　誰のせいだと思ってるんですか？

　俺はもう返事をせず、全力で深呼吸し、両足踏ん張って歯を食いしばった。

「行くぞ」

　――高山先生が右手を振りかぶった以降の記憶は、ない。




　　　　　◆




「関係各位と検けん討とうしました結果、ここで一いつ旦たん休憩といたします～。再開は……」

　本来の予定になかったこの十五分間の休憩は、高山先生のビンタがあまりに強烈で、次の対決前に俺と大地に休息が必要になったからだ。

「いやー、それにしてもすずみさん、先ほどのビンタは見み応ごたえがありましたね」

「うんうん、すごかったですね。こうちゃんがあんなにキレイに宙を舞うなんて、なかなか見られない光景だったと思います！　高山先生、やっぱりすごいです！」

　つなぎのつもりか、会場では先輩とすずみが先ほどの地獄を楽しげに語っている。

　まぁ、見てる分には楽しかったかもね。俺も気がついたら壁際に転がってたから、およそ二十メートルは飛んだわけだし。うぅ、思い出したら恐怖が。

　会場は二人のトークで盛り上がっているようだったので、俺は会場を抜け出した。

　せめて休憩くらい落ち着ける場所で取りたいもんね。

「大丈夫か、鋼平殿？」

　フラフラと裏口を出たところで、白刃さんに肩を叩かれた。

「いや、あんまり大丈夫じゃないね」

　俺が正直に返すと、白刃さんは「だろうな」と少し笑った。

　よっこいせ、とコンクリート製の階段に座ると、ドッと疲れた気がする。

「冷たい水だ。飲めるか？」

「あ、ありがとう。助かるよ」

　白刃から冷えたペットボトルを受け取り、左頰に当てる。……うぅ、沁しみるなぁ。

「だいぶ腫はれておるな。だが、さすがと言うべきか。あれでよう歯が折れなんだものだ」

　半ば感心、半ば呆れ。そんな表情の白刃さんに、苦笑が浮かぶ。

「あぁ、さっきの見てたんだ？」

「うむ。人が多いゆえ、外から見ておったのだがな。で、大丈夫なのか？」

「まぁ、頑がん丈じようさだけが取り柄なんでね」

　そう笑うと、白刃さんは俺の隣に腰を下ろした。

「日本人とは、よくよく無茶なことをする人種だな。生徒主催の催もよおし物で、あれはいささかやり過ぎであろう。いかに貴殿らが頑丈とはいえ、一歩間違えば重傷だぞ。いや、そもそも、ささいな諍いさかいをこれほど大事にするというのも、理解出来ん」

「大ざっぱで楽天的、そして無む類るいのお祭り好き――ってのが典型的な日本人気質だからね。竜の集団ともなると、その傾けい向こうが強くなるってことでしょ。高山先生登場にしても、大早波先輩がノリでお願いしたら、あっさり了承した、ってとこじゃないかな？」

「他ひ人と事ごとのように言うではないか。貴殿も日本人であろう」

「まぁね。だから、俺もこういうイベントは嫌いじゃないよ。痛いのは勘かん弁べんだけど」

「……おかしな男だ。理解に苦しむ」

　そう苦笑した白刃さんの声音は、内容ほどトゲトゲしくなかった。

「生真面目な白刃さんには、わかんないかもね」

「そうかもしれんな。……おっと」

　不意に表情を引き締めると、白刃さんはスッと立ち上がった。

「鋼平ーっ、いる――っ？」

　裏口から蓮華が顔を出した。……なるほど、蓮華の気配に気づいたのか。

　白刃さんが立ち上がるのと、蓮華が俺に気づいたのはほとんど同時だった。

「あ、いたいた……って、刀と塚つか野の？　あんた、なんでここに？」

「いや、大した事ではない。用件は済んだことだし、失礼する」

　あ～ぁ、逃げちゃった。

　あの感じだと、白刃さんにとって蓮華の見た目って相当怖いんだろうな。

　そのまま立ち去っていく背中を、蓮華は不ふ愉ゆ快かいそうに見送った。

「なぁ～によ、あの態度？　感じ悪わるっ」

「ま、まぁまぁ。そう言ってやるなよ」

　正直、今の態度は怒られてもしょうがないけどね。白刃さんのあの態度で、まさか自分を怖がって逃げた、って気づく人もいないよね。気がついても凹へこむだろうし。

「へぇ、かばうんだ？　いいわね、仲が良さそうで」

「まぁ、それなりにね」

「ふぅん？　ま、あんたが誰と仲良くしようが、あたしの知ったことじゃないけど」

　そう言う蓮華は、とても「知ったことじゃない」って思ってる顔に見えなかった。

「……ところで蓮華、俺に何か用があったんじゃないの？」

「あぁ、そうだったわ。はい、これ」

　蓮華が差し出したのは、氷の入ったビニール袋。

「霧生が渡してくれってさ」

「おぉ、これはありがたい。サンキュー蓮華、君は気が利く娘さんだねぇ」

「ばーか、何言ってんのよ。あたしは持ってきただけよ、礼なら霧生に言って」

「うん。でも、持ってきてくれたのは蓮華だろ？　だから、ありがとう」

　お礼を言いながら受け取ると、蓮華は「別に」と目をそらした。

　う～ん。何と言うか、この子はこの子で感情表現が素直じゃないなぁ。

「お話中、ちょっと失礼」

「お、荒気か」「なによ？」

　不意に背後からかかった荒気の声に、俺と蓮華はゆっくりと振り返った。

「休憩時間はそろそろ終わりなので、お二人とも戻って準備をお願いします」

　もう再開か……きっついなぁ。

「何よその嫌そうな顔は。ほら、シャキシャキ立って立って！」

「へ～い」

　俺がノロノロ立ちあがると、蓮華は一つ頷いて行ってしまった。

「鳴なる神かみさん、気合い入ってますねぇ」

「そうだな。……でも、なんであいつが気合い入れてんだ？　それに、荒気。さっきあいつにも準備って言ったよな？　いったい何の準備があるんだよ？」

　俺が尋ねると、荒気はすごく意外そうな顔をした。

「あれ、聞いてなかったんですか？　鳴神さんの準備はですねぇ――」




「こういうことかよ」

「えぇ、こういうことよ」

　対決が再開された武道館試合場前。

　俺と大地の前に立ったのは、道着を着込み、気合い十分って顔をした蓮華だった。

「はいはい、それでは再開直後ですが、本日最後の一戦となります第三回戦とまいりましょう！　最終戦たる最後の耐たい久きゆうテストの内容は、こちらっ！　ジャン！」

　例によって例のごとく、天井からスルスルと垂たれ幕まくが下りてくる。

『仮か想そうすずみんから逃げ延のびろ！　生存優先、総合守備力テスト！』

「えぇ、目覚めて間もないすずみさんは、その強大な能力を全て使うことは出来ません。ですが、彼女がその秘めたる力の全てを解放、自在に扱った事例がひとつございます！　それは、今から一月ほど前のある夜、第三学生寮の裏庭で起こった暴走事件の折です」

　大早波先輩の口から出たのは、思い出すのも忌いまわしいあの事件。すずみの好き嫌いと動物好きの合わせ技で発生した、一大暴走事件のことだった。

「えぇ、そうです！　今や語り草となっております件くだんの暴走事件で、すずみさんはⅠ種火竜の力をフル活用したのです。人を天高くへと投げ飛ばし、強力無比なブレスを放ち、そして史上類るいを見ない竜身を披ひ露ろうなさいました！　かの事件の折、すずみさんはその全ての力を発揮し、愛する鋼平さんの肉体を激しく求めたのであります！」

『おぉぉ――――……っ』

「ちょっと先輩、待ってください！　その言い方は激しく誤解を招まねくと思います！」

「おや、そうですか？　鋼平さんはあぁおっしゃってますが、実際どうだったのでしょう、当事者のすずみさん？　あの夜は鋼平さんの肉体がほしかったんですよね？」

　大早波先輩が半笑いで詰め寄ると、真まっ赤かになったすずみはもじもじと下を向いた。

「えっと……は、はい、そです。あの時はすっごく餓うえてたって言うか、こうちゃんの体のことしか考えられなくて、その、こうちゃんの匂においを間近でかいだ後は……も、もう一瞬も我慢できなくなって、こう、ガバ――ッと……って、きゃっ！　恥ずかしい！」

　すずみはにやけた頰に両手を当て、イヤイヤするように顔を振った。

『う、うおぉぉ――――――っ！』

「マジでお願いだから空気読んでくれバカすずみ――っ！」

　おまえホントにワザとじゃないだろうな？　これ以上、誤解を広めてどうするよ！

「き、キサマ、許せん！　なんとうらやま……うらめしい奴なのだ――っ！」

　半泣きになった大地に、思い切り襟首をつかまれた。うぅ、握あく力りよくすげぇよ。

「ちょっと待て大地！　違うぞ、今のは明らかに間違ったバカの主観だ！」

「なにぃ～？　すずみ様に向かってバカだと～？　さらに許せん！」

　さらに力がこもり締しめあげられると思った時、大地の両手を蓮華が払いのけた。

「落ち着きなさいよおチビ。今のあんたの相手は、あたしよ」

「なんだと？」

「はいはい、その通りなのでございます！」

　にらみ合う蓮華と大地に、大早波先輩の声が降った。

「ちょいと話はずれましたが、今回の対決は『暴走したすずみさんの攻撃をしのげるか』というテストです。具体的には仮想『暴走すずみん』役の蓮華さんの攻撃に一定時間耐えるというテストですね。さすがに、ご本人に暴走していただくわけにも参りません。ですので、すずみさんに近い攻撃力をお持ちの蓮華さんにお願いしたのです」

　つまり、このテストは蓮華の攻撃に耐え続けろってことか。

「なるほど。しかし、この女程度の攻撃力でテストになるのか？　すずみ様と差がありすぎて、まったく参考にならんと思うのだが」

　疑わしげな視線を向ける大地を、蓮華は余裕の表情で見つめ返す。

「そう思うんなら、あんたにとってはラッキーじゃない？　あたし程度の攻撃に耐えれば合格なんだからさ。もっとも――耐えられれば、の話だけどね」

「ふん。では試してみるがいい」

　軍帽を深く被り直し、大地も自信ありげに笑って見せた。

「はい、双方ご納得いただいたところで始めましょう！　今回は大地さんの先手です。泣いても笑っても最終戦！　張～り切って行ってみよ――うっ！」

「蓮華ちゃーん、がんばってーっ！　大地くんもがんばれー！」

「任まかせて、すずみん！　あっさり倒してやるわ」

「見ていてください、すずみ様！　全ての攻撃をはじき返してご覧に入れます！」

　双方、すずみの激げき励れいに応えつつ、ゆっくりと結界へと足を踏み入れた。
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　蓮華と大地は視線をぶつけ合い、ピリピリとした緊張感が結界を満たす。

　大地は土の鎧を身にまとい、蓮華はあちこちからスパークを上げている。

　すでに両者は準備万端、開始の合図を待つばかりだ。

「そんじゃ、始める前にルールの確認をするぞ」

　にらみ合う両者の横から、審しん判ぱん役の高山先生が声をかけた。

「基本的には竜気道の試合と同じだが、攻撃するのは鳴神だけだ。大地はとにかく鳴神の攻撃に耐えろ。攻撃を打ち消すための竜気力行使は認めるが、直接鳴神に当てるのは出来るだけ控ひかえること。テスト時間は最長五分。最後まで倒れなければ文句なく一ポイント。もし途中で倒れても、次の白石も倒れればタイム勝負で、長く立っていた方の勝ちになる。つまり、倒れるにしても粘ねばれるだけ粘れってことだな。わかったか？」

　二人は先生に軽く頷いた後、もう一度にらみ合った。

「最初に言っとくけど、倒れるんだったら意地張らずに早めがいいわよ。下手に我慢すると、ケガするだけなんだから。それから、危ないと思ったら反撃してもいいわよ」

　蓮華の挑発に大地の肩がビクリと震え、

「ふん！　キサマこそ、無駄だと悟ったらすぐに攻撃を止やめるんだな。オレ様のエアデ・パンツァーは堅けん牢ろうそのものだ。打ちつける手足が砕くだけても知らんぞ？」

　大地の煽あおりに蓮華の眉がピクリとはねる。

「「ふふふふふふふふふふふ…………」」

　どちらも余裕の態度を取っているものの、頰が引きつっている。

　君らはさ、静かな言葉のやり取りって向いてないんだから、やめときなよ。

「おまえらなぁ……まぁいいや。それじゃ、両者構えろ」

　高山先生の号令で、二人はそれぞれ構えを取った。

　にらみ合う両者の気迫にあてられてか、観客席も静まりかえる。そして――。

「はじめっ！」

　高山先生の右手が振り上げられ、それと同時に雷光が閃ひらめいた。




「でぇやああぁっ！」

　パァ――ン！

　大地の顔面へ蓮華の跳とび蹴げりが叩き込まれ、武道館に破裂音が響き渡る。

　たまらずのけ反ぞり、無む防ぼう備びになった腹へ間かん髪はつ入いれずに肘ひじ打うちが襲った。

「ぐはっ！」

　フェイスガード越しに苦く悶もんが漏れ、大地の上体が折れ曲がる。

「とどめっ！」

「ぐっ、なんのっ！」

　すんでのところで大地は踏みとどまり、顎あご先さきを狙った蓮華のアッパーを回避した。

　そのまま大地は数歩飛とび退のき、蓮華の間合いの外へ逃れる。鈍どん重じゆうそうな見た目に反して、大地のエアデ・パンツァーはかなりの素早さを見せていた。だが――。

「まだっ！」

「うがあっ！」

　紫し電でん一いつ閃せん――蓮華の放った雷が直撃し、ついに大地は床に転がった。

　砕けた破片は土砂となって床へ散らばり、一部を欠かいた土の鎧はあちこちから白煙を上げている。仰向けに倒れたままの鎧は、その動きを止めていた。

　終わったのか？

　俺や、会場のみんなが固唾を飲んで見守る中、高山先生が大地の顔をのぞき込んだ。

　――そして、両手で大きく「×」を作る。続行不能、テストは終了だ。

「ふぅっ……」

　油断なく身構えていた蓮華が息を吐き、その構えを解く。

「しゅ、終了です！　開始二分四十秒！　大地巌、ついに撃げき沈ちんだ――っ！」

『うおぉぉ――っ！』

　会場中から歓声が上がり、割れんばかりの拍手が巻き起こった。

　この反応は、俺達の対決どうこうではなく、単純に蓮華への賞しよう賛さんだろう。

　遠近自在に攻撃を繰り出し、大地の防御をかいくぐり、確実に打撃を加える。

　大地側に反撃の制限という不利があったにせよ、俺の見た限りじゃ格闘技術においても、蓮華は完全に大地を圧倒していた。

「すげぇ、蓮華ってこんなに強かったのか」

　知らず、俺の口からも感嘆が漏れる。それほどに鮮やかな勝利だった。

「何言ってるんですか。彼女の力を一番知ってるのは白石くんでしょ？」

　いつの間にかそばに立っていた荒気が、苦笑いを浮かべていた。

「そうだけどさ。いや、俺、考えてみたら蓮華の試合を客観的に見たことないし。つか、今日は特別強くないか？　俺とやってる時って、あそこまでじゃないだろ？」

「いやいや、いつも通りですってば。……あぁ、なるほど。白石くんって、自分がどれだけのことをしていたのか、ちゃんと自覚がなかったんですね」

　荒気は少し真剣な顔をして、俺に向き直った。

「僕らに言わせれば、白石くんと鳴神さんの組み手や試合って、毎回さっきのみたいに見えてるんですよ？　竜気道の授業のたび、あの鳴神さんの攻撃に耐えてる白石くんを見て、僕らが抱いてる感想がどんなものか。今なら想像出来るんじゃありません？」

　呆れた、って感じのため息を吐き、荒気は視線を試合場に向けた。

　その視線を追いかけると、蓮華とバッチリ目が合った。

「次はあんたの番よ、鋼平。満座の前で、今日こそあんたを倒してみせるわ」

　ニヤリと笑う蓮華の目には、いつもより気合いが溢あふれているように見えた。

「ま、まだ……だ……っ！」

　不意に聞こえた苦しげな声に、蓮華がパッと振り返る。

『おぉ？』

　蓮華の動きを追った観衆からも驚嘆が上がった。

　――大地が、立ち上がっていたのだ。

「オレ様は、まだ、立てる……まだ終わっては、いない、ぞ」

　苦しげな、途切れ途切れの言葉。ガクガクと震え、さだまらない足下。

　自慢の鎧には幾筋も亀き裂れつが走り、あちこち無む残ざんに欠け落ちている。

「さぁ……まだ勝負は、終わっていないぞ。か、かかって……来るのだ！」

　それでも、割れたフェイスガードから覗く大地の目には、力があった。

　最後まで戦う意志か、負けを認めぬ意地か。どちらにしても、すさまじい気迫だ。

　観客は驚きのあまり言葉を失い、さすがの蓮華も呆然としている。

「た、立ちました！　大地巌、あれだけの攻撃を受け、それでも立ち上がりましたっ！　なんということだ、あまりの事態に会場呆然！　わたくしも驚きを禁じ得ません！」

　いち早く我に返った大早波先輩の声で、会場がざわめき始めた。

「おい、あいつ根性あるぞ」「うん、すごいな」「ちょっと見直したよ」

　それらの声は、大抵が大地の敢かん闘とう精神を称たたえた声。正直、俺も同じ感想だ。

「おい大地、もう終わりだ。気持ちはわかるが、無茶はやめとけ」

「だ、黙れ！　こうしてオレ様は立っている！　だから、まだ……」

　止めようとする高山先生の言葉に大地が反論しかけた時、

「そうね、まだ倒し切れてなかったわ」

　先生を押し退のけた蓮華が、大地の前に立った。

「おい鳴神、おまえもやめろ。こいつはもう……なに？」

　止めようとした先生に蓮華が何か言ったらしい。

「わぁったよ。本人同士がそういうんなら、好きにしな」

　呆れたように先生が離れると、蓮華は大地に向き直った。

「ふ、ふん。なかなか、物分かりが良いではないか」

　明らかに強がりとわかる言葉に、蓮華は笑ったようだった。

「それじゃ改めて、とどめよ」

　蓮華は大地の懐ふところへ踏み込み、右腕を振り抜いた。




「今度こそ大地さんのテスト終了です。大地さん、倒れたとは言えなかなかの根性を見せてくれました！　会場のみなさまも彼の健闘ぶりには驚かれたのではないでしょうか？　なお、タイムは審査員である蓮華さんのご希望により、立ち上がった後のタイムも含めて三分三十秒に変更となります。大変お疲れ様でした。それではみなさま、すばらしい根性を見せてくれた大地巌さんに、もう一度大きな拍手をお願いします！」

　アナウンスに被かぶるように起こった拍手が、担たん架かで運ばれていく大地に降り注いだ。

　その温かな拍手から、もう誰もあいつをヒール扱いしていないことが伝わってくる。

「あいつ、大したもんだな」

「ま、根性だけは認めてやってもいいわ」

　蓮華も印象を変えたようで、武道館を出て行く救護班を見送る視線は穏やかだ。

「大地くーん！　かっこよかったよ――っ！」

　よかったな、大地。おまえのがんばりは、たしかに伝わったぞ。

「それではしばしの休憩後、第三回戦後半、そして今対決の大トリ！　蓮華さんＶＳ鋼平さんの試合をやってまいりたいと思います！」

　大早波先輩の声が響き渡り、観客席の空気が変わった。

「さて、と。次はあんたの番ね。鋼平、覚悟はいいかしら？　今日こそあんたを、この満座の前でケチョンケチョンにやっつけてあげるわ！」

　鋭い眼光が俺を射貫き、まばゆい雷光が空気を揺らす。

　蓮華のやる気満々の態度に、俺は引きつった笑いを返すしかなかった。
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　第三回戦後手は連戦になる蓮華の疲ひ労ろうを考え、五分ほどの休憩を挟んだ。

　蓮華はイスに腰掛け、早くなった呼吸を整えている。隣には水を持った荒気がいる。

　さながら、荒気はセコンドか。まるでボクシングの試合みたいだ。

　俺が見ていることに気づき、蓮華が不審げな視線を返してきた。

「なによ？」

「確認したいんだけど、これって『しつけ隊』の壁役を賭かけた勝負なんだよな？」

「今さら何を言ってんのよ。これはね、あんたが『しつけ隊』の隊員でいられるかどうかを賭けた負けられない勝負よ！」

「それなんだけどさ、壁役ってどっちか一人じゃなきゃいけないのか？」

　その時、蓮華は本当にキョトンとした顔になった。

「は？　どういう意味？」

「そのまんまだよ。すずみの壁役、俺と大地の二人にすればいいんじゃないか、と」

「なにそれ、そんなのダメに決まってんでしょ！」

「なんで？　だって今回の対決って、大地にすずみの壁役が務つとまるのかって話から広がったものだろ？　だから、大地にすずみのブレスを受け止める耐久力と、それ以上の根性があるってわかったんだから、ここで終わってもいいじゃん。大地には壁役が十分に務まりますって。だって、壁役が一人じゃなきゃいけない理由なんてないし。明日から大地も『しつけ隊』の壁役ですよってことにすれば、丸く収まると思うんだけど」

「何言ってんの、ダメよ！　『すずみんをしつけ隊』はあたし達四人だけって決まってるの！　だから、壁役だけ増やすなんて認めないわ！」

　いつしか蓮華は立ち上がり、俺に詰め寄っていた。

「な、なんでだよ？　別に二人でもいいだろ」

「ダメったらダメなのよ！　そういうもんなの！」

　こいつ、何をそんなに熱くなってるんだ？

「わ、わかったよ。じゃあ、壁役は大地にして、俺が抜ければ――」

　俺の言葉は、つかみかかってきた蓮華によって遮られた。

「はぁっ!?　ふざけてんの鋼平？　じゃあ、すずみんの隣の席はどうするの？　しつけ隊壁役の仕事はあの席に座るのも込みなの。あんたがしつけ隊を抜けたら、あの席は大地の物なのよ？　あんた、この前すずみんと離れたくない、とか言ってたじゃない！」

　まっすぐ俺に向けられた蓮華の視線は強く、はっきりと怒りが見えた。

　ヒートアップする口調に合わせて襟を締めあげる力が強くなり、非常に苦しい。

「いや、それは言ったけど。だからって、絶対すずみの隣でないといけないってことはないだろ？　いや、俺としては玉組の教室にいられれば、それでいいんだけど」

「へぇ？　つまり、あんたの主張を整理すると、あんたはすずみんのそばにいられさえすれば、すずみんの組み手の相手は譲ゆずってもいいし、すずみんの隣の席にも、『しつけ隊』の隊員であることにもこだわらない。そういうことかしら？」

「ま、まぁ、そうなるかな」

　俺が頷くと、蓮華の目からすうっと怒りが引いていった。

　同時に襟の締め付けも弱くなっていき、解放された。

「そう。要するに、あんたにとって大事なのはすずみんと一緒にいることだけで、『しつけ隊』なんてど――でもいいから、そんな役目大地にくれてやるってことよね？」

「へ？　いや、そこまでは言わないけど。ま、まぁ別にこだわりはないってことで」

「あっそ。よ～～っく、わかったわ」

　蓮華は俺から視線を外し、荒気に「マイク取ってきて」と頼んだ。

　なんだ？　俺と同時に首を傾げながらも、荒気は瞬またたく間にマイクを持ってきた。そのマイクを引ったくるように受け取ると、蓮華は一つせき払いをした。

「放送席、大早波先輩とすずみん、聞こえる？」

「え、あーはいはい。聞こえますよー」「わたしも聞こえてるよー」

　返った答えに頷くと、蓮華はざわつく観客席を見つつ武道館中央へ出た。それも何故か、俺の手を引いて。おかげで、蓮華共々観客の視線をモロに受けることに。

「非常に残念なお知らせがあります。実はたった今、この白石鋼平が、自分から『すずみんをしつけ隊』の壁役を大地巌に譲ってもいい、と言ってきました」

「なんとっ！」「えぇっ？」

　放送席二人の声に続き、観客席に大きな動揺が広がる。

「これを受けて、あたしは『すずみんをしつけ隊』の隊長として、これは『しつけ隊』からの脱だつ退たい申しん請せいであり、同時に今回のテストに対する戦意喪失と判断せざるをえません。……よって第三回戦は白石鋼平の不戦敗、壁役争奪戦はポイント数二対一で大地巌の勝利とし、同時に白石鋼平を『しつけ隊』から除じよ隊たい処分とします！」

『えぇ――――――――――――――――っ』

　会場中から本日最大の驚きよう嘆たんが上がる。もちろん驚いたのは俺も同じ。

「おい、蓮華！　俺はそこまで言ったわけじゃ」

　慌てて正面に回り込んだ俺に、

「うるさいっ！」

「ぐはぁっ！」

　蓮華の放った神速の一撃が突き刺さった。

　完全に不意を突かれたその一撃で、俺は無ぶ様ざまに床に転がされた。

「い、痛いたた……おい、いきなり何すんだ蓮華？」

「ふんっ！　どっちみち一発で転がったから、あんたの負けってことよね！　鋼平のバ――カッ！　この根性なし！」

　言いたいだけ言って、蓮華は肩を怒らせて歩み去った。

「こ、これはいったい……？　あの、蓮華さん？　こんな状態で放置されましても、こちらはいったいどうしたら？　蓮華さん、蓮華さ――んっ！」

「あ、あうぅ……蓮華ちゃんが、キレたよ」




　蓮華による突然の終結宣言の後、当然ながら会場は大混乱。

　ともかく観客を落ち着けようと、大早波先輩以下ＴＮＮのみなさんが東とう奔ほん西せい走そうしているのを、俺はただ見ていることしか出来なかった。




　こうして、盛り上がっていた対決イベントは突然幕を閉じた。










　　　第三章　雨時々、雷







　波は乱らんの幕まく切ぎれから一夜が開けた日曜の朝。

　俺と荒あら気きは、大おお早さ波わ先輩を訪ねて第一学生寮にやって来た。

　目的は、協力してくれたイベントを台無しにしてしまったお詫わびのため。

「――なるほど。それでわざわざ来て下さった、と？　いやいやいや、律りち儀ぎですねぇ」

「はい。昨日は、なんかいろいろとすみませんでした」

「僕も謝ります。鳴なる神かみさんがマイクって言った時、もう少し考えるべきでした」

　俺達が頭を下げると、先輩は明るい笑い声を上げた。

「あっはっはー。お気になさらなくてもいいのに。お二人の責任ではありませんし、イベント事にハプニングはつきものですから。最後はちょっと大変でしたけど、途中までは盛り上がってましたからね。お姉さん的には七十点くらいつけてもいいです」

　どこまで本気かわからないけど、先輩は怒ってはいないようだった。

　なんだかんだ言って、あれだけ混乱した会場をなんとかしてしまったわけで。

　飄ひよう々ひようとしてるけど、大早波先輩ってけっこうすごい人なのかもしれない。

「というかお姉さんとしてはですねぇ～……あの後、蓮れん華げさんとどうなったかの方が、よほど気になったりするわけですが。どうなんです？　彼女とお話出来ました？」

「いえ、それがですねぇ……」

　昨夜からの出来事を思い浮かべると、ため息を漏もらすしかなかった。




　昨日の夕方、寮へ戻った俺は蓮華と話をしようと食堂で待ち構えていたんだけど、

「話しかけないで」

　まさに蓮華は取りつく島もない、って感じで会うなり対話を拒否された。

　あまりの剣けん幕まくに俺が怯ひるむ間に、蓮華はスタスタ行ってしまった。

「わわ、待ってよ蓮華ちゃん！　こうちゃん、ごめん！　また後で！」

　すずみは慌てて蓮華の後を追ったけど、蓮華は足を止めることもしなかった。




「ありゃりゃりゃ～……それはかなりのお怒りで」

　大早波先輩は苦笑いを浮かべ、同情するように俺を見た。

「ですね。あとですずみに様子を聞いたんですけど、もうずっと不ふ機き嫌げんらしくて」

　呼び出したすずみは、何な故ぜかぷぅと口を膨ふくらませていた。

「あんな蓮華ちゃん、初めて見たよ。こうちゃん、すぐに仲直りしなさい」

「仲直りも何も……俺はケンカしてるつもりはないんだけど。そもそも、あいつがなんで怒ってるのかわからないんじゃ、対処のしようもないだろ」

「むぅ、こうちゃんってそんなとこまでニブチンなんだね！」

　呆あきれた、という感じで、すずみの頰ほおがさらに膨らむ。……バカっぽい。

「なんだよそれ？　てか、わかってるなら教えてくれよ」

　そう尋たずねると、すずみは頰を膨らませたまま、ジトッと目を細めた。

「ダーメ、自分で考えなさい！　もしくは、自分で蓮華ちゃんに聞きなさい！」

「ケチ」

「ぐむっ！　……ふ、ふーんだ、いいもん。そんな意地悪言うこうちゃんには、教えてあげませ～ん。っていうか、今回はわたしもちょっと怒ってるんだからね！」

「はぁ？　なんでおまえまで怒るんだよ」

　すずみは膨らませた頰から空気を抜くように、深々とため息を吐ついた。

「わーかってないなぁ、わたしが教えちゃったら、意味ないじゃない。いい？　これはね、こうちゃんが自分で考えて、蓮華ちゃんと話し合うべきことがらなんだよ」

「話し合い、ねぇ？」

「そ、話し合い。……って言っても、しばらくは無理かもね。蓮華ちゃんも大人げないって言うか……ほら、人間、クールダウンが必要な時もあるしねー」

　どっちもコドモだよ、とため息を吐くすずみには腹が立ったけど、怒るのはやめた。

　なにせ、すずみにわかることがわかってないんじゃ、怒ど鳴なる資格もなさそうだし。

「わかったよ。じゃあ、蓮華と話し合えそうな雰ふん囲い気きになったら、教えてくれ」

　俺が素直に頼むと、すずみはニッコリ微笑ほほえんだ。

「うん、そういうことならいつでも協力するよ。それまでこうちゃんは、自分の言動を反省すること。早く二人が仲直りしてくれないと、わたしまで息がつまるんだから」

　あぁ、同室の人間が不機嫌だったらそうかもな。けど、だったら知ってること全部教えてくれりゃいいのに。……すずみも、変なとこ強ごう情じようなんだよな。

　俺の愚ぐ痴ちが終わると、大早波先輩は微妙な表情を浮かべた。

「ふふふん、お二人の仲がおよろしいのは良ぉ～～くわかりました。でもでも鋼平さん、これからちょ～っと、大変かもしれませんよ？」




　　　　　◆




　大早波先輩の予想は、見事に的中した。

　その日一日は、蓮華に近づくどころか出会うことすらほとんどなく、ようやく姿を見つけたかと思えば、向こうがあっという間に離れていくの繰り返し。

　蓮華に張り付いているすずみから送られるのも、「まだダメ」という合図ばかり。

　そんな状態のまま休日が終わり、明けて月曜日。

　今日も窓の外に見えるのは、どんより垂れ込める重い雨雲。

　せめて天気くらい晴れてくれよと、俺は一つため息を吐いて部屋を出た。

　月曜の朝は俺とすずみの補習はないが、蓮華には朝練がある。

　だから今、食堂に行けば蓮華一人と会えるはず。

　そう期待して入った早朝の食堂には、やっぱり蓮華の姿があった。

「よう、おはよう」

　普段通りあいさつすると、蓮華は露ろ骨こつに顔をしかめた。うぅ、ちょっと傷つく反応。

　かまわず蓮華の正面に座り、朝食のトレーを置く。

「ちょっと、なんでそこに座るのよ？　席なら他にも空あいてるわよ」

　蓮華の表情は不機嫌そのものだったけど、口を利いてくれないわけではないらしい。

「いや、いつも一緒に食べてるじゃん」

「ふん、そうだったっけ？　じゃ、今日からは別にしてちょうだい」

　ある意味予想通りの反応だ。けど、そう簡単に引き下がるわけにもいかん。

　すずみにも言われたことだし、話し合わなきゃ。

「なんでだよ？　なぁ、話があるんだ。聞いてくれ」

「聞きたくない。あっち行って」

「やだよ。なあ、頼むから落ち着いて話を聞いてくれ」

「……わかった。あたしが離れるわ。あんたはここでゆっくり食べて」

　言うなり蓮華はトレーを持って立ち上がった。

「おい蓮華、ちょっと待てって！　どこ行くんだよ？」

　俺も続こうと立ち上がりかけると、蓮華がめんどくさそうに振り返った。

「なによ？　あたしの勝手じゃない。関係ない人はついてこないで」

「はぁ？　関係ないってことはないだろ？　俺とおまえは……」

「関係ないわよ！　あたしは『しつけ隊』の隊長で、あんたはもう『しつけ隊』じゃないの。だから、あんたとあたしはただのクラスメート。一緒にご飯食べるような関係じゃないし、気安く話しかけられるのも迷惑なの！　じゃあね！」

　いきなりの激げつ昂こうに、俺は言葉を失う。

　蓮華は「ふんっ！」と鼻を鳴らし、食べかけの朝食を返へん却きやくカウンターに戻すと、そのまま食堂を出て行った。

　食事中だった少数の寮生が「何事だ？」という顔でこちらを見ている中、俺は呆ぼう然ぜんと蓮華の背中を見送るしかなかった。




　　　　　◆




　そして、あっという間に昼休みとなった。

「はぁ～～……」

　テーブルに突つっ伏ぷすと、俺の口からはとても深いため息がもれた。

「ずいぶんとお疲れの様子だな、鋼こう平へい殿？」

「そうみたいだね。今、自分でもビックリした」

　向かいの席の白しら刃はさんは苦笑いをしていたけど、実際そうなんだから困こまりものだ。

　広い学食はいつも通り賑にぎやかで、沈しずみがちな気分を少しは和やわらげてくれた。

　この登とう龍りゆう門もんの学食は、普通の学校にありがちな座席不足も、注文時の混乱もない。

　ほぼ全員が寮生である登龍門生は、基本的に食事の供給を学校側に依い存ぞんしている。

　昼食は学食か購買がほとんど。寮には申しん請せいすれば使える調理室はあるのだが、わざわざ毎日そこを借りてまで弁当を作る生徒なんて聞いたこともない。

　そして、登龍門の総生徒数は三千余。その全員が全国選より抜ぬきの竜だ。

　もし学食に十分な余裕がなく、空腹で気が立った生徒同士の衝しよう突とつや、購買でパンの奪い合いが起こったら、その被害は想像を絶ぜつするものになるだろう。

　そんなわけで、登龍門の学食と購買は複数箇所存在し、それぞれに余裕ある供給体制が敷しかれているのだ。なので、学食来たけど席がない、なんて事態は起こらない。

　さすがは天下の国立校ってところだ。

　そんな昼休みの学食へ白刃さんと二人で来たのには、それなりに理由がある。




　突然始まった俺と蓮華の冷戦は、昼休みになっても何ら進展なし。

　いや、それどころか悪化しているような気もする。

　朝の一件の後、すずみと相談しようと思った俺の前に、大だい地ち巌いわおが立ちはだかった。

「オレ様はすずみ様の騎士として、同時に『すずみんをしつけ隊』壁役として、すずみ様を不ふ逞ていの輩やからからお守りする義務と責任がある！　無関係なキサマを、すずみ様に近づけるわけにはいかんな」

「無関係って、俺はすずみの幼おさな馴な染じみだぞ？」

「ふん、そんな過去のことなど知ったことか。さぁ、帰れ帰れ」

　テコでもどきそうにないチビに邪魔され、結局俺はすずみとも話せず終じまい。

　そして、げんなりしたまま教室に行った俺を待っていたのは、強制席替えだった。

「ここは壁役の席らしいからな。白しら石いし、おまえの席は今日からあっちだ」

　俺と大地の席が交換される形で、大地はすずみの隣となりに、俺は廊下側の最後尾にそれぞれ移ることになった。

「うおぉ……す、すずみ様のお隣とは……なんという幸せ」

「あはは、大げさだなー大地くんは」

「ふん、あんまりうるさくしないでよね」「……ふふふ」

　遠くなったみんなの背中をながめていると、なんとも言えない気持ちになった。




　休み時間も、蓮華は俺を避け続けた。

　すずみは「放っておけないから」と蓮華についていき、すずみの金魚のフンと化した大地もそれに従う。……なんだか、すっかりバラバラだな。

「白石くん、気を落とさないでください。話し合うチャンスは、そのうちできますよ」

「え？　そう、見えるか？」

「えぇ、バッチリ」

　苦笑混じりの荒気の言葉で、俺は自分がへこんでいることに気づかされた。

「そっか、そうかもな」

　ため息を漏らして顔を上げると、霧生きりゆうさんが目の前に立っていた。

　ひょっとして、霧生さんにも心配かけてるのかな。だとしたら、申し訳ない。

「……焦あせらないで。焦じらしは、恋の高等テクニック」

「君は本当に自由だなー」

　曇くもった眼鏡めがねの向こうには、果はてしないブルーが広がっていた。

　ともあれ、焦らず様子見、というのが俺とみんなの共通見解となった。

「僕らも、このまま鳴神さんと一緒に行動します。なにしろ、今は鳴神さんのガードが機能してませんので」

「……穂村さんと大地くんの暴走を、誰だれも止められなくなる」

「あ、あー……」

　忘れかけてたけど、あの二人って放っておくと危険なプレイに走ってたね。

「ごめん、その辺はよろしく」

「「了解」」

　友達というのは、本当にありがたい。




　――そして、『しつけ隊』を離れた俺は、こうして白刃さんと学食にいるわけだ。

「大変そうだな……と言うのは、他ひ人と事ごとにすぎるか」

「いや、いいよ。ありがと。そういう気き遣づかいはうれしいから」

「気遣いと言うのなら、儂わしの方こそ礼を言わねばな。しかし、良いのか？　そんな折に儂と食事などしておって」

　申し訳なさそうな白刃さんに、俺は笑って手を振った。

「いいよ。だって、白刃さんは学食行きたいけど、一人じゃ無理って言ってたじゃない」

「む、むぅ。それは、そうなのだが」

　白刃さんの視線が不安げに揺れた。

　視線の先、昼の学食は多数の生徒で満ちている。

　人見知りで対竜恐怖症の白刃さんは、人の多い場所が苦手だ。

　それなのに、彼女はその外見と『富ふ士じ人びと』で『刀と塚つか野の先生の妹』という肩書きから、非常に人目を引く存在なのだ。こんな場所に一人で来られるはずもない。

「蓮華とのことも大事だけど、新しい友達と親しん睦ぼくを深めるのも、大事なことでしょ？」

「そ、そうか。友達か。うむ、そう言ってもらえるのは素直にうれしいな」

　白刃さんは穏おだやかに微笑んだ後、すぐに表情を曇らせた。

「だがな鋼平殿、儂が懸念しておるのは、もしここを鳴神殿に見られたらと……」




「へぇ～？　二人でご飯なんて、ずいぶん仲が良いみたいじゃない」




「「!?」」

　振り返ると、ジト目の蓮華と心配顔のすずみ達が立っていた。

「と、突然声をかけるなよ。ビックリしただろ」

「あ～ら、お邪魔だったかしら？」

　不機嫌な視線を向けられた白刃さんは、サッと目をそらして口を閉ざした。

　あくまでそれは白刃さんの人見知り＋対竜恐怖症から来た態度だけど、端はたから見ればそうは見えない。実際、それを見た蓮華の眉み間けんに深いしわが寄った。

「ちょっと、刀塚野。何よその態度は？」

　いかん、このままだと二人の間にまで溝みぞが出来かねん。

「つっかかるなよ蓮華。おまえの顔が怖かっただけだろ」

「なんですって、それってどういう……っと。ま、まぁいいわ。あんたが誰と何をしようが、あたし達には関係ないし」

「その通りだ隊長殿。こんな元隊員は無視して、さっさと行こうではないか」

　大地に賛同され、歩き出しかけた蓮華に、

「え、なんで？　白刃ちゃんとこうちゃんの仲は大いに気になるよ？」

「……えぇ。絶対に無視できない、トピックス」

　空気を読まない二人が抗議の声を上げた。

「ぐぬぬ、あんた達は～～っ！　ほら、行くわよすずみん！　あと霧生も！　ちょっと荒気、霧生を引っ張ってきて！」

「はいはい、失礼しますよ霧生さん」「は、放して荒気くん。これは大事な～」

　蓮華がすずみの手を引き、大地が続く。そして、荒気は「お疲れ様」って顔で手を振りながら、霧生さんを引っ張っていった。

　さわぎつつ遠くなっていく『しつけ隊』を見送り、白刃さんはため息を吐いた。

「すまんな、鋼平殿。いらぬ手間をかけた」

「気にしてないよ。それより、こっちこそごめんね。俺が学食に引っ張ってこなければ、こんな目に遭あわなかったのに」

「いや、そんなことは…………あぁ、うむ。失敗だったかもしれん」

　否定しかけた白刃さんだったが、周りの注目に気づいて再び下を向いた。

　そうだよね。あのイベントから、まだ二日しか経たってないんだ。

　もっと世間の注目とか、ちゃんと考えるべきだったな。

「しかし、儂のことなら気にするな。貴殿のおかげで、こうして学食の料理を堪たん能のう出来たのだからな。感謝しておるよ」

　そう言って、白刃さんは幸せそうに焼き魚を頰ほお張ばった。

　白刃さんによると、富士は流通の関係上あまり新鮮な海の幸さちが入ってこないらしい。だから、寮の食堂で出された魚介類の美お味いしさに驚かされたそうだ。

　で、学食にも魚のメニューがあると知り、ずっと来たがっていたのだ。

「ふふ、本当に美う味まいものだな」

　ホントに美お味いしそうに食べるな。俺も彼女にあやかって食事に集中した。

「ふぅ、ごちそうさま」

　そして、食後のお茶を飲み終えた白刃さんが、思い出したように口を開いた。

「そうだ鋼平殿、ちょうどよいと言っては申し訳ないが、今日はすずみ殿達と一緒には帰らぬであろう？　ならば、放課後時間はあるだろうか？」

「そうだね。まぁ、特に予定はないけど」

「そうか、では少しばかり付き合ってもらおう。貴殿に会わせたい者がおるのだ」




　　　　　◆




　放課後、白刃さんに連れられて向かった先は文化部棟。

　特定の部活に所属していない俺にはあまり縁えんのない場所だ。

「会わせたい人って、ここにいるの？」

「うむ、そうだ。たぶん先に部室へ来ておるだろう」

　振り返らず、スタスタと先に行ってしまう白刃さんの背中を追いかける。

　でも、会わせたい人って誰だろう？　俺の知らないうちに友達が出来たのか？

「うむ、ここだ」

　彼女が指した扉には『穂ほ村むらすずみさんを見守る会』というプレートが、って、何これ？

「どうした、鋼平殿。突っ立っておらんで早はよう入れ」

　手招きする白刃さんに応じて、おっかなびっくり中に入る。

「あぁ。姫様、お待ちしておりました。それから、ようこそ白石鋼平さん」

　声をかけてきたのは、見覚えのない長身の若い男性。

　地味な色のツナギと、首に巻かれた白いタオル。格好からして用務員さんぽいけど、その人の刈り上げた短い髪と温厚そうな瞳ひとみの色は、いずれも黒。竜じゃない。

　ええと、この部室とか、この人とか、いろいろ聞きたいことはあるけど……。

「姫、って？」

　俺が白刃さんを見ると、彼女はムスッとした顔で青年をにらんだ。

「隆たか臣おみ、『姫』はやめよといつも言うておろうが」

「これは申し訳ござりませぬ。しかしながら、白刃様は我らが惣そう領りよう、刀塚野家のご息女……我らにとりましては、立派な姫君でございますれば」

「からかっておるようにしか聞こえぬ。儂は武ぶ人じんだ、名前で呼べばよい」

「承知いたしました、姫様」

「はぁ……わかった、もうよい。お主ぬしの好きにいたせ」

「はい、姫様」

　なにやら時代がかったやり取りだけど、おかげで彼が何者かだいたいわかった。

　おそらく彼は富士の人で、白刃さんの家に仕つかえている人なのだろう、って、ホントにここは現代日本なのか？

「鋼平殿、この者が今日会わせたいと言った男だ。名を――」

「葦あし名な隆臣と申します。聞けば、鋼平さんには日頃から姫様が大変お世話になっておられるとのこと。姫様のご気性ではご友人を作れぬのでは、と心配しておりましたので、我らも感謝しております」

「た、隆臣！　お主はいきなり何を申しておるのだ！」

　白刃さんが慌てたように葦名さんにつめ寄る。

「いえいえ、こちらこそ。白刃さんには仲良くしてもらってます」

「鋼平殿も合わせんでよいっ！」

　振り返った白刃さんの表情には、いつもの落ち着きはなかった。

　ふふふー、からかい甲が斐いがあるなぁ。

　叫ぶ白刃さんを横目に、俺と葦名さんは頷き合った。

「えっと、では改めて。初めまして、葦名さん。富士の方でいいんですよね」

「えぇ、お察さつしの通り。もっとも、私があなたと会うのは初めてではありませんが」

「え？」

　俺が首を傾かしげると、その人はいたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「こうすれば、思い出していただけますか？」

　葦名さんはタオルをクルクルと顔に巻き付け、覆ふく面めんのようにした。

「あっ、あの時の忍者隊長さん！」

「はい、正解でございます」

　彼は俺の反応に満足したようで、覆面のまま楽しそうに頷いた。

「改めまして、ごあいさつを申し上げます。私は、此こ度たび富士より派は遣けんされた特殊任務部隊『蜘く蛛も』の部隊長、葦名隆臣と申します。以後、お見知りおきを」

　柔にゆう和わに微笑む葦名さんに、俺は「お久しぶりです」とお辞じ儀ぎを返した。

「その節せつは、ありがとうございました。みなさんのおかげですずみが無事に戻ってこれたので、ずっときちんとお礼が言いたかったんです」

　俺が深めに頭を下げると、葦名さんは静かに首を振った。

「いえ、それはこちらとて同じ事。あなたのおかげで犠牲者を出さずにオロチを消しよう滅めつさせられたのです。……しかし、お礼を言われるとは、思いませんでしたな。我々は一歩間違えばすずみさんを殺しておりましたのに」

「まぁ、それはそれですよ。結果オーライと言いますか。あの時、みなさんがオロチの動きを封じてくれたからこそ、例のアレを考える時間が出来たわけですから」

　俺が言葉を濁にごすと、葦名さんと白刃さんは同時に笑った。

「相変わらず、あなたは不思議なお方だ。白刃様が気に入られるのもわかります」

「隆臣、いい加減にせぬか！　無駄口はよいから、早う本題に入れ」

「御ぎよ意いに。それでは鋼平さん、この続きはまたの機会に」

「隆臣ぃっ！」

　鋭い声が飛ぶが、葦名さんは悪びれた様子もなかった。

　うんうん、愛されてるな、白刃さん。

「では、立ち話はこのくらいにしましょう。どうぞ、こちらへ」

　勧すすめられるまま席に着くと、葦名さんは話を始めた。

　今回富士から登龍門へ送られてきたのは白刃さんと葦名さんだけでなく、葦名さんの部下である特殊部隊『蜘蛛』（この間の忍者さん達）十数名。

　この場にはいないけど、彼らはすずみの監視任務の傍かたわら、登龍門の校務を手伝っているという。この措そ置ち、校長先生の「お暇ひまでしょ？」という提案なのだとか。

「温厚な方ですが、なかなかどうして強したたかな御ご仁じんです」

　さすがは登龍門の長、やっぱりただ者じゃなかったのか。

「本日お呼びした用件は、私と鋼平さんの顔合わせだけではございません。実は鋼平さんには、我らと日本側責任者、大おお竹たけ氏との橋渡し役になっていただきたいのです」

「はぁ、橋渡し役ですか。あの、みなさんはもう大竹さんに会ったんですか？」

「えぇ。赴ふ任にんした当日、我ら一同にてごあいさつ申し上げました。ですが、どうにも先日の騒ぎの件で彼に嫌われてしまったらしく、まともな会話になりませんでした」

　そういえば、あの時大竹さんは葦名さん達の勘かん違ちがいで縛しばり上げられた上、中なか司つかささん達に放置され、あげく俺達も存在を忘れてて、長いこと縛られっぱなしだったんだよね。

　酷ひどい目に遭あわされて怖くなったか、すねてでもいるんだろうか？

「わかりました、俺でお役に立てるならお手伝いしますよ。それで、橋渡しって具体的にはどうしたらいいんです？」

「はい。ひとまず、これから私達と共に大竹氏に会いに行ってはいただけませぬか？　見知った方がその場にいるだけでも、彼の心持ちが変わるやも知れませぬので」

「なるほど。了解です」

　俺が頷くと、葦名さんは「申し訳ない」って顔で頭を下げた。

　かくして俺は葦名さんと白刃さんと連れ立って歩き出した。

　目的地は、ドクター大竹が日中詰めている一年校舎の保健室だ。




　　　　　◆




　我らが学舎、国立登龍門高校はかなりだだっ広い。

　ほとんど山を一つ使って建てられたこの学校、校舎や体育館、講堂に武道館、あとは食堂や図書館など、建物が非常に多い。ざっくり言うと、普通の高校に必要な施設が各学年分存在し、それぞれ独立した学校のような空間を形成しているのだ。

　そして、各学年の建物群は大ざっぱな三角形の頂点となるように配置され、三角形の中心には大運動場、三角形の各辺には学年共通で使用する施設が配置されている。

　で、俺達がさっきまでいた文化部棟は一年校舎群と二年校舎群をつなぐ辺上にあるため、一年校舎の保健室まではそれなりに歩かなきゃいけなかった。

　三人で歩き、ようやくって感じでたどり着いた一年校舎の昇降口前。

　そこに、ちょうど探している白衣の人物がいた。

「大竹さんだよね、あれ？」

　大竹さんは道端にしゃがみ込み、真剣な瞳で地面をじーっと見つめていた。

「あの御ご仁じんは、何をしておるのだ？」

「さ、さぁ？　なんでございましょうね」

　白刃さんは訝いぶかしげに顔をしかめ、葦名さんは軽く引き気味の笑いを浮かべた。

「たぶん、アリの観察でもしてるんじゃないでしょうか？　まぁ、あんまり気にしなくていいと思いますよ。あの人の行動は、基本意味不明なんで」

　そもそも、なんでこんな蒸し暑いのに未だに白衣を着てるのか不明だし。

　暑さに強いのかな？　でも、見たところ汗かいてるんだけど。

「おやおや、鋼平くんではありませんか。奇き遇ぐうですなぁ」

　大竹さんは俺に気づくと立ち上がり、気さくな感じで手を挙げた。その手にでっかいルーペを持ってるから、俺の推測は正解だったらしい。

「どうも。ちょうどよかった、今探しにいこうと思ってたところですよ」

「はい？　珍しいですなぁ、鋼平くんがワタシに用事ですか？　……おや？」

　大竹さんは白刃さんや葦名さんに気づき、メガネのつるを押し上げた。

「こんにちは、大竹さん。今日はご機嫌伺いにまいりました」

　葦名さんのにこやかなあいさつに続き、白刃さんが無言で浅い会え釈しやくをする。

　二人を不思議そうに見ていた大竹さんだったが、突然ニッと表情を崩くずした。

「これはこれは、富士のお二方ではありませんか。いやぁ～、鋼平くんと富士のみなさん。これはまた珍しい組み合わせですなぁ。なんです？　このワタシめにどういったご用件でしょうか？　あ、ひょっとして何か貴重な資料が見つかって、ワタシにも見せてくださるとか、そういうアレですか？　でしたら、非常にうれしいんですけどねぇ」

　あれ？　聞いていた話と違って、ずいぶんとフレンドリーだな。

「いえ、そういうわけではござりませぬが「おや、それは残念」……申し訳ござりませぬ。本日の用件は、先日きちんとお話出来ませなんだ故、何事か誤解を招いたのではないかと思いまして。こうして鋼平さんを交まじえ、今一度ごあいさつに伺った次第です」

　キョトンと聞いていた大竹さんは、しばし考えて「おぉっ！」と派手に手を打った。

「いやぁ～、あの時は数日続いた徹てつ夜やの映画編集の影響か寄る年波か、午前中から眠気と頭痛で頭が働いていませんで。おかげでみなさまのお話はきれいサッパリ頭に入って来ませんし、まともにしゃべることも出来ませんでした。まして紳士的振る舞いなど思いもよらず～っと、そんな感じでして。あ、ひょっとして、それでお気を遣わせてしまいました？　それは誠に失礼いたしました」

　流れるようにしゃべり終えた大竹さんは、大げさに頭を下げて見せた。

「つまり最初に会った時、大竹さん睡眠不足で体調不良だったから、まともにしゃべれなかったんですか？　葦名さんたちが嫌いとか、怖いんじゃなくて？」

「いやですねぇ、鋼平くん。ワタシは礼れい子こくんとは違いますよ？　陸軍サイドな扱いで、実際中佐待遇の技術士官なんぞにされてしまいましたが、ワタシは一人の紳士的研究者……富士のみなさんとも、良好な関係を築きずいていきたいと思っとりますよ、はい」

「そ、そうなんですか。良かったですね、葦名さん」

「は、はぁ」

　すごいぜドクター。口だけで、忍者隊長をこうもどん引きさせるなんて。

「ワタシがこの世で真に恐れるものただ一つは、有あり余あまる自分の才能だけですよ」

　え～～っと。さすがに、俺も引くなぁ。

「まぁこういう人なので、葦名さんは何も気にしないでいいと思います」

「そ、そう……なのですか」

「ふむ。むしろ、彼の正気を疑うべきなのではあるまいか？」

　俺達がボソボソ言い合っていると、「おっとそうでした！」と大竹さんが手を打った。

「こうして誤解も晴れましたので、どうでしょう？　せっかくお出いでいただいたのですから、お茶の一つも出さずに帰したのでは日本紳士の名が泣きます。ワタシの研究スペースにて、親睦を深めるためにティータイムなどいかがでしょう？」

　一瞬だけ、大竹さんのメガネに理性の光が見えた。

「それは良いですね。姫様、鋼平さん、ここはお言葉に甘えるといたしましょう」

「うむ、そうだな。すまぬ、大竹殿。馳ち走そうになる」

　別に用もないので、俺も頷いた。

「はいはい、ではこちらへ～」

　先導していく大竹さんの背中を見つつ、俺は気になったことを白刃さんに尋ねた。

「ねぇ、大竹さんも竜じゃないから黒髪黒目だよね。この場合、人見知りは出るの？」

　白刃さんは少し考え、大竹さんの後頭部を見ながらつぶやいた。

「彼は人見知りとは別の意味で恐ろしいな。得え体たいが知れん」

　非常に納得のいくご意見でした。




　そんな調子で歩くことしばし、俺達は保健室前にたどり着いた。

　保健室前の廊下は静かで、人の気配がなかった。

　基本健康体で病気もケガもしにくい竜にとって、保健室はさほど馴な染じみのある場所ではない。だから、ほぼ大竹さん達の貸し切り状態にできるわけだ。

　そういえば、校内ですずみの検査をする場合もここでするんだっけ。

「まぁ、ちょっと散らかってますけどねぇ」

　勝手知ったるなんとやら。大竹さんは無む造ぞう作さに戸を引いたが、開かなかった。

「おや、カギが？　閉めた覚えはないんですがねっと」

　扉に何か張り紙がしてあるんだけど、開けて良いの？　尋ねる暇ひまもなく、大竹さんは流れるような手つきで瞬く間にカギを開け、戸を引いた。

「ささ、中へ――っと、これはすずみさん」




「「へ？」」

「「「え？」」」




　保健室の内と外。開かれた引き戸の敷居を挟み、いくつかの視線が交こう差さした。

　内に立つのは見知った二人の少女、すずみと蓮華。よく見るツーショットだ。

　ただ、いつもと違い、すずみはごく一部の下着を除のぞき、何も身につけていない。

　具体的に言うとパンツはいてるだけで、他むき出し。いわゆるパン一だ。

　すずみのグラビアアイドル級グラマラスボディが、今まさに、俺の目の前に袋とじエログラビア状態で存在しているわけです。しかも、袋とじ全開。

　いかん、ダメだと思いつつも目が離せん。いやまぁ何というか、すずみ、こんなに育っていたのか。すごいぜ、さすがは登龍門で一部に人気のアイドル『すずみん』だ。

『………………………………………………………………………………………………』

　お互い見つめ合ったまま固まること、数秒。

「いやぁ～参りましたなぁ。そう言えば、ワタシはすずみさんの検査中だからって追い出されてたんでしたよ。あっはっは、こりゃ申し訳ない。す～っかり忘れてました」

　唯一固まっていなかった大竹さんの言葉で、すずみと蓮華の時間が動き出した。

「あ、あ、あわわわ……こ、こここ、こうちゃんに、み、見られ……」

「　こ　う　へ　ぃ　い　い　い　～～～～～～～～～～～～～っ！」

　二人の顔が、それぞれ違った意味で真っ赤に染まる。

　しまった、思わず全力で観察してた。

「ま、待て二人とも！　開けたのは俺じゃないし、不可抗力だし、あと君達の攻撃範囲にいるのは俺だけじゃないから、ここは落ち着いて！」

　俺の弁べん明めいや制止など、頭に血の上った二人に伝わるはずもなし。

　すぅうううううううぅぅ――――――――――――――――――――――――っ！

　響く呼吸音で、二人が攻撃態勢に入ったとわかった。




「こうちゃんのぉっ、えぇっちぃいいいいいいいいいい――――っ！」

　すずみの口から火炎が噴ふき出だし、

「乙女の怒りを思い知れぇえええええええええええええ――――っ！」

　蓮華の両腕から雷光が逬ほとばしった。




　せめて後ろの二人だけでも、と踏み出しかけた俺の前に、白刃さんが飛び出した。

「はぁあああっ！」

　ザンッ！

　裂れつ帛ぱくの気合いが炎えん雷らいの轟ごう音おんをかき消し、腕の一閃は炎雷そのものを断たち切きった。

　後に残ったのは、炎と雷が生み出した熱の残ざん滓しと、反動の静せい寂じやく。

　――そして、抜き打ちに振り抜かれた白刃さんの右手に光る、一振りの剣。

　ど、どこから出したんだ？　さっきまであんなの持ってなかったぞ？

「ほ、ほえぇ……」「なによ、今の？」

　あまりのことに言葉を失う俺の前で、蓮華とすずみもまた呆然としている。

「ふぅっ……」

　一息吐いて、白刃さんは構えを解くと、彼女の剣がヘニャリと曲がった。

　俺や大竹さん、そしてすずみ達も息を呑む。目の前で剣が、白い紙になったのだ。

　さらに、俺達が唖あ然ぜんと見つめていると、ダラリと垂れていた細長い紙は触れてもいないのにパタパタと蛇じや腹ばら状じように折れ、手品のように白刃さんの掌てのひらに収まった。

『……………………』

　全員の視線が集まる中、白刃さんは紙をポケットへしまい、扉に手をかけた。

「すまぬ。着替え中に失礼した」

　そう一礼して、サッと扉を閉めた。

　……あ、そう言えば、今はすずみの着替えを覗のぞいてしまった、ってくだりだっけ。

「「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」」

　あちらも我に返ったらしい。扉の向こうで二人が何か騒いでいたが、すずみの着替えが済むまでの間、その扉が開くこともなかった。

　しかし、白刃さんすごいな。たった一太刀で、二人の竜気力攻撃を打ち消すなんて。

　まさかあの二人を怒らせて俺が無事で済むなんて、想像したこともなかった。

「ほぅ……いやぁ～、命拾いしましたなぁ」

「神しん技ぎ『降おり神がみ』。いつもながらお見事です、姫様」

「ありがとう、白刃さん。君は命の恩人だ」

　俺達三人の謝礼と賞しよう賛さんに、白刃さんは「うむ」と軽く頷いた。

　素そっ気けないように見えるけど、この反応は多分喜んでるんだろう。

　照れることはない、刀塚野白刃さん。君は賞賛に足る力の持ち主だよ。

「それはそれとして、だ」

　白刃さんは俺達三人を鋭い目付きで見すえると、

　パン！　パン！　スッパァンッ！

　立て続けにスナップの効きいたビンタを入れていった。

　男三人が頰を押さえてうずくまるのを、白刃さんは冷たい目で見下ろした。

「事故とはいえ、覗きは覗き。罪には相そう応おうの罰が必要だ。特に、遠えん慮りよもなくじっくりと見るような男には、なおさらな」

　うぅ、俺の時だけ妙に音が良かったのは、気のせいじゃないよね。

　だって、鋼こう化かしてるはずなのにすごく痛いんだもん。

　――後で葦名さんに聞いたところによると、白刃さん達刀塚野家が使う神技の前では、あらゆる竜気力が無効化されるらしい。

　うん、もう白刃さんを怒らせないようにしよう。




　しばらくしてすずみの着替えが終わり、俺達は保健室に招き入れられた。

「はふぅ……ホントにビックリしたよ」

　赤い顔でもじもじしているすずみを見ていると、次第に罪悪感が湧わいてきた。

「知らなかったとは言え、さっきは悪かった。ごめん」

「うぅ～……し、仕方ないよ。こうちゃんは何も知らなかったんだし……わたしもブレスで危ない目に遭わせちゃったし、ごめんなさい」

　俺とすずみは頭を下げ合うと、お互いに苦笑いを交わした。

「私も、不ふ可か抗こう力りよくとは言え失礼いたしました。この責めは、いかようにでも」

「も、もういいですよ。その、罰はもう受けられたみたいですし……」

　すずみは俺達の頰にハッキリ残る赤い手形と、保健室の隅すみで黙っている白刃さんを見比べて、困ったように笑った。許してもらえた、のかな？

「じゃ、そっちの二人はいいとして、あんたはどういうつもり？　ここですずみんが検査中で、男子立ち入り禁止なのは、当然知ってたわよね？　ここの責任者だもんね？」

　大竹さんは床の上に正座させられ、蓮華の尋じん問もんを受けていた。

「ええ、そうなんですが……どうしたわけかすっかり忘れてましててててっ！」

「許せません！」「そうです許せません！」「この女の敵！」「「「天てん誅ちゆう～～～～っ！」」」

「ぎぃやぁあああ～～～っ！　や、やめて！　もう許してくださ～～いっ！」

　さらに中司さんの部下で、現在すずみの検査担当である白衣の女性三人組が、大竹さんの関節三ヶ所を同時に極きめるという拷ごう問もんを加えた。

　すごく痛そうだけど、あんまり同情の余よ地ちはないかな。

　だって、保健室の引き戸には「検査中。男子立ち入り禁止」という張り紙がきちんとされていたんだ。事前にすずみの検査も知ってたわけだし、怒られて当然だろう。

「それで？　あんた達はここに何しに来たわけ？　……まさか、ホントに覗き？」

　ジトッとした疑いの眼まな差ざしが俺に向けられた。

「そ、そんなわけないだろ？　俺はただ、陸軍と富士双方を代表して、すずみを見守ってくださるみなさんの仲を取り持とうとして、だな」

「ふん、どうだか。あんた、さっきジーッとすずみんを見てたでしょ？」

　見てました。いやでも、覗きに来たわけじゃないのはホントだし。

「もうよいではないか、鳴神殿。鋼平殿の言っておることは本当だ」

「え？」

　驚いた。怖い顔で目を見開いて怒る蓮華の前に、白刃さんが立ちはだかったのだ。

　まさか、対竜恐怖症を克こく服ふくしたの？　と思ったが、よく見たら手が震えてた。

「何よ？　今あたしは鋼平と話してるの。関係ない人は引っ込んでてくれる？」

　蓮華の向日葵ひまわり色いろのプレッシャーが白刃さんを苛さいなむ。だが、彼女は耐えて口を開いた。

「か、関係なくはない。先の攻撃、儂らも害を被こうむるところであった」

「うぐ……そ、それは、悪かったけど」

「それだけではない。鋼平殿は、儂の……ゆ、友人だ！　そうとも、友人があらぬ疑いをかけられておるのだ、黙ってなどおられるものか！」

　白刃さんの言葉に、蓮華の表情が驚きに染まる。あるいは内容よりも、彼女が初めて大きな声を出したということに驚いたのかも知れない。

「あんたが、鋼平の友人？」

　蓮華の疑念含みの言葉と強い視線に、今度は白刃さんがグッと息を呑んだ。

「そうだ」

　それでも、白刃さんは真まっ向こうから視線を受け止め、頷いた。

「へぇ、そうなの鋼平？」

「そうだよ。白刃さんは俺の友達だ」

「ふーん、あっそ。わかったわ」

　蓮華は吐き捨てるようにそう言って、俺をにらみ付けた。

「じゃ、無関係なあたしは邪魔者ってことね？　わかった、邪魔者はいなくなってあげるから、好きなだけお友達と親睦でもなんでも深めればいいじゃない。バイバイ！」

「へ？　あの蓮華ちゃん？　あ、あわわっ、ちょっと待って！」

　オロオロしながら俺達を見ていたすずみは大慌てで蓮華を追いかけた。

　二人の足音が聞こえなくなったところで、俺と白刃さんは同時にため息を吐いた。

「……すまぬ、鋼平殿。儂が余計に話をこじらせてしまったようだな」

「いや、こっちこそごめん。俺のせいで怖い思いさせちゃったみたいで」

　申し訳なさそうに頭こうべを垂たれる彼女の姿は、いつもより小さく見える。

「でも、さっきはありがとう。かばってくれてうれしかったよ」

　だからつい、俺はすずみにするように白刃さんの頭をなでてしまった。

「こ、鋼平殿？　いきなり何を」

　驚いて顔を上げた白刃さんの頰は、少しだけ赤く見えた。

「いや、すずみは凹へこんだ時にこうすると喜んだからさ。白刃さんにも、多少はなぐさめになるかなー、って。ダメだった？」

「だ、ダメと言うことは、ない。だが、少々照てれくさいな」

　白刃さんが視線を流した先には、遠巻きに見ている大人が数人……って、げっ！

「わわっ！　こ、これは別にそのっ！」

　俺は慌てて白刃さんから離れたけど、彼らの妙みように優しげな視線は変わらなかった。

「おや、そう慌てなくてもいいではないですか？　仲良きことは美しきかな、ですよ」

　大竹さんがケラケラと笑い、

「えぇ、まったく。殿でん下かに報告することが増えましたな」

　葦名さんはニンマリと笑ったのだった。

　その後、当初の予定通りお茶会が開かれたわけだけど、そんな雰囲気で飲んだ紅茶の味なんて、よくわからなかった。




　　　　　◆




　それから数日が経けい過かした。

　すっかり蓮華と話し合うタイミングを失った俺を待っていたのは、新たなストレス。




「すっずっみっさっま～～っ！　一緒に食堂行きましょう～～っ！」

「あ、大地くん。いいよ、じゃあみんなで行こっか」

「えぇ～～？　オレさ……いや、自分はすずみ様と二人っきりがいいです～～」

「あはは。もう大地くんってば甘えんぼさん。仕方ないなぁ」




　それは、明らかな大地の増ぞう長ちようだった。これが見ていると非常にイラつく。

　いくつか例をあげれば――、

「すずみ様、オレ様がんばりました。ご褒ほう美びに、なでなでしてくれますか？」

「すずみ様、そのジュース、オレ様のジュースと交換しませんか？」

「すずみ様、その、あ、『あ～ん』していただけますか？」
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　って感じ。しかも、大抵の場合すずみは「いーよー？」ってあっさりＯＫするし。

　基本的に、大地の要求内容は小～中学生レベル。加えて大地は見た目が子供で、すずみは大地を子犬扱いだから、初めはそれほど気にならなかった。

　だけど、すずみの認識はどうあれ、大地もやっぱり同年代の男子。

「すずみ様、オレ様は、すずみ様に膝ひざ枕まくらをしてほしいですっ！」

　この辺になると大地のスケベ心が透すけて見えて、さすがに俺も腹が立ち始めた。

「え～？　ダメだよ大地くん。さすがに膝枕は恥ずかしいよ～」

　まぁ、すずみが断った時は、人知れずガッツポーズしちまったけど。




　それでも、諦あきらめない大地の細かいおねだりやワガママは続いた。

　一度、すずみに注意しないといかん。

　そう思った俺は、蓮華や大地がいないタイミングを見み計はからい、すずみに声をかけた。

「おいすずみ、最近大地とベタベタしすぎじゃないか？」

「へ？　……あ～、そうかも。大地くんかわいいから、ついかまっちゃうんだよねぇ」

　へにゃっと表情を緩ゆるめたすずみに、ため息が漏もれた。

「あいつも同い年の男子なんだぞ。あんまり変な要求されたら、ちゃんと断れよ」

「へっへ～ん。なぁに、こうちゃん？　それはヤキモチなのかな～？　って、痛っ！」

　ますますニヤけたバカの頭にチョップを入れ、

「とにかく、もうちょっと慎つつしみを持ってあいつと関われよ。わかったか？」

　締しめの言葉に入ったところで、不意に後ろから声をかけられた。

「ふん、人のこと言えないでしょ。あんただってあの子とイチャついてるくせにさ」

　どこから現れたのか、不機嫌な表情の蓮華だった。

「なんだよ蓮華、久しぶりに話しかけてきたと思ったら嫌いや味みかよ」

　この時、冷静に考えれば話し合うチャンスだったんだけど、ちょっとイラついていたのもあって、俺も不機嫌に対応してしまった。

「あたしを避さけてるのはそっちでしょ？　最近はあいさつもしてこないくせに」

「ちょ、ちょっと二人とも、落ち着いて！」

　すずみが横であわあわしてたけど、俺は無視して蓮華と向き合った。

「はぁ？　それはおまえが無視するからだろ。『しつけ隊』じゃないから関係ない、ってさ。だからこっちも気をつかって離れてたんじゃないか」

　俺がそう言うと、蓮華は目をつり上げた。

「気をつかった？　はっ、よく言うわ。じゃあ聞くけど、なんであたし以外の『しつけ隊』とか、すずみんとは普通に話してるわけ？　今だって、あたしがいない隙すきを見て、すずみんに話しかけてるじゃない。大地のことは隠す必要ないでしょ？　あたしだって、あいつの態度は気になってたんだし……なのに、こうやってコソコソしてさ。どう考えたって、あたしを避けてるとしか思えないわよ」

「違うって言ってるだろ！　俺はただ、今はすずみの方が心配だったから、おまえに邪魔されたくなくて――」

「やっぱり邪魔だと思ってんじゃないっ！」

　その時、俺は蓮華の肩が震えていることに気づいた。

　いつの間にか蓮華の顔は真っ赤で、俺をにらみつける瞳は潤うるんでいるように見えた。

「れ、蓮華？」

　俺が言葉に詰まると、蓮華はぐいっと腕で目元を拭ぬぐった。

「もういい。あんたなんか、もうホントに知らない」

　ボソボソと言い捨て、蓮華は俺に背を向けた。

「ちょ、ちょっと待――」

「うるさいっ！　鋼平のバカッ！」

　駆け出した蓮華を追うことも出来ず、

「こうちゃん今の０点！　あとで反省文提出だよっ！　蓮華ちゃん、待ってーっ！」

　遠くなるすずみの足音を、ただ聞いているだけだった。




　　　　　◆




　そんなことがあった夜、俺は寮の自室で荒気に正座させられていた。

「今回の一件、たしかに鳴神さんが原因ですけど、白石くんの対応も大人げないです。彼女が怒ってるのはわかってますよね？　だったら、とりあえず白石くんから謝って、話を聞いてもらいましょうよ。それも立派な交こう渉しようテクニックですよ」

　その時の荒気の顔は、少し困ったような笑顔だったけど、ホントは怒ってたと思う。

　正直な話、俺もわかっちゃいるんだ。こんなこと続けても、ただお互たがいに傷ついて、周りまで巻き込んで、誰のためにもならないってことくらい。それでも。

「それは、断る。蓮華相手にとりあえずで謝るなんて、俺はいやだ」

「はぁ……変なトコで頑がん固こですよね。二人とも」

　荒気は深くため息を吐き、それ以上は追及してこなかった。

「まずは、頭を冷やしてもらう必要がありますね」

　その小さくつぶやいた荒気は、どこか遠くを見ていた。




　そして翌日の昼休み、蓮華が教室から出て行った直後だった。

「……さすがに、はた迷惑。いい加減、仲直りしてほしい」

　今度は霧生さんがげんなりした顔でやって来た。

　今日は朝から蓮華の機嫌が最悪で、俺以外にも当たっている節ふしがあった。

　だから、席の近い霧生さん達はさぞ迷惑したことだろう。

「俺も仲直りはしたいよ。だけど……あいたっ」

　俺が言葉に詰まると、突然霧生さんからデコピンされた。あまりに唐とう突とつだったので、俺は完全に思考停止。霧生さんを見る俺の顔は、かなり間ま抜ぬけだったことだろう。

「……痛い？」

「痛いっていうか、冷たい？」

　最初は当たった一点だけ冷たかったのに、そこから額ひたい全体、そして頭全体へ冷気が広がっていった。これは、たぶん彼女の竜気力なんだろう。

「あぁ、なるほど。頭を冷やせってこと？」

「……ん、正解。口で言うより、私が冷やした方が、早いから」

　スッと目を細めて視線をそらし、霧生さんは薄く笑った。

　その視線の先で、荒気が朗ほがらかに笑っていた。

「どうです、ちゃんと冷えましたか？」

「おかげさまでな」

　俺が苦笑すると、霧生さんが口を開いた。

「……頭が冷えたところで、荒気くんも含ふくめて、相談しよう。今日の放課後、鳴神さんは部活。彼女に聞かれる心配はない。……大地くんは邪魔だから、穂村さんに引きつけてもらう。……これで、ゆっくり話し合える」

「ありがとう、二人とも」

　俺が顔を下げると、霧生さんと荒気は頷いた。

　いつも面白がってるように見えるのに、こうして諭さとしてもくれるんだね。

　ホント、つくづく友達ってのはありがたい。




　　　　　◆




　その日の放課後。

　俺達三人は蓮華が部活に向かったのを見計らい、一年棟の校舎裏に集まった。

　頭の上では、薄うす曇ぐもりの空が夕日の気配に染そまっている。

　蓮華は部活に行ったわけだし、あえてコソコソとこんな場所で相談する必要もないと思うんだけど、霧生さんによれば、こういうのは気分が大事らしい。

「……じゃ、久しぶりに、『すずみんをしつけ隊』緊急ミーティングを始めます」

　わー、ぱちぱちぱち。

「……はい、拍手ありがとう、みなさん。では次に、今回の議題を」

「いや、霧生さん？　別に蓮華のマネなんてしなくていいから」

「……白石くん、ノリが悪い。そんなだから、鳴神さんにからまれる」

「うぐ。そ、そうなのかな」

「……冗談」

「あのねぇ……」

　俺が呆れてため息を吐くと、霧生さんはくすくすと笑った。

「あはは、なんかホントに久しぶりですね。こういう雰ふん囲い気き」

　荒気の言う通り、この力の抜けた雰囲気は久しぶりな気がする。

「……リラックスできたところで、本題。言うまでもないけど、確認。今日の議題は、白石くんと鳴神さんを、どうやって仲直りさせるか」

　霧生さんの言葉に、俺と荒気は頷き合う。

「最初に、二人には謝るよ。俺達のせいで不ふ愉ゆ快かいな思いをさせて、ごめん。それから、相談に乗ってくれてありがとう。今回のことが片かたづいたら、埋め合わせするから」

　俺が頭を下げると、二人はフッと笑った。

「やだなぁ。水くさいですよ、白石くん」

「……そう。私達は、気にしない」

　霧生さんは目を細め、「でも」と続けた。

「……いきなりで悪いけど、その素直さで鳴神さんに謝れば、全部解決すると思う」

「同感ですね。と言うか、どうして白石くんが意地になってるのかわかりません」

　いきなり相談内容を否定しないでよ。二人とも、けっこう容よう赦しやないな。

「別に俺は、意地でも蓮華に頭を下げたくない、なんて思ってるわけじゃないよ」

「……だったら」

　口を開きかけた霧生さんに、「待って」と手で合図する。

「今回のことで、俺も悪かったのはわかってるし、それを謝るのはやぶさかじゃない。って言うか、この間の口ゲンカのこととか、今すぐでも蓮華に謝りたいし」

「でも、この前は『とりあえず謝るのはしたくない』とか言ってましたよね」

「うん。それは今も変わってないよ。だって、あいつの態度に腹が立ってるのもホントだもん。だから、とりあえず俺が悪かった、って感じでは謝りたくない」

「……どうして？　白石くんは鳴神さんと仲直りしたくて、そのための簡単な手段がある。なのに、それを取らない理由が、私にはわからない」

　霧生さんが首を傾げると、荒気も「うんうん」と頷く。

　二人とも、俺の意見に怒っているんじゃなくて、純じゆん粋すいにわからないって顔だ。

「う～ん。どう説明したもんかなぁ？　こう、モヤモヤッとしたあいまいな意見で、自分でもまとめられてないんだけど、そのまま言っちゃっても大丈夫？」

「いいんじゃないですか？　そういう自分の中の不明確な気持ちを、人に話すことでまとめるっていうのも、相談の一つの形ですからね」

「……うん。まずは、話して。判断は聞いてからでも、出来る」

　あっさり頷いてくれた二人に、少し気が楽になった。

「じゃあ、頭から言うけどさ。俺、人に謝ることって種類があると思うんだ。一つは、自分の何が相手を怒らせたのかちゃんと理解して、その非を認めた上で謝ること。俺は、これが本当の意味で人に謝ることだって思ってる」

　うん、と二人が頷いてくれたので、俺は先を続けた。

「で、もう一つは、漠ばく然ぜんと相手が自分を怒っていることだけわかってて、相手が怒っている理由はわからない。もしくは、理由はわかってるけど自分は悪くないと思ってる。でも、相手の怒りを収めるために必要だからって、なんとなく……そう、とりあえず謝ること。その場しのぎで謝るって感じかな？　ほら、例えばお店のクレーム対応とかさ。……う～ん、やっぱり難しいな。言いたいこと、わかってくれる？」

　二人はもう一度、先を促すように頷いた。

「で、俺個人の意見だけど、とりあえず謝るって、それほど親しくない相手への謝り方だと思うんだ。友達とか家族とか、親しい相手に対する謝り方としては不適当っていうか、不ふ誠せい実じつだと思う。だってさ、とりあえずで謝るってことは、相手が怒ることで自分に訴えていることを無視するっていうか、突っぱねたのと同じだと思うんだ。それでさ、俺が今すぐ蓮華に謝るのって、こっちだと思う。だって、俺は蓮華がなんで怒ったのか、まだ全部わかってない。いや、少しはわかってるけど、まだ納得出来てない部分もあるし。……だから、蓮華相手には使いたくない」

「……それはつまり、白石くんは、鳴神さんを親しい相手だと思ってるから？」

　まっすぐに向けられた霧生さんの瞳と疑問に、俺はゆっくり頷いて答えた。

「うん。だから、あいつに謝るなら、ちゃんと話し合って、あいつの主張を全部聞いて、その上で俺が悪いって思える部分は、ちゃんと謝りたい。もちろん納得出来ないところは謝らないし、なんだったら逆に怒るよ。それが誠実な態度だと思うから」

　二人は一瞬目を合わせ、意志を確認するように見つめてきた。

「……つまり、白石くんは、とりあえず謝るのは、不誠実だと思っていて」

「鳴神さんは大事な相手だから、そんなこと出来ない。って、そういうことですか？」

「そうなるの、かな？　う～ん、やっぱりあいまいだなぁ。ともかくハッキリしてるのは、蓮華はすごく大事な友達だから、絶対に軽く扱いたくないってことだよ」

　俺がふぅと息を吐いて顔を上げると、そこには何とも生なま温あたたかい笑顔が並んでいた。

「……はぁ、やれやれ」

「なんだかなーって感じですよねぇ？」

　二人は深々とため息を吐き、再び俺に目を向けた。

「なんだよ、その半笑い。けっこう真剣に話してるのに、そんな反応ひどいだろ」

「……別に、笑うつもりはない。むしろ、感心したの」

「ですねぇ。恥ずかしいセリフ連発でしたし」

　笑うつもりはないと言いながら、どう見ても二人は笑ってる。

「……ＴＨＥ・青少年の主張、って感じ。とても青臭くて、こっちが照れる」

　全く照れた風もないのに、霧生さんは「ポッ」と言って頰に手をやった。

　うわぁ。今さら恥ずかしくなってきた。聞かせたのがこの二人だけで良かった。

　いや、待てよ。まさか霧生さん、あんた録音とかしてないよね？

「……大丈夫、録音はしてない」

　霧生さんはあっさりと俺の懸け念ねんを否定した。口に出してないのに。

「……ともかく、白石くんの、恥ずかしい青少年の主張は、よくわかった」

「もうやめてくれよぉ」

「『蓮華はすごく大事な友達だから、絶対に軽く扱いたくない』（キリッ）」

「やめてくれ――っ！」

　頭を抱えて転げ回る俺を、霧生さんは楽しげに見下ろしていた。

　そして、不意にその視線を後ろの茂しげみへと向けた。

「……まぁ、そういうことらしい。そっちの感想は、どう？　鳴神さん」

「えっ？　鳴神？」ガサガサッ！

　俺の驚嘆と同時に、その茂みが激しく揺れた。

「ま、まさか、そこにいるのか蓮華っ？」

　ガサッ！　とこれ以上ないリアクションが返った。そして。

「に、にゃぁ～～」

　茂みから、弱々しい猫の鳴き声が漏れた。

「な～んだ、猫かぁ。びっくりさせやがって、って、んなわけあるか！　出てこい！」

　俺が怒鳴りつけると、数秒の沈黙の後、ゆっくりと蓮華が姿を現した。

　蓮華は制服のあちこちに葉っぱを付け、バツが悪そうな顔で視線をそらしていた。

「蓮華、おまえそんな場所で一体何を？」

「ぐ、偶然よ！　たまたまよ！　通りすがりよっ！」

　そんな真っ赤な顔で無理な主張されても、ね？

「いや、そんな草むらの中を通りすがるわけないだろ」

「そ、それはその、あれよ。ね、猫の気持ちになる練習をしてたの！」

「それ、立ち聞きの百倍恥ずかしいと思うけど？」

「うにゃっ？　ち、違う！　ホントは霧生に言われて隠れてただけ、って、あぁっ！」
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「語るに落ちたな、猫人間」

「し、しまった！　くうぅ、あたしとしたことが、不ふ覚かくだわ」

　ガックリと地べたに崩れ落ちた蓮華の姿に、つい俺は噴ふき出だしてしまった。

「なによ鋼平、なんかおかしいわけ？」

　ムスッとした顔でにらまれた。だけど、蓮華の前髪にも葉っぱが絡からみついていて、それがおかしくて、笑いが止められなくなってしまった。

「ちょ、ちょっと、いくらなんでも笑いすぎでしょ！　あっ、霧生も荒気も、なんでそっちまで笑ってるわけ？　なに、あたしの顔になんか付いてる？　ちょっと、教えなさいよっ！　こらっ、あんた達、笑うなって言ってるでしょ――っ！」

　その後しばらく、俺達の笑いは収まらなかった。

　――久しぶりに、本気で笑えた時間だった。




　ようやく笑いが収まった俺達は、霧生さんと荒気から事情を聞いた。

「つまり、最初からこれは二人の作戦だったってこと？」

「……えぇ、そう。白石くんの場合、作戦を練ねって話し合うより、恥ずかしい本音を引き出した方が、良いと思ったから」

「は、恥ずかしいって。あのね」

　霧生さんは悪びれもせず頷いたので、俺は怒る気にもならなかった。

「まぁまぁ。結果的には、良い方に転がったわけですし、結果オーライでしょう」

　そう笑った荒気に、俺と霧生さんの視線が向いた。

「いや、まだ結果は出てないだろ」

「……うん。荒気くん、気が早い。まだ、鳴神さんの答えを、聞いてない」

「あ、そうでしたね」

　そして、俺達三人の視線が蓮華に集中した。

「あ、あたしは、その……」

　蓮華は一瞬怯ひるんだような顔を見せたが、すぐ意を決したように頷いた。

　キッと上げられた強い視線は、まっすぐ俺に向けられている。いつもの、蓮華だ。

「あぁもうっ、勝手にウジウジ悩んで、みんなに当たり散らしてたあたしがバカみたいじゃない。いいわ、もう最初っから全部話す。だから鋼平、ちゃんと聞いてよね」

　顔が真っ赤なくせに、蓮華の言葉には何のよどみもなかった。

「あ、あぁ。わかった」

　頷くと、蓮華は全力攻撃を準備するみたいに、一度大きく深呼吸をした。

「あたしは『しつけ隊』のみんなのこと、すっごく大事な友達だと思ってるの。恥ずかしいんだけど、あたしって仲の良い友達少ないの。だから、みんなとご飯食べたり、山歩きしたり、すずみんのことで走り回ったり……そういうの、すごく楽しかったんだ。いつの間にか、あたしにとって『しつけ隊』は友達とイコールになってたくらい」

　蓮華は俺達を見回して、恥ずかしそうに、そして少し寂さびしそうに笑った。

「だから、みんなもそうなんだって、勝手に思ってたのかもね。ほら、あの時、鋼平がすずみんと一緒にいられるなら『しつけ隊』の壁役はどうでもいい、大地に譲ゆずる、なんて言い出したでしょ？　あの時さ、鋼平に『おまえなんかどうでもいい』って言われたような気がして、すっごく頭にきちゃったの。それでつい、あんなこと言って、ぶっ飛ばしちゃったわけ。ホント、今思うと、なんであんなに怒ったんだろーってくらいに、頭きたのよ。あはは、おかしいわよね？」

　自じ嘲ちよう気味に笑う蓮華に、俺は何も返せなかった。

　俺の言葉が、そんな風に受け止められていたなんて、思いもしなかったから。

「でもさぁ、頭にくるのと一緒に、すごく怖くなったの。あたしが鋼平を友達だと思ってたのは一方的だったのかなー？　って。ううん、それどころか、鋼平にとってあたしは、無理矢理『しつけ隊』の活動を押しつけるだけのイヤな奴で、その、つまり……鋼平は、あ、あたしのことなんて、嫌いだったのかなって、思えて」

「そ、そんなわけないだろ！　俺は」

　次第に暗くなった蓮華の言葉を、俺は無理矢理遮さえぎった。

「わ、わかってる！　あ、あたしも、さっきの聞いてたから。と、とにかく、あの時はそんな勘違いしちゃったってこと！　とりあえず、最後まで聞いてよね！」

　何故か怒鳴り返され、俺は「お、おぅ」と頷くしかなかった。

「で、さ。そう思ったら、悲しくなって。でもその次に、またすっごく腹が立ってきて……つい、あんたやみんなに当たっちゃったの。だから、その」

　蓮華はもう一度深呼吸をし、乱れた呼吸を整えた。そして、

「ごめんなさいっ！」

　蓮華はまっすぐ俺の目を見つめて、深々と頭を下げた。

　なるほど。そういう行き違いがあったのか。

　俺にとって『しつけ隊』は、ただ流れで入れられた形だけのもので、蓮華やみんなの関係とは別個に存在するものだったけど……蓮華の中では、一緒だったんだ。

　そういう理由だったんなら、蓮華の怒り方も態度も、理解出来る。

　もっとも、何も言わないでそこまで気づけってのは無理があるけど、それに関しては何も言うまい。こうして、潔いさぎよく謝ってるわけだし。

　しかし、なんつーか潔い子だよね。自分が悪いと思ったら迷わず謝罪か。

　うん、こう言ったら失礼だけど、蓮華の態度は『男らしい』って感じだ。

「ふぅ、わかったよ。それじゃ、俺も」

　と、こちらも謝罪をしようと思った瞬間だった。

「けどさっ！」

　突然蓮華が顔を上げ、真っ赤な顔で俺に迫ってきたのだ。

「うおっ？　な、なに？」

　つい逃げかけた俺の肩を、蓮華の両手がガッチリと握にぎりしめる。

「やっぱりあんたの態度は腹が立った。あの時の態度も、すずみんばっかり大事だっていうことも、あたしが怒ってた時、あたしは避けるくせにみんなとは話してたこともっ！　あたしを邪魔者扱いまでしたし……あっ、そうよ！　それから、人が悩んでる間にあの子とイチャイチャイチャイチャしてたことも、絶対許せないっ！」

　ガクンガクン揺さぶられながら、俺は必死で蓮華の言葉の意味を理解しようとした。

　えぇっと、すずみと、みんなと、あの子……って白刃さんだよな？

　つまり、自分が友達なくしたーって凹んでる時に、俺が自分以外と仲良くやってたのが許せないと？　これってひょっとして、ヤキモチ？

　あぁでも……わかんなくもない、かな。

　友達が自分以外と仲良くしてる時の、友達を取られたような気分ってのは、わかる。

　俺だって、大地がすずみにまとわりついてるのを見てて、気分悪かったし。

「悪かったよ。他意はなかったけど、おまえに変な誤解させたのは確かだ。意地になって不愉快な思いもさせたし、余計なことも言った。あ、そう言えばあの時は泣か――」

「泣いてないっ！」

「う、うん、悪かった。俺も謝るよ、ごめんなさい」

　俺がそうしぼり出すと、蓮華は「そう」と俺の肩を解放した。

「――じゃあ鋼平、非を認めたんだから……一発殴なぐらせなさい」

　すっぱぁ――んっ！

　なんで？　と言う暇もなく、俺は右みぎ頰ほおを引っぱたかれていた。

　小気味良い音があたりに響き、俺の頭ず蓋がい骨こつに衝撃が響く――って、待てや！

「痛いてぇなっ！　なんでいきなり叩くんだよ！　お互い謝って終わるとこだろ！」

「なによ？　あんたは自分の非を認めたじゃない。つまり、あんたは自分に償つぐなうべき罪があるって認めたのと同じでしょ？　だったら、罪には相応の罰が必要よ」

　蓮華は平然と無茶を言った。

「だったら俺も叩いていいってことになるだろ！　おまえだって、さっき自分が悪いって認めてたじゃないか！」

「そうね。だから、あんたも一発叩いていいわよ。それで、お互い今回のことはチャラにしましょ。はい、どーぞ」

　あっさりと頷いて、蓮華は両目をつむり、左頰を俺に向けた。

「ちょっと、どうしたのよ？　早く叩きなさいよ」

　俺が固まっていると、蓮華は薄目でにらんできた。

「い、いやでも、さすがに叩くのは、ちょっと……」

「はぁ？　なんでよ？」

「だ、だって、男として、女の子を叩くのはダメっていうかさ」

　俺が首を振ると、蓮華は呆れたような顔をした。

「何言ってんのよ。あんた、いつもすずみんのことポカポカ叩いてるじゃない」

「あいつは家族、女の子には数えないよ。けど、蓮華はれっきとした女の子だろ」

「そ、そう。あたしは、ちゃんと女の子扱いなんだ。そっかー……って、と、当然でしょ！　あんたに言われるまでもなく、あたしは立派なレディなんだから！」

「わ、わかってるよ。だから出来ないって言ってるんだろ」

「ふん。じゃあ、別の罰を考えなさいよ。あ、でもあんまり無茶なのはダメよ？　ビンタと同じくらいのダメージにしてよね」

　蓮華は、何故か上機嫌で妥だ協きよう案あんを出してきた。

「どうしても罰って必要なのか？　俺は別にいいんだけど」

「ダメよ。あたしはもう叩いちゃったもん。あたしにも罰がないと、おあいこにならないし、何よりあたしの気が済まないのっ！　ほら、早く決めなさいよ」

　腕組みしながら罰を待つとか。何だろこの子、ホント男らしい。

「そうは言ってもなぁ」

　考えながら視線を巡めぐらせると、ちょうど霧生さんと目が合った。

「あ」

「……？」

　その瞬間、脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。そうか、この手があったのか。

　ふっふっふ。さぁ蓮華、さっきのビンタのお返しだ、せいぜいビックリするがいい。

「なに、決まったの？　早く言いなさいよ」

　平然と促すその顔、驚愕にゆがめてやろうじゃないか。

「じゃあ蓮華、キスしてくれ」

「へ？　キス？」

　俺の言葉が理解出来なかったのか、蓮華は一瞬きょとんとした。そして、

「はあぁっ!?　き、キキキキ、キスって、あのキス!?」

　言葉の意味に気づいたのだろう、蓮華は見る見る赤くなった。

　俺が頷くと、蓮華はあわあわと言葉に詰まり、さらに視線は泳ぎっぱなし。

　ふふん、蓮華が恋愛系のからかい文句に弱いのは実じつ証しよう済ずみ。実に予想通りの反応だ。

　罰なんていらないから、せいぜいパニくって俺の溜りゆう飲いんを下げてくれ。

「さ、さすがにそれは、ちょっと……いくらなんでも…………あ、うぅ……」

　これは予想以上に良いパンチが入った。蓮華の赤面指数は、間違いなく今年一番だ。

「………………………………………………………………………………………………」

　ついに黙り込んだ蓮華は、頰に手を当てたまま固まった。

　ふふふーお灸きゆうは十分効きいたようだな。さて、そろそろ「噓だよ」と――。

「え、ええぇえっと、そのあの、鋼平……ほ、ほっぺなら、いい、よ？」

「…………エ？」

　今なんつった？

　耳まで真っ赤にした蓮華は、落ち着きなく視線をさまよわせ、ときどき上目遣いでこっちを見る。そのしおらしい態度は普段とは別人で、非常に可愛らしい。

「その、さすがに、く、唇くちびるは……す、すずみんに悪いって言うか……」

　え、え？　えぇえええっ？

　自分でもわかるくらいに、両耳と頰が熱くなった。

「何言ってんだ蓮華、キスなんて冗談に決まってんだろ！　本気にするなよ！」

「えぇっ？　待ってよ、あたしがどんだけ悩んだと思ってんの？」

「からかったのは俺が悪かったけど、そこはすぐに気づいてくれよ！」

「だ、だって、キス魔のあんたのことだから、てっきり本気なのかと思って」

「誰がキス魔だ！　人聞きの悪いことを言うなよっ！　って言うか蓮華、人をキス魔呼ばわりしといて『ほっぺならいいよ』とか、しおらしい返事をするなよ！」

「うぐっ。あ、あれはその場の勢いというか、うっかり口が滑すべったというか……」

　蓮華は次第にうつむき、ゴニョゴニョと語尾が怪あやしくなっていく。

　いかん、やっぱり蓮華の反応がいつもと違う。なんと言うか、これ以上この話を突つき詰つめるのはダメな気がしてきた。無理矢理でも、流れを切らないと。

「と、とにかくこの話はここで終わりな。今までのことは、お互い悪かったってことで終了！　スパッと切り替えよう！」

「え、でも……そ、そうね。あたしも、もういいわ」

　俺と蓮華は、お互い真っ赤な顔のまま深いため息を吐いた。

　うぅ、顔の熱さが引いていかない。漫画なら頭から煙が出るレベルだ。

「……あれ、もう終わり？　ほっぺにチューは？」

「「　し　ま　せ　ん　っ　！　」」

「……ナイスコンビネーション」

　くそう、良い笑顔してくれちゃってまぁ。

「……私的には残念だけど、二人はこれで仲直り。それでいい？」

「一言余計な気はするけど、俺はそれでいい」

「あたしもいいわ。はぁ……最後は無意味に疲れたけど、これで全部終わり！　明日からは元通りってことにしましょ？　鋼平もしつけ隊に戻るし、全部チャラ」

　俺と霧生さんが頷き、蓮華も苦笑混じりに頷く。

　まだ頰に赤みは残っていたけど、蓮華は普段の雰囲気に戻ったみたいだ。

「すずみんには、謝るついでにあたしの方から伝えとくわ。迷惑掛けちゃったけど、明日からいつも通り、ってさ。あ、大地にもか」

「そうだな。考えようによっては、あいつが今回最大の被害者かも。こっちの都合で振り回しちゃうわけだし」

「ふん。どさくさに紛まぎれて散さん々ざんすずみんに甘えてたし、被害者面はさせないわよ。でも、きちんと伝えるだけは伝えないとね。『しつけ隊』の壁役はやっぱり鋼平だ、って」




「ふ、ふっふっふっふ……はぁ――っはっはっはっは――っ！」




「「「え？」」」

　突然周囲に響き渡ったのは、大地の高笑い。しかし、声はすれども姿は見えず。

「なんだ、あいついったいどこから？」

「……上」

　霧生さんがついと指をとある方向へと向ける。

「は？　上って、うげ」

　見上げた蓮華が、思い切り渋しぶい顔で呻うめいた。続いて俺も校舎の上を見ると――。

「うげ」

　俺の口からも同じ呻きが漏れる。




「全ては聞かせてもらったぞ！　その話、オレ様抜きで進めることは許さん！」




　――屋上の縁に、マントを翻ひるがえす小さな人影があった。

「ちょっと、あのバカ、あそこでいったい何してるわけ？」

「……たぶん、カッコイイ登場シーンの、自己演出」




「オレ様の目を欺あざむけるなどと思った己おのが浅あさはかさを悔くやむがいいっ！　とうっ！」




　かけ声一発、大地は屋上からその身を躍おどらせた。

「「「飛んだっ？」」」

　大地はＹの字っぽいポーズで華麗に舞い降り、抱え込み前転を決め、フィニッシュの着地体勢に入ったところで、地面に到達した。

「おぅわっ？」

　やっちまった。俺達全員が悲劇を予感した時、ボヨヨ～～ンという予想外の音と共に大地の体が地面に弾はずみ、数回バウンドして俺達の足下まで転がってきた。

「「「……………………」」」

　たぶん、今の即席トランポリンは、大地が竜気力で地面を操あやつったんだろう。

　一瞬の判断力と、対応力。それは素直にすごいと思う。

「大地～、大丈夫か～？」

「うわぁ、痛そう」

「……落下より、あの登場の方が、痛い」

　そうだよねー、という朗らかな笑いの輪が出来た。

「えぇい、笑うなっ！　ちょっと失敗しただけだろうが！」

　あ、立った。意外に元気そうで何よりだ。

「でも、なんで大地までここに？　霧生さん、まさかこいつにも教えたの？」

「……いいえ。さすがに、そこまではしない。……彼、面倒だし」

「面倒とはなんだ、聞こえてるんだぞっ！」

　霧生さんじゃない？　じゃあ、偶ぐう然ぜんなのか？

「コラーッ！　大地くん、なんて危あぶないことするの――っ！」

　聞き慣れた声に振り向くと、すずみが慌てた顔で駆け寄って来ていた。

「す、すずみ様。いえあの、オレ様はただカッコイイ登場をしようと」

「言い訳しないの。もう、あんなに危ないことしちゃ、めっだよ！　めっ！」

「も、申し訳ありません、すずみ様っ！　ですが、すずみ様にかわいらしくお叱しかりいただけただけで、お、オレ様は非常にうれしく思っておりますっ！」

「え、なんで？　わたし怒ってるんだよ、よろこんじゃダメ！」

　突然現れた二人組により、場はいきなりの大騒ぎ。

　急な展開について行けず、俺達三人は顔を見合わせてしまった。

「な、なんですずみんまで？　ホントに、あんたが呼んだんじゃないの？」

「……違う。でも、偶然にしては、出来すぎ」

　たしかに、偶然というにはタイミングが良すぎる。

「ひょっとして荒気、おまえの仕し業わざか？」

　姿の見えない友人に問いかけると、不意に一陣の風が吹き抜けた。

「正解で～す。あはは、あっさりばれちゃいましたね」

　魔法のように現れた荒気は笑顔で頷いた。

「道理でさっきから姿が見えないわけだ。荒気、おまえさんは気が利く子だね」

「あはは、どうも。お二人の話はカタがつきそうでしたので。せっかくですし、ここは当事者全員お呼びした方がいいかな～、と」

　なるほど。それで先回りして二人を呼びに行ってくれたわけだ。

「じゃ、せっかく呼んでもらったことだし。すずみん、あと大地も、ごめん。あたしのワガママで二人にもずいぶん迷惑掛けたわ。ホントにごめんなさい」

　ピシッと頭を下げた蓮華に、すずみが慌てて両手を振った。

「わわっ、そんな謝らないでいいよ。蓮華ちゃんは悪くないもん」

　フォローを入れつつ、非ひ難なんがましい視線を俺に向けるすずみ。

「わかってるよ。俺が悪かった、って言うんだろ？　悪かったよ。でも、その辺はもう話がついたから許してくれよ」

「そなの？　そっか～、良かった。これでまた今まで通り、だね？」

　ニヘッと表情を緩めたすずみにつられ、俺達も笑った。

「そ、ね。だから大地、あんたには悪いんだけど、『しつけ隊』の壁役は鋼平に」

「断る！」

　ピシャリと、大地が蓮華の言葉を遮った。

「はぁ？　断るって、あんたどういうつもり？」

「ふん、どうもこうもない。オレ様はすずみ様のお側そばにいられる現状になんら不満はないのだ。元に戻すなど、冗談ではないな」

　蓮華の表情が固まる。けど、大地の言い分はもっともだ。俺達が話し合ったのは俺達の都合であって、すずみの壁役を望み、今その役を得た大地の意志を汲くんではいない。

　でも、こっちも引き下がるつもりはない。

「じゃあ大地、俺とすずみの壁役を賭けて勝負してくれないか」

「ほう？　つまり決闘ということか。面白い。いいだろう、どちらがすずみ様の騎士であるのか、今度こそ満座の前で証明しようではないか！」

「話が早いな。じゃあ」

「ただし！　決闘の方法は、竜気道による真剣勝負としようではないか。今回はこちらが挑戦を受ける立場だ、主導権はオレ様にある。まさかイヤとは言わんだろうな？」

「ちょ、ちょっと、それじゃ鋼平が不利じゃない！」

　不敵に笑う大地に、蓮華が食ってかかろうとするのを、俺は手で制した。

「いや、それでいい。今回のは俺のワガママだから、受けてくれただけでありがたいよ。心配しなくても、俺は絶対戻るよ。俺達の大事な、『すずみんをしつけ隊』にさ」

「鋼平」

　蓮華が驚いたように目を見開き、

「こうちゃん」

　すずみは祈るように両手を組み、キラキラした目で俺を見ていた。

「面白い！　『戦争論』の著者クラウゼヴィッツ曰いわく、『決闘とは我が意志達成を相手に強要することを目的とした強力行為である』……すなわち決闘とは、敵の意志をへし折り、我が目的を達する手段。キサマの意志を完全に打ち砕いてこそ真の勝利だ」

　大地が活いき活きとした瞳を俺に向けた。俺も負けず、目に力を込めてにらみ合う。

「ハァイ！　良い表情ですねぇ、実に良い画です。その一瞬いただきますよっと！」

　その時、パシャッ！　と音がして、ストロボのライトが周囲を照らした。

「お、大おお早さ波わ先輩っ？　いつの間に？　というか、何故ここに？」

「ふっふっふー！　さるお方から、本日ここで面白いことがあるかも？　という情報提供があったのですよ！　そうして待っておりましたら、起こるわ起こるわ面白いこと！　ってなわけで、今回の勝負も我々ＴＮＮがお手伝いいたしますよっ！」

　楽しげに笑いながら、大早波先輩は何度もシャッターを切る。

「……先輩は、私が呼んだ。こうなることは、予想済みだったし」

「あっはは、さすがですねぇ霧生さん。僕の行動も織り込み済みでしたか」

　俺の視線の先で、黒幕二人が笑い合っていた。

「霧生、あんたどういうつもり？　また大事にしたら、引っ込みつかないでしょ？」

「……逆。こうでもしないと、収拾がつかない」

　つっかかった蓮華に、霧生さんはいつになく真剣な目を向けた。

「どういう意味よ？」

「……前回のイベントのことも、その後のことも、いろいろ噂うわさになってた。それも、あんまり良くない方向の」

「「あ」」

　俺と蓮華の声が重なる。そうだ、俺達は当事者だから気づかなかったけど、あんだけ派手にイベント潰つぶして、その後もケンカしてたんだ。当然、噂になるよな。

「……だから、こうして派手にイベント化して、一緒に正しい情報を流すの。つまらないデマを押し流すには、より派手な真実が効果的」

　眼鏡の蔓つるを押し上げ、霧生さんは静かに微笑んだ。

「すごいな、霧生さん。そこまで計算して行動してたのか。さすが委員長だね」

　素直に褒めると、霧生さんは得意げに髪をかき上げた。

「……ふふ、もっと褒めていい。……私は出来る女、クールビューティー霧生雫しずく」

「あぁ、まだそれ気にしてたんだ」

　俺が苦笑いしていると、大早波先輩が大地を引っ張って来た。

「はいはい、お話もついたところで、もう一度お二人でお写真といきましょう。そうですねぇ正々堂々の勝負って感じで、握あく手しゆなんてどうです？　ここを、こう～～あ、いいですねーはい、そのままそのままワンツースリーと、はいっありがとございますー！　ではではでは、日程会場、その他諸もろ々もろ決まりましたらこちらからご一報いたしますのでどうぞお楽しみにっ！　それではみなさんまた会う日までっさらばっ！」

　大早波先輩は風のように走り去り、後にはポカンとした俺達が残された。




　かくして、俺と大地の再戦が決定した。

　前回は流されて始まった勝負だったけど、今回は俺自身が望んでの勝負だ。

　負けられない、いや、勝つんだ。俺はそう決意を固めた。










　　　第四章　久々に、突然に







　明けて金曜日の朝。

「うっわぁ～～……」

　登校早々、俺は頭を抱かかえさせられた。




『すずみん争奪戦、第二弾ここに開幕！』

『拳こぶしで語れ！　男と男のガチンコ勝負！』

『愛と誇ほこりを懸かけて。白しら石いし鋼こう平へい、怒りのリベンジマッチ！』




　そんな見出しの学校新聞が、昇降口にバーンと張ってあったのだ。

　大おお早さ波わ先輩ってば仕事が速いな。にらみ合う俺と大だい地ちのカラー写真、派手な見出し、記事のレイアウトに至いたるまで実にそれっぽい。まるでどこぞのスポーツ新聞だ。

「おー、白石。がんばれよー」「今度は負けないでね」「すずみんのためにね～」

　むぅ、またも衆しゆう目もくを集める要よう因いんが増えたわけだ。

「ふむ、良きにつけ悪あしきにつけ、本当に貴き殿でんは話題に事こと欠かかぬ男だな」

「全くうれしくないけどね」

「だろうな」

　そう言って、白しら刃はさんは珍しく声を上げて笑った。




　　　　　◆




「――ってなわけで鋼平さんアーンド巌いわおさん！　みなさまお待ちかねのイベントもとい、お二人の真剣勝負の日取りが決定いたしましたので、どうぞご確認をっ！」

　一時間目後の休み時間。突とつ如じよ現れた大早波先輩は俺と大地に一枚の紙を渡し、

「ではさらばっ！」

　出現と同じくらいの勢いで走り去った。

「荒あら気きとは違った意味で唐とう突とつな人だな。なんつーか、突風みたいだ」

「あはは、突風ですか。さすが白石くん、言い得えて妙みようですねぇ」

　いつの間にか隣となりに立っていた荒気が笑う。

「へぇ、また中央武道館押さえたんですねぇ。日取りは、来週の土曜日ですかー」

　人の手元をのぞき込む友人に、俺はふと浮かんだ疑問を尋たずねてみたくなった。

「なぁ荒気、風竜っていきなり出現しなきゃいけない決まりでもあんの？」

「え？」

「あ、わたしもそれ気になってた！　どうなの、荒気くん？」

　ちょっと離れた場所ですずみも手を挙げた。

　荒気は俺達二人を見比べるようにして、「ぷっ」と噴き出した。

「あっはははっ！　いやいや、どうでしょうね？　少なくとも、僕はそんな決まり聞いた覚えがありませんけど。ぷっ、あはははは！」

　どうやら違ったらしい。荒気はすごく楽しそうに笑っていた。しかし――。

「そっかー。じゃ、いつも荒気くんが無む意い味みに人を驚かせるのは趣しゆ味みだったんだね」

「えっ」

　すずみに一〇〇％スマイルを向けられ、荒気は笑顔のまま固まった。

「ま、荒気が悪趣味って話はそこまででいいじゃない。話題にすべきはこっちでしょ」

　蓮れん華げは俺の手から対決概がい要ようの紙を取り、ペシペシ叩いた。

「ふっ、その通りだな」

　大地は紙を筒つつ状じように丸め、その先せん端たんで俺を指した。

「白石鋼平、前回の対決はしょせんお遊びのようなもの。日本男児たるもの、互いの拳と拳で語るべきなのだ！　オレ様とキサマのどちらがすずみ様の隣となりに立つべき男であるのか、今度こそ決しようではないかっ！」

　改あらためてなされた宣せん戦せん布ふ告こくに、教室がどよめく。

「あぁ、勝負だ。すずみの隣、返してもらうぞ」

　大地の強い視線を受け止め、俺は頷いた。

『おぉ――――っ！』

　クラスメート達が上げた歓声が、教室を揺らした。




　　　　　◆




　昼休み、ランチタイムを平和に過すごすべく、俺と白刃さんは屋上にやって来た。

　真っ白な曇どん天てんの下、二人並んでベンチに腰掛け、購買のおにぎりを頰ほおばる。

　何度か学食へ行った結果、白刃さんは新鮮な魚介類よりも静かな昼食を選んだのだ。

「だが、やはり温かな焼き魚と白飯が食べたいな。必ず、この性質を克こく服ふくせねば」

　白刃さんはシャケおにぎりを頰張りつつ、苦しげにつぶやいた。

「ごめんね。俺と一緒でなきゃ、もっと人目を引かないんだろうけどさ」

「何な故ぜ謝る？　むしろ、詫わびねばならぬのは儂わしの方であろう。これから貴殿は大変な試練を迎えようというのに、こうして気き遣づかってもらっておるのだからな。すまぬ」

　そんなことないよ。俺がそう言いかけた時、白刃さんの顔が強こわばった。

「あ、いたいた。探したわよ、まったく。もっと見つけやすい場所にいなさいよね」

　文句と共に屋上へ現れたのは、購買の袋を持った蓮華。

「「っ！」」

　まさか屋上に蓮華が来るとは。でも、白刃さんは俺以上に驚いたようだ。

「なによ、刀と塚つか野の。その大げさな反応は？　あたしがお化けにでも見えるわけ？」

「どっから見ても、蓮華は竜にしか見えないよ」

　だからこそ怖がられてるんだもん。

「ふ～んだ！　だったらいちいち驚かないでよね」

　蓮華はジトッと俺をにらんだ後、白刃さんに視線を移した。

「何か？」

　例によって緊張モードと化した白刃さんは、一見不機嫌そうな顔と声で応える。

「うぐ。そ、そんなに怒らなくてもいいじゃない」

　白刃さんの視線を間近で受け、逆に蓮華が気け圧おされた。

　いかんなぁ、これじゃまたケンカになるかも。なんとかフォローしないと。

「あ、いいわ鋼平。別に文句を言いたいんじゃないから」

　気配を察さつしたのか、蓮華は俺を制止して、白刃さんに向き直った。

　向日葵ひまわり色いろの明るい瞳に見すえられ、白刃さんの顔がさらに強ばる。

「えっと、刀塚野。あんたにちょっと話があるの。いい？」

「話？　儂にか？」

「そう、あんたに。すぐに済むから、お願い！」

　両手を合わせ、蓮華は拝おがむように頭を下げた。

「うむ。それはよいが……鋼平殿が一緒でも、かまわんか？」

「え、俺も？　……あ」

　助けてくれ、白刃さんからはそんな視線が向けられていた。

「うん、いいわ。鋼平に聞かれるのは、今さらって感じだし」

　案外あっさり蓮華は頷き、白刃さんに向き直った。

「すぅ……ふぅ……よ、よし。えっと刀塚野」

「な、なんだろうか？」

「今まで八つ当たりばっかりして、ごめんなさい！　完全にあたしが悪かったわ」

　竹を割ったような性格というか、こういう潔いさぎよさが蓮華の美徳だよな。

「いや、かまわんよ。こちらも声を荒らげたこともある。お互い様だろう」

　そんなまっすぐな謝罪だから、相手にもキチンと伝わるわけで。

　白刃さんの表情も、少し緊張がゆるんだように見えた。

「そっか。うん、ありがと」

「うむ」

　ホッと力の抜けた笑顔を見せた蓮華に、白刃さんも笑顔で頷き返す。

　大早波先輩じゃないけど、二人が交わし合った笑顔は「良い画え」だと思った。

「じゃ、刀塚野への謝罪も済んだってことで……鋼平、特訓よ！」

　蓮華の指先がビシッと俺の鼻先に突きつけられた。

「「特訓？」」

　ベンチに座っていた俺と白刃さんは、蓮華を見上げたまま聞き返した。

「そうよ、特訓！　すずみんを賭けた負けらんない戦いなのよ、当然でしょ！　勝負まで一週間……時間はないけど、あたしがあんたをまともに戦える男にしてあげるわ！」

「へぇ、ありがと……あ、白刃さんお茶渡すの忘れてたよ。はい」

「うむ、かたじけない」

「真面目に聞きなさいよっ！　つか、謝る前だったからあえてツッコまなかったけど、あんたらここで何してんのよ？」

　蓮華の視線がジトッと湿しめる。何故いきなりそんな目をする？

「見た通り、昼飯だよ」

「そんなの見ればわかるわよ。あたしが聞いてるのは、こんな人ひと気けのない場所で、二人っきりで食事ってどういうことなの、ってことよ。鋼平、あんたはこれから、すずみんの壁を賭けた勝負に挑もうって時なのよ？　なに他の女とイチャイチャしてんの！」

「人聞き悪いな。大地が『決闘までは近づくなー』って、すずみと近づけてくれないから他の友達と一緒に昼食をとってるだけじゃん。普通だろ？」

「うっ……じゃ、じゃあなんで屋上なのよ？　食堂とか、教室でいいじゃない」

「まぁ、それはそうなんだけど、どっちも人が多いから」

「ほら！　やっぱり人気のない場所を選んでんじゃないのよ、このスケベ！」

　完全に変な誤解をされてるなぁ。けどまぁ、事情を知らない側にしてみれば、俺と白刃さんが二人で、周囲に人気のない場所を選んでたら怪あやしいと思うか。

　ちらりと白刃さんの方を窺うかがうと、気まずそうに明後日あさつての方角を向いている。

「ちょっと鋼平、なんとか言いなさいよ」

　イライラした様子の蓮華を見み詰つめ返しながら、俺はふと思い立った。

「わかった。相手は蓮華だし、周りに誰もいない。良い機会だ、事情を話すよ」

「ま、待て鋼平殿っ！　まさか鳴神殿に話すつもりなのか？」

　慌てた様子で俺の袖そでを引く白刃さんを、蓮華は訝いぶかしげな顔で見つめた。

「何よ、なんかあるんなら話しなさいよ」

「うん、実はさ」

「ま、待ってくれ――っ！」




「……………………（じぃ～～～～～～～っ）」

「……………………くうぅ（ささっ）」

　何度目かのにらめっこは、またしても白刃さんが目を逸そらして終わった。

「な？　これで納得したろ？」

「そうね。この子が人見知りだっていうのは、よ～～っくわかったわ」

　蓮華は呆あきれたようにため息を吐いた。

「くぅ……恨うらむぞ、鋼平殿」

「ま、まぁまぁ。いずれ話さなきゃいけないと思ってたしさ」

　恨みがましい視線を向けてくる白刃さんに苦笑を返す。

「まったく、それならそうと最初っから言いなさいよ。こっちはてっきり、あんたに嫌われてんのかと思ってたのよ？　ちょっとは傷ついてたんだからね」

「そ、それはすまぬ。だ、だが、この歳としになって、人見知りだ外国人が怖いだなどと、恥ずかしくて言えぬし、『怖いから近寄るな』など、本人に言えるものでもあるまい」

　もう観念したのだろう。白刃さんは途と切ぎれ途切れながら蓮華に答えた。

「なるほど。要するに、あんたは気が小さくて照れ屋の引ひっ込こみ思じ案あんなのね。見た目に反して、ずいぶん可愛らしい感性してるわね」

「あ、それ同感。見た目がカッコイイ系なだけに、ギャップが大きいんだよな」

「うぅぅ、気にしておることをズバズバと。二人とも、そうイジメんでくれ」

　両手で顔を覆ってしまった白刃さんに、俺と蓮華は苦笑を交かわした。

「とまぁ、こういう子なんだよ。放っておけないってわかるだろ？」

「そうね、あんたがこの子にベッタリだった理由もよくわかった。たしかに、こんな子放っておいたら夢見が悪くなりそうだもんね。変に勘かんぐって悪かったわ」

　蓮華は「やれやれ」って顔でため息を吐いた。

「いいよ。蓮華なら話せばわかってくれるって思ってたし」

「ふーんだ、おだてたって何も出ないわよ。っていうか、すずみんといい、この子といい、あんたってよくもまぁ手のかかる子に縁えんがあるわね」

「その言葉、そっくり返してやるよ。『すずみんをしつけ隊』の隊長さん？」

「引っかかる言い方。けどまぁ、世話好きなのは否定出来ないわ。だから、ね」

　大きく一つ息を吐き、蓮華は白刃さんの肩に手を置いた。

「な、なんだ鳴神殿？」

　にんまりと自分を見詰める蓮華の視線から、不ふ穏おんなものを感じたのだろう。

　白刃さんのたじろぎ方は、いつもの対竜恐怖症の症状よりも強く見えた。

「ちょうどいいわ。あんた、あたしと鋼平の特訓に付き合いなさい」

「「え？」」

　俺と白刃さんは同時に首を傾げた。

「自慢に聞こえるかもだけど、あたしって、特に訓練しなくてもだいたいなんでも出来たから、技の類たぐいは全部自己流なのよ。だから、特訓しようにも、弱っちい鋼平に技術的な指導なんてしてやれないわ。そこであんたの出番よ、刀塚野。身のこなしでわかるわ、あんたって武道の基き礎そをちゃんと指導されてるでしょ？　お願い、力を貸して」

　白刃さんは蓮華のまっすぐな視線を受け止め、ぎこちないながらも頷いた。

　ひょっとして人見知りがばれたことで、多少吹っ切れたのかも。

「あぁ、たしかに儂は富ふ士じの武道を修おさめておる。鳴神殿の言うように、鋼平殿を指導することも出来よう。だが、何を教える？　現状、鋼平殿はどの程度戦えるのだ？」

　白刃さんが値ね踏ぶみするように俺を見たので、俺はお手上げのポーズを作った。

「ぶっちゃけ、全く戦えません」

「全くだと？　待て鋼平殿、近頃は赤あか威い殿に追い回されておったから仕方ないとしよう。だが、貴殿はこれまで竜気道の授業で、いったい何をしておったのだ？」

　そうなんだよ。あの対決の後、俺は蓮華に組み手相手を拒否されて、竜気道の授業中ずっと赤威くんにボコられてたんだよ。人間って、開き直ると怖いよね。

「えーと、基本的には蓮華に殴られてた」

「な、ならば応用的には？」

「蓮華に蹴けられてた」

「理解できん。鋼平殿、それでどうやって大地殿に勝つつもりだったのだ？」

「え、えぇ～～っと～～……気合い？」

「何も考えていなかったのだな。貴殿という男は」

　ため息の後、白刃さんは蓮華に向き直った。

「鳴神殿、儂とて鋼平殿の勝利は望むところだ。貴殿の申し出喜んで受けよう」

「そう、ありがと」

　力強く頷いた白刃さんに、蓮華は微笑ほほえんだ。

「だが、どうする？　正直なところ、わずか一週間では何を教えようと付つけ焼やき刃ばにしかならんぞ。多少技を教えたところで、相手は基礎的な軍事教練を受けておる大地殿だ。素しろう人とが正面から打ち合って勝ち目のある相手ではなかろう」

「それはあたしもわかってる。だから、こっちも正攻法でやるつもりはないわ」

「策さくがあるということか」

「えぇ。そのために、あんたにはとりあえず一つだけ鋼平に教えてほしいの」

「一つだけ？　それは、なんだ？」

　白刃さんの疑問に、蓮華は右拳を突き出して答えた。

「右ストレート。一番シンプルな、利き手の全力パンチよ。……出来る？」

「ふむ。それだけでよいのであれば、一週間で形に出来るかもしれん」

　頷いたものの、白刃さんの表情は冴さえなかった。

「それじゃ勝てないって言うんでしょ？　大丈夫よ、鋼平にも武器があるわ」

　妙に自信ありげな視線が、俺に向けられた。

「それって鋼化のことだよな？　でも、これ武器っていうか防具だろ？」

「いいえ、立派な武器よ。肉弾戦なら、特にね」

「ふむ、なるほど。鋼化能力と拳けん打だを組み合わせるか」

「え、どういうことさ？　二人して納得してないで、俺にも教えてよ」

　俺が質問すると、二人してため息吐かれた。なにこれ、イジメですか？

「物分かりの悪い鋼平に、簡単なクイズよ。金属バットとプラスチック製のバット、同じ力で叩かれたとして、より痛いのはどっちだと思う？」

「はぁ？　そんなもん金属バットに、って、そういうこと？」

　蓮華は俺を見すえて、ゆっくりと頷いた。

「そ。あんたの体は鋼鉄にも勝る硬こう度どになれる。もちろん、拳もね。つまり、あんたのパンチは文字通り鉄拳なわけよ。ちゃんと当てれば、大地だって倒れるわ」

　そうか。考えたことなかったけど、この力って、そういう使い方もあんのか。

「なるほど、武器があることは承知した。だが、やはりそれだけでは勝てんぞ。所しよ詮せん素人の拳、大地殿に当てることさえ叶かなうまい」

　うぅ～……白刃さんって、ホントに人の痛いところをザックザク刺さしてくるなぁ。

「もちろん、簡単に当てられるとは思ってない。大地は鋼平よりスピードも技術も勝ってる。でも、耐たい久きゆう力りよくは間違いなく鋼平が勝ってるわ。なら、当てる方法はある」

「その方法って？」

　首を捻ひねる俺に、蓮華はニヤッと笑った。

「カウンターよ。それも、相あい打うち狙いの」

　要するに蓮華の提案は「相打ち前提の右カウンター」という、作戦とも呼べないラフ＆ワイルドなものだった。

「無茶苦茶だな。あいつの攻撃食らうこと前提かよ」

「無茶苦茶上等よ。もともと、まっとうに考えればあんたに勝ち目なんてないのよ？　だったら、唯一勝っている耐久力をフルに活いかすしかないでしょ？」

　うぐ、それは確かに。

「それで、どうする？　やるのはあんたよ」

　試ためすように見詰める蓮華に、俺は頷き返す。

「じゃあ、それで行こう。でも、そんなに上手くいくかな？　割わりと自信ないぞ」

「大丈夫、あいつの鎧より、あんたの方がずっと硬い。それはあたしが保証する。だから、あんたのパンチは通用する。我が慢まん比くらべの泥どろ仕じ合あいに出来れば勝ち目があるはずよ」

「俺が倒れないこと前提かよ。ずいぶん買いかぶられたもんだね」

「何言ってんの、あんたはこのあたしの攻撃に耐えられる男よ。あいつの攻撃くらいどってことないわ。自信持ちなさい。あんたってば、けっこうスゴイんだから」

　力強く頷いた蓮華の顔を、俺はマジマジと見返してしまった。

「へぇ、驚いたな。蓮華がそんなに俺を認めてくれてるなんて思わなかった」

「ふん、別に認めてなんかいないわ。今のはただの客観的事実よ」

　蓮華は恥ずかしそうに目をそらして、むっと顔をしかめた。

「なによ、刀塚野。何か言いたいことでもあんの？」

　蓮華ににらまれた白刃さんは、優しく微笑んだ。

「ふふ。いやなに、必死で照れ隠しをしておる鳴神殿が可愛らしいと思ってな」

「んなっ!?　ひ、人見知りのあんたに言われたくないわよっ！」

「ふふ、儂の人見知りと貴殿の照れ隠しは関わりなかろう？」

「う、うぐぐ」

　いつ立場が逆転したのか。何故か今度は蓮華が白刃さんにからかわれている。

　どういう心境の変化かわからないけど、白刃さんは蓮華に心を許したようだ。

「とにかく、鋼平の特訓は今日の放課後から始めるわ。それから今後は、あたしとあんたは鋼平を鍛きたえるって同じ目標を持った仲間よ。そういうことで、いいわね白刃？」

　白刃さんは息を呑み、目をまん丸にして蓮華を見つめ返した。

「そ、そうだな、了解だ。れ、蓮華」

「うん。改めてよろしくね、白刃」

　もう一度呼ばれた自分の名前に、白刃さんは少しうれしそうに頷いた。

　白刃の友達百人作戦は、とりあえず一歩前進かな。




　　　　　◆




「違うっ！　また手打ちになっておるぞ、鋼平殿！」

「えぇ、今のでもダメ？」

「全然ダメだ、まるでなっておらん！」

　放課後、俺達は体育館のすみっこに集まり、特訓を始めた。

　白刃さんの特訓はシンプルで、とにかく反復練習し、型を体に叩き込むというもの。

　サンドバッグなんて気の利いたものはないから、倉庫にあった体操用のマットを丸め、それを相手にひたすら右ストレートを打ち込むのだ。

「いいか鋼平殿、考えながら打っておるようではいかん、基本形を体に叩き込め！　そのためには反復練習あるのみだ！　さぁ、休んでいる暇はないぞ！　あと二百本っ！」

　臨りん時じコーチの刀塚野白刃さんからは、ひっきりなしにカミナリが落ちてくる。

「ほらほら、がんばって。まずは右ストレートを形にしてくれないと、あたしの出番が来ないんだからね！」

　横からは本物の雷使いが、茶化しなのかハッパなのかわからない声をかけてくる。

「うるせー蓮華！　おまえは早く部活行けよ」

「うるさいのは貴殿だ鋼平殿！　口よりも体を動かせっ！」

「は、はいぃ～っ」

　俺が練習を再開すると、蓮華は満足げに頷いて立ち上がった。

「あたしの出番はまだ遠そうだし、部活行くわ。そいつのことよろしくね白刃」

「任せておけ、蓮華。数日中には貴殿の訓練に入れるよう、厳きびしく指導しておく」

　二人はお互いに頷き合った。うーん、なんか急に仲良くなってない？




　こうして俺の特訓は続いた。

　特訓初日は日が暮れるまで、ひたすらマットを打ち続けただけ。

　終わった頃にはもうクタクタで、右肩がほとんど上がらなくなっていた。

　翌土曜日の早朝。

「いつまで寝てんのよ鋼平！」「特訓の続きだ、今日中に習得してもらうぞ」

　俺は半分寝ぼけた状態で部屋から連れ出され、ようやく戻ったのは夕方。

　次の日曜日も似たようなもので、週の明けた月曜からは放課後の特訓に加え、蓮華による竜気力の制御講座まで始まった。

「いい？　あんたの問題は呼吸力が十分なのに、せっかく取り入れた竜気を自由に使えてないところ。例えば、あんた右腕だけ強めに鋼化、とか出来ないでしょ？」

「あー、それは無理かも。全身の鋼化に強弱つけることならなんとか、って感じ」

「今回の作戦は攻撃する時、あんたの右腕が十分鋼化されてることが大前提よ。だから、今後は竜気力を意識して右腕に流す訓練も並へい行こうしてやってく必要があるわけ」

「それってどうやったら出来るんだ？　何か虎とらの巻まき的なものは」

「ないわ。反復練習あるのみよ！」

「そうだと思った。はぁ……」

　放課後には白刃さんによるパンチの指導が続き、火曜からはそこにカウンターのタイミングを覚えるための模も擬ぎ戦せんまで加わった。

「あたしが大地のスピードをマネて殴りに行くから、あんたはそれを食らいながら、教わった右ストレートで反撃よ。ちゃんと右腕の鋼化も意識して、あたしに当たるかも、なんて遠慮はしないこと。練習で出来ないことは本番でも出来ないんだからね」

「わ、わかった」

　ちなみに今回の模擬戦、俺も蓮華も竜気道用のヘッドギアとグローブを装着している。

　この二つ、どちらも竜気力攻撃に耐えるための加工済み。

　つまり、相手の防御は気にせず殴れ、という本気仕様の練習だ。

「それじゃ鋼平、行くわよ」

　最初の模擬戦で、俺はカウンターがどれほど難しいのか思い知った。

　まず、手が出せない。次に、なんとか手を出しても、まったく当たらない。

　その上、攻撃に意識が行くと防御までおろそかになってしまう。

　これまで曲まがりなりにも蓮華と組み手が出来ていたのは、俺が完全に防御だけに集中していたからだと思い知らされた。

「はぁはぁ……お、思ったより、ずっと難しいな、これ……痛いてて」

「当たり前よ！　最初から出来るわけないでしょ」

「はいはい。反復練習あるのみ、だろ？」

「ふん、わかってんじゃない！」




　こんな感じで、時間はあっという間に経たっていった。

　この間、俺は授業以外はほとんど寝て過ごし、寮に戻れば飯風呂寝るってな感じで、休める時間はとにかく休み、体力回復に努つとめた。おかげで、同室の荒気とさえまともに話してない日々が続いたけど……まぁ、それは仕方ない。

　そうやって稼かせいだ時間と体力で、放課後の特訓に臨む。

　とにかく反復練習あるのみ、という指導方法は俺に合ってたのかもしれない。

　二人のコーチのおかげで、俺は攻撃をもらいながらも、パンチを出せるようになっていた。肝かん心じんの命中率の方はさっぱりだったけど。

「いや、鋼平殿。貴殿は十分上達しておるぞ。正直、儂も驚くほどだ」

「そうなの？　蓮華にはさっぱり当たらないんだけど」

「そりゃそーよ。あたしを誰だと思ってるわけ？　けど、あたしも鋼平が上達してるっていうのは同感ね。あんたって、意外に運動神経が良いんじゃない？」

「まぁ、中学までは運動出来る方だったけど、登とう龍りゆう門もん来てからは底辺だよ？」

「比ひ較かくの問題だな。ここは全国選より抜ぬきの竜の集まりなのだろう？　人間レベルの運動能力の上下など誤差の範囲でしかあるまい。鋼平殿の優秀さも、ここでは埋うもれてしまうのだ。ついでに言えば、儂も純粋な身体能力では玉ぎよく組の誰にも敵かなうまい」

「え？　でも、白刃さんって体育は玉組でトップクラスって感じだけど」

　首を傾げる俺に、白刃さんは少し笑った。

「ふふ、それは我ら富士人が祖先より伝えし技と術、『神しん技ぎ』によるものだ。有史以来、我ら富士が竜との諍いさかいを退しりぞけ得えたゆえん。足りぬ体力を補う、心の力だ」

「へぇ～、なんかカッコイイなぁ。この間見た紙を剣にしたやつも神技なの？」

「うむ。あれは神技『降おり神がみ』。我ら刀塚野家など、富士でも一部の武家にのみ伝わる秘法だ。依より代しろである紙に神を降ろし、その力を借りる技だ。このようにな」

　白刃さんはポケットから紙片を取り出すと、おもむろに腕を振った。

　それだけで、彼女の手には輝く銀の剣が現れた。

　反そりのない諸もろ刃はの直剣で、刀身は五、六十センチくらい。いわゆる日本刀ではなく、古こ墳ふんなどから出土する鉄剣に似た外見だ。

「この剣は『アメノオハバリ』。火の神の首をはねた神剣であり、雷らい神じんタケミカヅチに連つらなる武ぶの神でもある。我が刀塚野家の祖そ神しんだ」

「「お、おぉ～……」」

　思わず感かん嘆たんを漏らした俺達に苦笑し、白刃さんはすぐに剣を紙に戻した。

　心なしか声や表情が得意げに見えるのは、たぶん勘違いじゃないだろう。

「むろん、これが神技の全てというわけではないぞ。速く走る、遠くの物を見る、手を触ふれずに物を動かす……カカシや結界などもそうだな。それらの総称が神技だ」

　白刃さんもけっこう説明好きなのか、どことなく楽しそうに続けた。

「それが白刃さんや刀塚野先生が強い理由か。いいなぁ、俺も使えないかな」

「それは難しいだろうな。神技は人が神より受うけ継ついだもの、その資質は血によるところが大きいのだ。貴殿らの竜気力に相当するものと言えば、わかりやすいか。過去に成なされた、日本へ帰化した富士人とその子孫の追跡調査によると、神技の素質が引き継がれるのは、せいぜい二、三代の間だそうだ」

「そっかぁ。ど一般人の俺じゃ無理ってことか」

　ため息を吐つくと、蓮華に後頭部をこつんとやられた。

「残念だったわね、鋼平。さ、ズルしようなんて思わないで、練習あるのみよ！」

「はいはい」

「『はい』は一回っ！」

「は～～いっ！」




　特訓の成果は上がっている。

　そんな二人の評価に少しうかれつつ、俺はさらに特訓を重ねた。

　だから、周りで起きていた些さ細さいな変化になんて、気づくことはなかった。




　　　　　◆




　大地との決闘が二日後に迫った、木曜日。

「今日は大おお竹たけ殿らと会合があるのだ。手伝えなくて申し訳ない」

　ということで白刃さんはコーチをお休みし、俺と蓮華だけの練習となった。

「明日は疲ひ労ろうを残さないために、軽めの練習メニューにするから……実質今日が最後の練習よ。だから鋼平、今日中にあたしを倒すくらいの気持ちでやりなさい」

「おう、こっちも散さん々ざんやられてきたからな。今日こそ一撃入れてやるよ！」

「そう、その意気よ！　だけど、あたしも手加減はしないわ！」

　蓮華が床を蹴り飛ばし、瞬またたく間に間合いが詰まる。

「でえぇいっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、すさまじいストレートが繰り出される。

　すごいけど、いつも通り。ここ数日で何度見たかわからない、見慣れたパンチだ。

　軌き道どうも速さもわかってるんだ。いい加減、一度くらいカウンター合わせてやるっ！

　俺は右拳にこれまでの指導と経験、そして胸一杯に吸い上げた竜気を込め、蓮華の踏み込みに合わせ、全力で振り切った。




　数時間後、片付けと着替えを終えた俺達は体育館の出口に向かっていた。

「くっそ～……結局一度もクリーンヒットさせられなかった」

「ふっふ～ん！　そう簡単には当たってやれないわね」

　得意げに笑う蓮華に、精せい一いつ杯ぱい不機嫌な視線を向けてやる。

「そんな顔しない。でもまぁ、そういう負けん気が出てきたんなら、良い傾けい向こうじゃない。っと、あれ？　雨降ってるわよ」

「マジで？　俺、傘かさ持ってないぞ」

　外を見ると予想以上に雨脚は強い。くそぅ、今日は降水確率一○％だったじゃん！

「今週末には梅つ雨ゆ明あけって予想だったし、梅ばい雨う前ぜん線せん最後の抵抗って感じじゃない？　ま、あたしは傘持ってるからいいけどね。備そなえあれば憂うれいなし、よ」

　得意げに笑って、蓮華は自分の傘を広げた。

「おまえって、けっこうマメだよな。素直に感心するよ」

「ふふん、おだてるのが上手いじゃない。よろしい、白石鋼平くん。その殊しゆ勝しような態度に免じて、特別にあたしの傘に入ることを認めてあげるわ！」

「え、ホント？　ありがとう蓮華！　あなた様の優しさに心から感謝します」

「えぇ、せいぜい感謝なさい。……あっ、言っておくけど、これは別に……ぁぃ傘、とかじゃなくて、ただの人助けだから！　変な勘違いだけはしないでよね」

　蓮華が赤くなってしまったので、それ以上つっつくのはやめておいた。

「身長的に、傘は俺が持った方がいいよね。ではお姫様、どうぞ」

「う、うむ。苦しゅうないわ」

　体育館を出て、校門へ続く暗い並木道を二人で歩く。

　時間がもう遅いせいか雨のせいか。俺達以外に人影はなかった。

　むぅ、こういうシチュエーションで相合い傘か。なんかドキドキする。

　女の子用の傘はそう大きくもなく、二人で入ろうとすればどうしても肩や腕が触れてしまうわけで……い、いかん。一度意識し出すと危険だぞコレ！

「ちょ、ちょっと鋼平。もぞもぞ動かないでよ、くすぐったいでしょ」

「え、ご、ごめん。もうちょっと離れるな」

　俺は慌てて蓮華から離れようとして、袖を引っぱられた。

「べ、別に出なくてもいいわよ。つか、もっとこっち来れば？　あんた、遠えん慮りよしすぎよ。ほら、右肩ほとんど濡ぬれてるじゃない」

「いやでも、それはさすがに」

「あ、あたしがいいって言ってるんだからいいのよ！　せっかく傘に入れてあげてるのに、ずぶ濡れになられたんじゃ……その、こっちの気分が悪いの！　だから……」

「わ、わかったよ。じゃあ、お言葉に甘えて」

　半歩傘の中心に体を寄せる。こうなると、半ば蓮華の肩を抱いてるような格好になるんだけど、って、いかんいかん、意識するな俺。

「じゃ、じゃあ行こうか」

「う、うん。行こう」




「……へぇ？　相合い傘かぁ……二人とも、楽しそうだね」




　不意に聞こえたのは、よく聞き慣れた声。

　驚いて顔を上げると、そこにはすずみが佇たたずんでいた。

「おまえ、こんなところで何を、って、傘もなしで何やってんだ！」

　そう。降りしきる雨の中、すずみは傘も差さず、ずぶ濡れで立ち尽くしていた。

　明るい朱あか色いろの髪も水を含み、ピッタリと額や頰に張り付いている。

　少し離れた街灯の明かりでは、うつむき加減の表情まではわからない。ただ、すずみの様子がおかしいことだけはわかった。

「す、すずみん……」

　蓮華の呻うめくような呼びかけに、すずみの顔が少しだけ上がる。

「蓮華ちゃん、ずるいなぁ……自分ばっかり、こうちゃんと一緒なんて」

「え？」

　すずみの言葉に、蓮華の肩が大きく揺れた。

「わたしだって我慢してたんだよ？　蓮華ちゃんがこうちゃんとケンカしてた時から……ううん、もっと前からだね。白刃ちゃんが来て、二人がよく一緒にいるようになって……わたしは、それを見てるのが辛つらかった。でも、わたしは我慢したよ？　いっぱい辛かったけど、我慢したんだよ。なのに蓮華ちゃんは、自分だけこうちゃんのそばに行っちゃうんだもん。ホント、ずるいよ」
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　淡々と紡がれるすずみの言葉には、ハッキリと非難が込められていた。

「ち、ちがうの、すずみん……あたしは、そんなつもりじゃ」

　蓮華の声と肩が震え、一歩下がった背中が俺の胸に触れた。

「でもね、もういいんだ。蓮華ちゃんの気持ちも、よくわかるもん……だってさ」

「おいすずみ、おまえおかしいぞ！　とにかく、いったん雨あま宿やどりを」

　怯えたような蓮華を支えつつ、すずみの方へ踏み出そうとして、足が止まった。

　ゆっくりと上げられたすずみの瞳が、

「こうちゃんと白刃ちゃんが一緒にいると……もう、すっごく美お味いしそうな匂いがするんだもん。わかるなぁ、蓮華ちゃんの気持ち。絶対我慢できないよねぇ？」

　燃え盛さかる炎のような、真っ赤な光を灯ともしていた。

「うげっ、あの目、やっぱり暴走してやがる！　やばいぞ、蓮華！」

「え、美味しそうって……暴走？　そういうことなの？　ちょっと待ってよ！　あ、あたしの焦あせりはどうしてくれるわけ？」

　何故か突っかかって行こうとする蓮華の肩を押さえる。

「いや、焦っとけばいいんだよ！　逃げるぞ蓮華！」

「紛らわしいのよ、すずみんのバカ――ッ！」

　すぅぅううううううううううううううううううううううぅぅっ！

　わめき散らす蓮華の向こうで、すずみが大きく深呼吸を始めていた。そして、

「白刃ちゃんがいないのはとっても残念だけど……まずは、こうちゃんからこんがり焼き上げてあげるよっ！　覚悟ぉ――っ！」

　ボゥッ！

　すずみの叫びに呼こ応おうするように、その背中から炎の翼が広がる。

　朱色の翼は暗い並木を朱々と照らし、その圧倒的な熱量はすずみを打っていた雨粒を瞬時に蒸発させ、周囲に真っ白な蒸気が噴き上がった。

　当然、その中心であるすずみの視界はゼロになる。

「ありゃりゃっ!?　何これ、こうちゃんが見えないよ――っ！」

　……うん、やっぱりあいつはアホのままだ。

　俺は蓮華の腕を引っ張り、体育館の方へ逃げ出した。

「しかし、いきなり全開モードかよ。あいつ、弱ってたんじゃなかったのか？」

「暴走すれば関係ないってことじゃない？　それより、なんでいきなり肉食衝動が出てるのよ？　すずみん、最近は朝晩きちんと生魚食べてるのに」

「さぁな？　その辺は、生き延びたら大竹さんに聞けばいいよ。とにかく逃げるぞ」




「待ぁあてぇえ、こぉーちゃ――んっ！　止まれ止まってその肉置いていけーっ！」

　ゴオォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！




「イヤじゃあ、アホォ――ッ！」

　上空から、すずみの声とブレスが迫る。

「すうぅ……っ、こんのぉっ！」

　ビシャ――――ンッ！　ゴォオウッ！

　蓮華が後ろ手に雷光を放ち、すずみんブレスの軌き道どうを逸そらした。

　俺達の身み代がわりで並木が一本犠牲になったけど、この際それは勘かん弁べんして。

「おぉ、さすが蓮華！　器用なマネを」

「正面からじゃ勝てないことがわかってれば、やりようはあるってことよ」

　答えつつ、蓮華は上空のすずみを探す。さっきブレスがきた方向には、いない。

　視線を巡らすと、さっきとは逆方向から朱い翼が迫っていた。

「蓮華ちゃん、邪魔しないでよっ！　すぅうううううぅっ！」

　呼吸音が響く。身構える俺達の上を、すずみがフライパスしていった。

「素通りっ？　あ、まさか」

　ゴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

「後ろからかよっ！」

　振り返った俺の正面から、炎の塊かたまりが迫る。

　久しぶりの、絶望的な威い力りよくのすずみんブレスか。これは、熱そうだ。

「エアデ・シルトォッ！」

　その時、突然現れた大地が、俺とブレスの間に飛び込んだ。

　ゴォンッ！　すずみんブレスが大地の盾たてに吹き付けられる。

「大地っ？　おまえ、なんでここに！」

「寮に帰る途中、すずみ様のお姿が突然見えなくなったので、探していたのだ！　それより何事だ、何故すずみ様が暴走しているのだ？」

　そこまで言った時、盾を構えたままの大地の体が、ズズッと後ろへ下がった。

「ぐっ……バカな、なんだこの威力は……うわぁっ！」

　ドーンという爆発音を上げて大地の盾が吹き飛び、ついでにあいつも飛んできた。

「うわぁあっ？」「あいたっ！」「ちょ、ちょっとあんたら……きゃぁあっ？」

　ドミノ倒しよろしく、俺達三人は仲良く水みず溜たまりに倒れ込む。

「ぐっ……あ、あれがすずみ様の、本当の力だというのか？」

　大地が恐ろしいものを見るように、すずみを見上げていた。俺の腹の上で。

「恐ろしい……いや、それ以上に美しい……！　そうか、これが畏い怖ふ、畏い敬けいというものなのですね、すずみ様ぁ……あぁ、やはりあなたはオレ様だけの女神様です」

「あぁもうっ！　泣くな祈いのるな感動するなっ！　ていうかどけっ！」

「あんたもどいて鋼平っ！　もうヤダ、スカートぐちゃぐちゃよ～～」

　祈り、怒り、嘆なげく俺達を、上空からすずみが見下ろしていた。

　お～い、暗いから助かってるけど、普通ならパンツ見えるぞすずみ。

「あはっ、大変だね蓮華ちゃん。そうだ、こうちゃんを炙あぶるついでに、蓮華ちゃんの服も乾かわかしてあげるよ？　わたしからのサービス、遠慮せず受け取って！」

　ニマァ～ッと歪ゆがめられたすずみの唇から炎が漏れる。

「「「お断りだっ！

　　　お断りよっ！

　　　遠慮なくっ！」」」

　約一名、状況にふさわしくない返事をしたバカがいるけど、今は放置っ！

「じゃあみんな、すずみんブレス、行っくよ――っ！」

　本日何度目か、そして本日最大出力のすずみんブレスが放たれた。

　あぁもう、やるっきゃねぇ！

　俺はバカを払いのけて立ち上がり、天から降ふり注そそぐ炎の奔ほん流りゆうに向けて、全力で鋼化を施ほどこした蓮華の傘を差し向けた。

「あっ、ちょっと！　それ、お気に入り！」

　気づいた蓮華が悲鳴を上げたけど、もう遅い。

　ゴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！

「こんにゃろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　薄い傘の表面に吹き付けられる、すさまじい炎の奔流。

　普通なら瞬時に消し炭ずみになるんだろうけど、おあいにく様！

「バカな、エアデ・シルトを破壊したすずみ様のブレスを、傘で防ふせいでいるだと!?」

　後ろから大地の「信じられない」って声が聞こえてきた。ま、驚くよね。

「おぉ、防げたな。自分でもビックリだ！」

「なにぃっ？　キサマ、何の確かく証しようもなくやっているのか？」

「人間やればなんでも出来るってことで！」

　オロチのブレスを防いだ時に得た「触れた物を鋼化する」という感覚。それがまだ俺の中に残っていたから、「たぶん出来るはず」ってくらいでやってみたわけだ。

「ぷはぁっ！」

　すずみが大きく息いき継つぎをしたことで、ようやくブレスは止まった。

　もっとも、さすがに傘は無事ってわけにはいかず、ほぼ丸まる焦こげだったけど。

「あぁ……あたしの傘が……」

「わ、悪い蓮華。他に鋼化出来そうな物がなくて……」

　だいぶショックみたいだけど、非常時だから勘弁してくれないかな。

「あはははは！　やるねぇこうちゃん！　でも、いつまでもつかな？　おっと！」

　高笑いを上げるすずみに向かって、地上から雷光が逬ほとばしる。

「もうあったまきたっ！　すずみん、手加減なんてしてあげないわよ！」

　すずみはあっさり翼で受けたものの、羽ばたきを妨害されたためか地上に降りた。

「また邪魔するんだね蓮華ちゃん。さすがのわたしも怒っちゃうよ」

　もう飛ぶつもりもないのか、すずみは正面から蓮華をにらみ付ける。

「「すぅううぅぅ――……っ」」

　両者が同時に深呼吸を始めた時、その間に飛び込んだ影があった。

「おい、大地っ！　おまえ何やってんだ、危ないからどけっ！」

　そう、そこに立ったのは、いつの間にか土の鎧を纏まとった大地。

　しかも、あいつはすずみを庇かばうように背を向け、蓮華と相あい対たいしたのだ。

「断る。オレ様はすずみ様の騎士だ！　この身に代かえてもすずみ様をお守りするのが、我が使命！　たとえいかなる状況であれ、すずみ様に危害を加えることは許さん！」

　大地はすずみに向き直り、無防備に歩み寄った。

「すずみ様、心をお鎮しずめください。どうか、お優しいすずみ様に戻ってください。そのために必要ならばオレ様は、この身をあなたに捧ささげてもかまわないっ！」

　そう言って、大地はすずみの前で両手を広げた。

「んなっ……？」

　バカかあいつは。今のすずみは例えでも何でもなく飢うえた獣だ。マジで食われるぞ！

「大地くん……」

　そんな大地をしばらく見詰めていたすずみだったが、不意に表情を緩めた。

「そこまで言ってくれたのは、大地くんが初めてだよ。ちょっと感動しちゃった」

「す、すずみ様……」

　すずみは大地の目の前まで歩き、ゆっくりと頭をなでた。

「ありがとう大地くん…………でもね」

「え？」

　すずみが兜かぶとをわしづかみすると、あっさりと亀き裂れつが走った。

「大地くんの匂いは、好みじゃないんだ」

　満面の笑顔でそう言い切ると、小石でも放るように大地を投げ捨てた。

「そぉんなあああああああぁぁぁぁぁ――――……………………っ」

　大地の姿が闇と雨の中に溶けると、すずみはゆっくりとこちらに向き直った。

「さぁて、お腹なかもペコペコだし、もうメインディッシュにいっちゃおうかな？」

　にっこり微笑んだ時、すずみの気配がガラリと変わった。

　……いや、気配ではなく、きっぱりと外見が変わった。

　一対の炎の翼は突然スルスルと細く伸び上がり、炎で出来た二匹の蛇へびのようなものへと、その姿を変えてしまったのだ。

「あれ？　二人とも、どうかした？　わたしの顔に、なんか付いてるのかな？」

　ヘラヘラと笑うすずみを見ながら、俺達は固まるしかなかった。

「あ、あぁ。顔に何か付いてるって言うか……顔が余計に付いてる、ぞ？」

　左右の肩口に一つずつ、すずみの顔と同じくらいの大きさの蛇頭が形成された。

　二つの蛇頭はまるで生きているように動き、すずみの背中から生えた炎の尾は地面を這はい回る。その姿は、まるで二匹の蛇がすずみに巻き付いているようにも見えた。

「鋼平、あれって、お、オロチなの？」

「わかんねーけど、似てるよな。絶対、ろくでもない物なのは間違いないよ」

　何度も食われかけた恐怖が蘇よみがえったのか、俺の足が無意識に一歩下がる。

「残念、こうちゃん。もう逃がさないよ？　さぁ、レッドスネーク、カモーン！」

「え、うわわっ！」

「鋼平っ！」

　向かって右の蛇頭が一瞬で伸びて俺に巻き付き、そのまますずみの眼前へと引っぱってしまった。足が浮かされてるから、抵抗も出来ない。

　そして目の前には、爛らん々らんと目を光らせた肉食竜のすずみ。こーわーいーっ！

「だぁいじょうぶ、怖くないよこうちゃん？　痛いのは最初だけ……きっとすぐ楽になるよ。ほら、だから怖がらないで……わたしと一つになろう？」

「じゅ、十二分に怖こえぇよっ！　あとなんかセリフがエロいっ！」

　巻き付いている炎の蛇の力は強く、俺がどうこう出来そうもない。動かせそうなのは蛇頭の巻き付いていない首から上と、足首くらい。ほぼ身動き不能だ。

「あはっ、やっぱりこうちゃんは良い匂い……この手て羽ばなんて、すごくおいしそう」

「俺は鶏にわとりじゃねーっ！　わっ、うひゃひゃ！　くすぐったい、腕をなめるな！」

「ん……んむ……あは、こうちゃんステキ。ちょっと味見しただけなのに、すっごくおいしいよぉ。うれしいな、もう我慢しなくていいんだね。大丈夫、怖がらないでいいよ？　大好きなこうちゃんの肉体はぁ～、余あますところなくゆっくりじっくり味わって……一ひと欠片かけらの肉も皮ひ膚ふも残さず、骨の一いつ片ぺんまでモグモグしてぇ、体液の一いつ滴てきだってなめ取ってぇ……ぜぇ～んぶわたしがゴックンして、あ・げ・る☆　あはっ！」

「だからなんでセリフが変にエロいんだよ！　って、うひゃああっ？」

　再び俺の左腕に、ゆっくりとすずみの熱い舌が這はわされた。

　あっ、やめてなめないで、変な気分になる！　ぞわぞわしちゃうっ！

「すずみん、やめてっ！　鋼平は……くっ！」

　蓮華が動いた気配があったが、瞬時にもう一方の蛇頭が妨害したらしい。

　片手間で蓮華をあしらうって、やっぱり前より強くなってるじゃんかよ！

「じゃあこうちゃん、改めまして、いただきまーす」

　すずみは上うわ目め遣づかいに俺を見た後、お行儀良く手を合わせた。

　食前の合がつ掌しよう。それは食物の命をもらうことに対して感謝の意を表する行為、って、

「『いただきます』って、こんなにも残酷な行為だったのか――っ！　もう食べ物粗そ末まつにしませんから許して――っ！」

「大丈夫、わたしはこうちゃんを粗末になんてしないからっ！　あ～～ん、かぷ！」

　ガブリ。

　左の上腕に、未だかつてない激痛が走った。

「うっぎゃぁああああああああああああああああああああああああっ！」

「はむぅ……ほうひゃん、はほはへひゅうふん（こうちゃん、歯ごたえ十分）」

「痛い痛い痛いっ！　嚙みながらしゃべるな！」

「かぷかぷかぷ」

「ごめん、嚙むことに集中しないでっ！　そっちのが痛い！　痛いででででででっ！」

　やばい痛い、このままじゃマジで肉をごっそり持ってかれる。もしそうなれば大量出血は免まぬがれない。そして、そうなったらお終いだ。

　竜気力は呼吸によって取り込まれ、血によって全身へ運ばれる竜気に依い存ぞんする。多くの血を失えば、竜気力を発はつ揮き出来なくなってしまう。

　つまり、すずみに食われる。

「やめてすずみんっ！　やめてってば！　ねぇ、お願い正気に戻って！」

　遠くから蓮華の声がする。ダメージを受けたのか、声がどこか弱々しい。

「蓮華、大丈――うぐっ」

　激痛が走り、すずみの牙きばがより深く食い込み、プツリと少し刺さった。

「あはっ、やっと少し歯が立った♪　じゃあ続けて、がぶぅ」

　まずい、蓮華は気になるけど、鋼化に集中しないと腕を食いちぎられそうだ。

　このままじゃ蓮華も助けられないし、すずみも殺人者になっちまう！

　くそっ……やっぱり、すずみから目を離すべきじゃなかったんだ。俺がずっと一緒にいて、もっと早く暴走の兆ちよう候こうに気づかなきゃいけなかった。

　蓮華の言う通り、俺はすずみの壁失格だ。

　だけど――いや、だからこそ、もう一度、今度は自分の意志で、ずっとすずみの傍そばに立ち続ける『壁』にならなきゃいけないんだろ！

　そのために、まずはこの状況を抜け出さねぇと。

「お、おい、すずみ。いつまで腕に食いついてんだ。痛いから、もうやめろ」

「ぷはっ……ダ～メ。こうちゃんの血って、すごく甘いんだよ？　んふっ、美味しい」

　すずみはトロンとした表情で、唇についた血をなめ上げた。

「でも、こうちゃんってばホントに硬いなぁ。ちょっとあごが疲れちゃったよ」

　ぷぅと頰をふくらませ、すずみが抗議の視線を向けてきた。

「じゃあ、喉のどでも食いちぎればいいだろ？　そっちの方が柔やわらかいだろうし、喉を食いちぎられたら、さすがに俺も死ぬ。そしたら、あとは柔らかいお肉の食べ放題だぞ？」

「なるほど、さすがこうちゃん。良い考えだね」

　すずみはポンと手を打ち、感心したように何度も頷いた。

「ちょっと鋼平っ！　あんた何言ってんのよ！　だ、ダメよすずみん！　絶対ダメ！」

　悲鳴にも似た蓮華の声が聞こえる。何言ってんの、か。まぁ、驚くよね。当然だ。

「じゃあお言葉に甘えて、遠慮なくー」

「おう、来い来い」

　カッと大口を開けたすずみが、俺の喉笛を狙って正面から迫る。

「やめて――っ！」

　何度か激しい雷光が目を灼やいたけど、それも全て蛇頭が弾はじいたようだ。

　悪いな、蓮華。いろいろと驚かせて申し訳ない。待ってろ、すぐ終わるから。

　すずみの朱色の髪が、俺の鼻先に触れそうなほど近くに見える。

「あむっ？」

　俺は唯一まともに動かせる首を思い切り反らせ、すずみの嚙みつきを回避した。

　ガチンと、すずみの牙が何もない空間を嚙む。

　そして――

「こんのぉ……バカ娘むすめぇっ！」

　全竜気力で鋼化した頭を、無防備なすずみの脳天に全力で振り下ろした。

　ゴ　ズ　ン　。

「ふぎっ！」

　ものすごく鈍い音と衝撃が頭蓋骨を震わせる。どうだ、石頭ならぬ鋼はがね頭あたまの味は！　不意に蛇頭の締め付けが弱り、俺は必死でふりほどいて距離を取った。

「あぁぁうぅぅぅ～～～～～……っ、い、痛いよぉおおぉ～～……っ！」

　すずみは頭のてっぺんを両手で押さえ、悶もん絶ぜつしていた。

「こ、鋼平ぇ……よ、よかったぁ」

　声に振り返ると、蓮華は並木の根元に座り込んでいた。

　俺はのたうち回るすずみを放置し、蓮華に駆け寄った。

「蓮華、大丈夫か？　ケガしたのか？」

「え、ううん。ちょっと足くじいただけだと思う、ってあんたの方が重傷でしょ」

　言われて嚙まれた場所を見ると、くっきりと歯形がついていた。犬歯が当たったところだけ、少し血がにじんでいる。あれ、さっき刺さってなかったのか。

　蓮華は俺の腕をグッと引き寄せ、顔を曇らせた。

「あんた、あんだけ嚙まれてこの程度なの？　ホントに何で出来てんのよ？」

「いや、そこに引かれても。俺もちゃんと痛いんだよ？」

　俺が肩をすくめると、蓮華は少しだけ笑って……目を見開いた。




「そう、だねぇ。とっても、と～っても、痛かったよ」




　慌てて振り返った時には、もう遅かった。

「さっきのお返しだよ！　こうちゃん覚悟っ！」

　二つの蛇頭が俺の首筋を目がけ左右から迫っていた。回避は、当然無理。

　あとは鋼化で防げることを期待するしか――




「はああぁっ！」

　ザン！




　斬撃は一度だけ。神剣の一いつ閃せんで、二つの蛇頭はあっさり霧む散さんした。

「し、白刃ちゃ……ぐぇっ？」

　驚愕の声を上げかけたすずみの鳩みぞ尾おちに、白刃さんは剣の柄つか頭がしらを叩き込んだ。

　すずみの体がくの字に折れ曲がり、間髪入れず、鼻っ面に容よう赦しやない裏うら拳けんが入った。

　流れるような連撃をモロに食らい、すずみが後ろへ弾はじけ飛とぶ。

「隆たか臣おみぃっ！」

　白刃さんの鋭い声が飛び、それに応じて夕闇から黒い一団が躍り出た。

「御ぎよ意いっ！　縛ばく鎖さ封ふう竜りゆう陣じんっ！」

『承しよう知ちっ！』

　現れた黒い一団、特殊部隊『蜘く蛛も』の隊員達はすずみを包囲すると、一斉に鎖を放つ。

　それらはいつか見た鎖と同じく、まるで意思を持つようにすずみの手足へ巻き付き、磔はりつけのようにつり上げてしまった。この間、わずか十数秒。

　たったそれだけの時間で、状況は劇的に変化してしまったのだ。

　余あまりの手て際ぎわの良さに呆ぼう然ぜんとしてしまい、俺と蓮華は言葉も出せなかった。

「姫様、封印完了にございます」

　忍者装束の葦あし名なさんが静かに報告すると、白刃さんは静かに頷いた。

「うむ、ご苦労。だが油断するな、すずみ殿の力は知っておろう」

「御意に」

　時代がかったやり取りが終わり、ようやく白刃さんは俺達に向き直った。

「すまぬ遅くなった。二人とも無事か？」

　そこにいたのは人見知りの白刃さんではなく、富士の武人・刀塚野白刃だった。

　鋭い双そう眸ぼうは力と自信に満ち、身のこなしには一いち分ぶの隙すきも見当たらない。

　これが、本当の白刃さんなのか？

「「………………」」

「ど、どうした二人とも？　やはりケガをしたのか？　そ、それはいかん。隆臣、至急二人を救護室へ……あ、いや、この場にて治療を」

　あれ？　いきなりいつもの雰囲気に戻っちゃったよ。

「姫様、落ち着いてください。見たところ、お二人は軽傷でございます」

「し、しかしだな」

　慌てる姿がおかしくて、俺達は噴き出した。

「こっちは大丈夫だよ」

「うん、ホントに助かった」

「そ、そうか。ならば良い。いや、本当に良かった」

　大きく息を吐いた彼女の表情で、どれだけ俺達を心配してくれたのか、わかった。

「それはそうと、すずみはどうしよう？　あいつ、大丈夫なのか？」

「心配無用だ。縛鎖封竜陣は対象の動きを封じ、同時に竜気の流入を阻害する一種の結界だ。特段、傷をつけるようなものではない。命に別状はあるまいよ」

「いや、どっちかっつーと、あんたがぶっ飛ばしてたことが心配なんだけど」

「痛たた……鼻ぶった～～……すごく痛かったよぉ～～」

　すずみは鎖で宙ぶらりんにされたまま、うめいていた。あ、泣いてる。

「この前みたいに、殴って気絶させたら元通り、って感じだといいんだけど」

「どうであろうな。確実な手段は、竜気の供給を断たつことだ。問題は方法だな。より強い結界を張るか、首を締め上げるか。最悪、少々血を抜くという方法もあるが」

「ちょ、ちょっと、それはダメよ！　すずみんを傷つけるなんて許さないわ！」

　蓮華が慌てて抗議すると、白刃さんは「わかっている」と頷いた。

「さて、どうしたものか。……あぁ、貴殿にもう一度アレをしてもらうのも、手だな」

　いたずらっぽく笑う白刃さんに、俺はげんなりした。

「アレって、オロチの時のでしょ？　勘弁してよ」

「冗談だ。アレはあくまで、極きよく端たんな竜気供給が必要なオロチ状態だからこそ成立したのだ。今のすずみ殿にはさして効くまい。どうあれ、まずは状態を確認せねばな」

　白刃さんは片手に剣を提げたまま、すずみへと歩み寄っていく。

　俺もすずみの状態が気になり、二、三歩遅れて彼女に続いた。

「すずみ殿、気分はどうだ？」

　あと数歩の距離で止まった白刃さんが呼びかけると、すずみはゆっくり顔を上げた。

「うぅ、最悪だよ。せっかく白刃ちゃんとこうちゃんが揃そろって目の前にいるのに、どっちも食べられないなんて生なま殺ごろしだよ。ねぇねぇ、白刃ちゃん、放してくれないかな～？」

「そうしてやりたいのは山々だが、今の貴殿の状態では放してはやれぬな」

　すずみの瞳は相変わらず朱く輝いていて、未まだ暴走状態を示していた。

　それより、すずみは今気になること言ったぞ。

「どっちも食べられない」だって？　こいつ、白刃さんにも食欲を示しめしてるぞ。

　すずみが俺以外にハッキリ食欲を示したのって、初めてじゃないか？　「好きだから食べたい」という与よ太たは間違いで、俺だけが食料に見えるわけじゃないのか？

「でも、白刃ちゃんって本当に良い香りがするなぁ。甘くて、芳ほう醇じゆんで……すっごくお高いお料理みたい。生まれの違いかなぁ？　こうちゃんは大好物のお総そう菜ざいとかジャンクフードって感じでガツガツ食べたくなるけど、白刃ちゃんは高級でお上品で、一口をじっくり味わいたくなるよぉ。うへへへ……二人とも、甲こう乙おつつけがたいなぁ」

　恍こう惚こつとした顔で何言ってんだこいつ。怖ぇよ。

「褒ほめてくれておるのだろうが、あいにくと儂は貴殿の食卓に供きようされるつもりはない」

「そう？　それはとっても残念だよ…………けどさっ」

　突とつ如じよすずみの翼が展開し、大きく羽ばたいた。鎖がギシッと大きく軋きしみをあげる。

　サッと距離を取る白刃さんの前で、すずみは牙をむき出して笑った。

「逃げる高級食材のおどり食いっていうのも、なかなか乙だと思わないかなっ？」

　炎の翼が大きく羽ばたき、その推すい進しん力りよくで絡みついていた鎖が引っ張られる。

　引かれた鎖は簡単に千ち切ぎれ、すずみは一直線に白刃さんへ飛びかかった。

「くっ、間に合わせでは封じることも叶わぬか」

　毒づきつつも、白刃さんは転がってすずみの突進をかわした。

「やるねっ！　でも、まだまだぁっ！」

　すずみは地面に両手の爪を立てて急制動をかけ、そのままつかんだ地面を軸じくに無理矢理反転、体勢が崩れたままの白刃さんに再び襲いかかった。

「白刃ちゃん、覚悟だよっ！」

　攻撃の成功を確信したすずみが笑った。しかし、

「仕方ない。では、少しばかり血を抜かせてもらおうか」

　眼前に迫る捕食者に対して、白刃さんは低い姿勢のまま剣を構えた。

　すずみが斬られる――そう思った時には、俺の足は駆け出していた。

「あわっ、こうちゃんっ!?」

　俺はすずみの正面に飛び出し、抱きつくように体当たりをした。

　よく間に合ったな。自分でも感心するほどタイミング良くすずみを受け止め、その直後、背中に白刃さんの斬撃を受けた。

　これまでの人生で感じたことのない感覚が、一直線に背中を走る。

「鋼平っ？」「鋼平殿っ！」

　二人分の悲鳴が聞こえ、背中の違和感が、ジワジワと熱さと痛みへ変わっていく。

　背中が、雨ではない何かで濡れていく。痛い。これが斬られるってことか。

　情けないことに、痛みと恐怖で足から力が抜ける……が、俺は倒れなかった。

「こうちゃん、急に飛び出してこないでよ、ビックリしたでしょ？」

　崩れ落ちそうになる俺を、すずみの手が支えていた。良かった、すずみは無事か。

　見上げると、その双眸には未だ朱い狂気が光っている。

「ダメだよ、こうちゃんの美味しい血がこぼれちゃうよ？　もったいないなぁ」

　どうやら背中に回した手に血がついたらしく、すずみは俺を片手で抱きしめたまま、空あいた掌てのひらをなめ始めた。いかん、俺、やっぱりけっこう出血してるっぽいな。

「あはっ、甘ぁい。血だけでこんなに美味しいんだもん、お肉も一緒に食べたら……」

　そこで、すずみは目を見開いた。

「え……食べ、る？　血？　え、えぇっ？　わ、わたし……何を……？」

「すずみ、ようやく正気に戻ったか……よかった……」

　そこで気が抜けたのか、血が抜けすぎたのか、俺は目を開けていられなくなった。

「うそ、え……やだ……噓でしょ？　こうちゃん、目を開けてよ！」

「ちょっと、しっかりして鋼平！　鋼平ってば！」

　蓮華の声がまた鼻声になっている。

「なんという無茶をするのだ!?　隆臣、すぐに高たか山やま教諭と大おお竹たけ殿へ連絡を！」

　白刃さんも慌てているが、すずみや蓮華よりずっと冷静らしかった。

「すずみ殿、いったんうつぶせに寝かせるのだ。まずは傷の様子を見なければ」

「あ、う、うん……あぅっ！　こうちゃん、血が……こんなに」

　濡れた地面の上に、俺は慎重に寝かされた。

　すずみの様子からして、俺の背中はえらいことになってるらしい。痛いわけだ。

「すまぬ鋼平殿、服を破るぞ。痛むかもしれぬが、辛しん抱ぼうしてくれ」

　ビリビリと制服とシャツが破られ、肌が直接空気に触ふれる。

「こ……これは……いったい、どういうことだ？」

　白刃さんが息を呑んだ。あ、なんか気が遠くなってきた。

「あぁうぅ～～っ、こうちゃん、血がいっぱい～～」

　すずみの悲鳴に、ますます気が遠くなる。……そうか、俺はもう危険なんだ。

「こうちゃん！　やだ、死んじゃやだよっ！　しっかりしてっ！」

「すずみ、泣くなよ。俺は、おまえが無事で、よかったよ……」

「うぇえええんっ！　こうちゃぁ――んっ！」

「やめなさいよ鋼平、あ、あんたが死ぬわけないじゃない！　ねぇ、冗談でしょ？」

「蓮華、悪いけど冗談じゃないんだ。……特訓付き合ってもらったのに、無駄になっちまった。悪かったな、それから、ありがとう」

「お、お礼なんてやめてよ！　ホントに死ぬみたいじゃない！」

「こうちゃん、こうちゃん、こうちゃぁあああ――――んっ！」

　こんなに悲しんでもらえるなら、俺の人生も、そう悪くはなかったかな……。




「あー……盛り上がっているところを申し訳ないのだが、鋼平殿、貴殿の傷はそれほど深くはないぞ。……いや、むしろ浅い。有あり体ていに言えば、かすり傷だ」




「「「へ？」」」

　かすり傷？　いや、噓でしょ？　だってこんなに痛いのに。

「噓ではないぞ？　ほれ、血を流してやれば……こんなものだ」

「冷たっ！　ちょ、やめてよ白刃さん」

　チョロチョロと水をかけられる感触に、俺は体を起こしてしまった。

　……あれ？　案外普通に動けるな。

「こうちゃん」「鋼平」「……」

　恐る恐る上げた視線は、三対の抗議の視線に迎えられた。……怖い。

「えぇっと～～……ホントに、かすり傷？」

「あぁ、間違いない。皮膚の表面が少々切れておるだけだ。時とき折おり、紙の端で指先を切ることがあろう？　傷の深さはあの程度のものだ。出血はしておるが、太い血管を傷つけた様子もない。ただ毛細血管を切っただけであろう。つばでもつけておけば治る」

　呆れた頑がん丈じようさだ、と白刃さんはため息を吐いた。

「へ、へぇ～？　そうなんだー。いやーよかったなぁー、あははは」

　笑って誤ご魔ま化かそうとした矢先、俺の耳が引っつかまれた。

「かすり傷で大げさに騒がないでよっ！　この、大バカッ！」

「ご、ごめん。いや、でもね、俺的にはすごく痛かったんだよ。そう、ホントに生まれて初めての痛みというか……あ、そういえば、俺切り傷って初めてかも」

　考えてみたら、これまでの人生で肌が切れたことなんてほとんどない。もしかしたら、すずみの嚙みつき以外じゃ、これが初ってことになるかも。

　だからあんまり血が出たこともなくて、自分の血ってちょっと苦手。

「なるほど、それであれほど大げさに騒いだわけだ。まったく人騒がせな」

「あんたねぇっ！」

「だ、だからごめんってば！　すずみもごめん……って、おまえ何やって」

　いつの間にか、すずみが俺の背中に回っていた。そして――。

　ぺろん。

「うひゃあっ！」

　背中の傷を、温かく柔やわらかなものがなぞっていった。これって、なめられてる？

「あむ……んちゅ……はぁっ……んむぅ……」

　熱い息づかいと湿った舌の感触が、俺の背中を這い回る。あぁうぅ。

「ちょ、ちょちょちょちょっ、ちょっと！　すずみん、あんた何やってんのよ！」

　蓮華がすずみを引っぺがしたらしく、魅み惑わくの感触が遠ざかった。

「ぷはっ……何って、白刃ちゃんが『つばでもつけとけば治る』って言うから」

「ホントになめてどうすんの！　あれは比ひ喩ゆ！　大したことないって意味なのっ！」

「え、えぇ――っ？　そうなの？　でも、子供のころお母さんが傷なめてくれたし」

「それは子供相手だからよ！　だいたい、なめたからって傷が……って、え？」

　痛ててっ！　突然、蓮華が乱暴に俺の肩をつかんだ。

「噓でしょ？　き、傷が、治ってる……？」

　噓だろ？　でも、そう言われてみれば痛みがなくなってる。

「どういうこと？　すずみん、あんたこんなこと出来たの？」

「さ、さぁ～？　わたしも人の傷をなめたのなんて、初めてだから」

「ふむ。どうやら、すずみ殿の謎が一つ増えたらしいな。……これは要報告だ」

　みんなが騒いでいる中、俺はため息を吐いて空を見上げた。

「あ、晴れてる」

　いつしか雨は上がり、雲間からは星空が覗のぞいていた。

　長い雨の季節が、ようやく終わろうとしていた。




　　　　　◆




　翌日の早朝、すずみ本人や『しつけ隊』、そして富士と龍道派関係者が生徒指導室に集められ、高山先生から処分が発表された。

「――は？　お咎とがめなし、ですか？」

「あぁ、そうだ。なんだ白石、おまえは穂ほ村むらが処罰された方がいいのか？」

「そういうわけじゃ、ありませんけど」

　被害は数本の並木が焼失したことと、俺と大地、蓮華の軽傷。

　比較的軽けい微びな被害だったとはいえ、暴走は暴走だ。いったいどんな処分が下されるのだろう。ひょっとして、今度こそ別の施し設せつに移されるのでは？

　そう戦々恐々としていただけに、高山先生の言葉は意外だった。

「っつーか、下手に処分を下せないってのがホントだな。穂村の立場は、前回のオロチ騒動のせいで最初登龍門に来た時とは全く別になっちまってんだ。面倒なことにな」

　高山先生が吐き捨てると、大竹さんが後を受けた。

「鋼平さんが懸け念ねんされてるのは、すずみさんの別施設への移動でしょうけど、それはもう事実上出来ない話なんですよ。詳くわしいことは省はぶきますけど、現状ですずみさんの存在には陸軍の龍道派と同盟派の勢力争いやら、富士の開国派と鎖さ国こく派による政争やら、政治的思惑や組織間の利害が複雑に絡からみすぎてまして。関係機関の一つでしかない登龍門一校の意向だけじゃ動かせないんです。そんなことしたら、富士と陸軍がそれぞれ真まっ二ぷたつになって争いを始めちゃうっていう、そんなレベルなんですよ。ね？」

　大竹さんは重そうな話を軽～く話し、白刃さんにウィンクした。

「う、うむ。その通りだ。だが大竹殿、何故貴殿は我が国の政争まで知っておる？」

　白刃さんは薄気味悪そうに大竹さんの話を追認した。そんなレベルの話なのか。

「すごいな、すずみ。おまえは陸軍と富士政界に影響を与えてるらしいぞ」

「すごいね、わたしには何のことかさっぱりわからないけど」

「安心して、あたしにもわかんない」

「右に同じです」

「……以下、同文」

　おかげで俺達子供は置いてけぼりだけど。

　まぁ、政治的判断だろうと何だろうと、俺としてはラッキーな結果だ。

　これで、少なくともすずみが突然登龍門外に出される懸け念ねんは減ったんだから。

「……でも、私達が考えるべきことも、ある」

「そ、ね。すずみんの今回の暴走、原因がわかんないし。あとは、新能力とかね」

「そうですね。僕も、傷をなめて治せる竜なんて、聞いたこともありません」

　三人の視線がすずみに向けられ、続いて霧生さんが俺に視線を向けた。

「なんで俺を見るの？　わかんないのは一緒だよ」

「……それは、わかってる。でも、白石くんにならわかることも、ある。ううん、これは、白石くんにしか、わからないこと」

　霧生さんはまっすぐ俺を見た。なんだろう、いつになく真剣だぞ。

「……穂村さんになめられて、気持ち良かった？」

　次の瞬間、蓮華の本気のツッコミが霧生さんを捉えた。




　何はともあれ、今回の暴走で改めてわかったのは、すずみを放ってはおけないこと。

　あいつの近くで、もっと注意深くしていれば、暴走も防げたかもしれないんだ。

　だから、すずみの壁役を大地には任せておけない。

　俺がやらなきゃいけない。勝って、なんとしても取り戻す。

　そして、壁を取り返すための対決は、もう明日に迫っていた。










　　　第五章　立つべき、場所







「みなさま、おっ待たせいたしましたぁあああああぁ――――――――――――っ！」

　武道館中に、拡声された大おお早さ波わ先輩の叫びが響き渡る。

　ついに梅つ雨ゆ明あけ宣言もなされた、七月最初の土曜日。

　再び開催された『すずみんをしつけ隊壁争奪戦』を見るために集まった生徒は、またしても中央武道館二階を埋うめ尽つくしていた。

「あの衝撃の結末から早二週間……ついに、ついに再戦の日がやって参まいりました！

　さぁ、盛り上がってるかおまえらぁああああああああああああ――――――っ！」

『イェ――――――――――――――――――――――――――――――――ッ！』

　大早波先輩も会場も、ボルテージは最初から最高潮だ。

「それではっ！　対決に先立つもの第一弾！　今回の戦いを実況席から共に観戦してくださるお二人をご紹介いたしましょうっ！　まずはみなさま当然ご存知、前回、今回共に、ある意味対決の賞品とも言えるこの方、穂ほ村むらすずみさんで――すっ！」

「どうもみなさん！　ただいまご紹介に与あずかりました穂村すずみですっ！」

『す――ずみ――――――んっ！』

「さすがの人気です！　これはお二人も奪うばい合あいたくなることでしょうっ！　……さて、お次はこの方、全国選より抜ぬき登とう龍りゆう門もん生の中にあって、本年度首席入学の超優等生にして地元名家のお嬢様！　玉ぎよく組委員長、霧生きりゆう雫しずくさんで――すっ！」

「……どうも」

『霧生さ――――んっ！』

「登龍門のメガネスキーから熱烈な支し持じを集めていると噂の霧生さん、こちらも人気です！　さて早さつ速そくですが、霧生さん。今日のお二人の戦い、どのように予想されますか？」

「……戦いに、興味はない」

「はい、この人ここへ何しに来たんでしょう？　不本意ながらしばらく放送席のマイクを切りまして、お説教タイムに入ります！　しばしお待ちをっ！」




「今さらだけど、みんなよく来るもんだなぁ」

　どんな状態かと入場口から窺うかがってみたけど、会場の熱狂でかえって冷静になった。

「いいんじゃない？　みんな楽しんでるんだからさ」

「そういうもんかねぇ？」

　ため息混じりに白しら刃はさんの方を見ると、

「や、やはり人が多いな。いかん、何な故ぜか儂わしが緊張してきたぞ」

　一人だけずいぶんと可愛らしい反応をしていた。

　今日の二人は俺のトレーナーとして会場に入っている。

　試合中も近くから声援やアドバイスを送ってくれる。心強い限りだ。

「だが、実際に戦うのは貴き殿でん一人だ。そう多くのことはしてやれん」

「だけど、あたし達はちゃんと見てるし、応援してる。それだけは覚えときなさい」

　二人がこちらをまっすぐ見ている。俺は表情を引き締めて頷いた。

「了解です、コーチ！　なんてな」

　俺達は互いに頷き合い、戦いの場である試合場へ視線を戻す。

　何かの演出か。いつの間にか会場内は暗幕を閉め、照明を落として暗くなっていた。

「ではではではっ！　対決に先立つもの第二弾！　知らない方はおられないとは思いますが、お二人の因いん縁ねんを再確認いたしましょうっ！　それではＶＴＲスッタートッ！」




『……だからさ、頼むよ。優しいすずみに戻ってくれよ！　俺はおまえの、あのぽや～んとした笑顔が見たいんだ！　おまえの笑顔が大好きなんだよ！』




「うぎゃぁあああああああああああああああああああああああああぁ――――っ！」

　完全な不意打ちに、俺は悲鳴をあげてしまった。

「うっわ～～……ここでアレを流す？　あの先輩、良い性格してるわ」

「あの御ご仁じん、間違いなくわかってやっておるのだろうな」

「すずみんは静かね。あ、白目むいてる。当然の反応ね」

「対して、隣の雫殿は非常に満足げだな。どうかしておる」

　コーチ陣はげんなりした顔で会場を覗いていたが、会場は盛り上がっている様子。

「くそぅ、対戦前にこっちの精神を削けずりに来るなんて……」

　変な動どう悸きまでしてきた気がする。こんな状態で試合なんて出来るのか、俺？

「大丈夫か、鋼こう平へい殿？　何やら顔色が優すぐれぬが……と、言わずもか」

「まぁ。もともと試合が不安だってのに、余よ計けいな緊きん張ちようまでしてきたね」

　白刃さんは、ちらりと会場を振り返って苦笑した。

「ふむ、そうだな。……鋼平殿、では儂からの激げき励れいも込めて、古来より富ふ士じに伝わる、勝利を引き寄せる『おまじない』をしてやろう。効果は折り紙つきだぞ？」

　またずいぶんと可愛らしいことを言い出す子だね。得意げな顔も微笑ほほえましい。

「へぇ？　いいじゃない鋼平、やってもらいなさいよ」

　蓮れん華げも同じような感想を抱いたのか、柔やわらかい表情だ。

「む、二人ともなんだその目は？　さては疑うたがっておるな？」

「いやいや。せっかくの申もうし出でだし、お言葉に甘えるよ」

　たとえ効果がないにせよ、誰が困るわけでなし。

　無む下げに断って、わざわざ白しら刃はさんの機嫌を損そこねることもないさ。

「うむ、甘えるが良い。では鋼平殿、少し屈かがんでくれるか？」

　言われるままに、少しだけ前屈みになる。

「このくらいでいい？」

「うむ。では、しばし動かんでくれよ」

　俺が頷くと、白刃さんは俺の額ひたいに指先を当て、何やら呪文めいたものを唱となえだした。

「……い、意外に本格的ね」

　後ろで蓮華が驚いているが、俺も同感。でも考えてみたら、富士って神しん技ぎを平気で使うお国柄だしなぁ。これは案外、効果が期待出来るかも。

　呪文らしきものが終わり、指先が額を離れる。あぁ終わったのか、と思った時、

　ちゅっ。

　不意に白刃さんの顔がアップになり、額に柔らかな感覚が触ふれた。

「え？」「なぁっ!?」

　予想外の事態。俺が愕がく然ぜんとしていると、白刃さんはすぐに離れていった。

　こ、これってまさか、いわゆるひとつの「でこちゅー」というヤツでは……？

「ふぅ、これで完了だ。あとは本番に……ん？　どうした二人とも？」

「い、いやどうしたって……ドキドキしてるけど」

「……？　鋼平殿、何故照てれておるのだ？」

「い、いきなり何してんのよ白刃っ？」

　真まっ赤かになった蓮華が、すごい勢いで白刃さんに迫った。

「何を突然怒っておるのだ？　儂はただ、おまじないをしただけであろうが」

「はぁ？　おまじないって、今のが？　そ、そうなんだ……ごめん、勘違いした」

　白刃さんの態度に蓮華は勢いをなくし、ますます頰を赤らめてうつむいた。

「うむ。……鋼平殿。蓮華はどうしたのだ？　儂は何かまずいことをしたのか？」

「いや、全然まずくないよ。むしろ俺は非常においしかった！　やる気百倍だ！」

「そうか？　ならば良いのだが……ようわからんな」

　ふ、ふふふ。勝利のおまじないか、すばらしい効果だ。俺の戦意は高まった！

「単純ね。あれだけでテンション上がっちゃうんだ？」

　蓮華の言葉は非ひ難なんっぽく聞こえた。

「あぁ、上がっちゃうね！　最高のおまじないだ！」

「ふーん。そうなんだ」

　横顔に強い視線を感じる。でも、その視線からトゲは感じなかった。

「……じゃ、もっとテンション上げてあげる」

「へ？」




　ちゅっ。
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　どういうこと？　と聞き返すより早く、俺の頰ほおに温あたたかくて柔らかい感触が……って、

　え、えぇえええええええええええええええええええええええええええええええっ!?

　俺は呆ぼう然ぜんと大口を開けたまま、首だけ回して蓮華を見た。

「ぷっ、変な顔」

　ただただ蓮華を見つめていると、蓮華は真っ赤になって視線をそらした。

「そ、そんなに驚かないでよ。今のは……その、あれよ、あれ！　ほら、この間あんた言ったじゃない？　叩たたく代かわりにキスしてくれ、って。でも、あの時はなんかうやむやになっちゃったでしょ？　だから、おまじないついでって言うか……と、とにかくっ！　他意はないの！　今のはおわびとおまじないのキスなの！　わかった？」

「あ、あぁうん。わかった」

　最後は怒ったように言い切られたから、こっちも頷くしかなかったわけで。

　不思議な感かん慨がいが湧き上がる中、俺の入場を告つげるアナウンスが聞こえてきた。

「さぁ、行くわよ鋼平っ！　あんたなら勝てるわ！」

「うむ、特訓の成果を見せる時だ」

　二人のコーチに背を押され、俺は光の中へ踏み出した。




　　　　　◆




「はぁ――いっ！　対戦者お二人に入場していただきましょうっ！　まずはこの方！　前回の対決でまさかの判定負けを喫きつし、雪せつ辱じよくと愛の奪だつ還かんに燃える男！　チャレンジャーにしてリベンジャー！　鋼こう鉄てつの男、白しら石いしぃい――こぉお――へぇえ――――っ！」

　意を決して入場口をくぐると、スポットライトと大歓声が浴あびせられた。

「下を向くんじゃないわよ鋼平っ！　さぁ、胸張って行きなさい！」

　ドンと背中を押す手に頷き返し、俺はまっすぐ前を向いた。

　前回と同じように、観客席からは温かな拍手と歓声が届く。

　後ろには、信じて送り出してくれた二人の友達がいる。

　何を怖がることがある？　そうとも、何もありゃしない！

　武道館中央の試合場。

　二週間前、同じ場所で失った、しつけ隊の壁という立場。

　奪うばわれた、なんて言うつもりはない。あの時、俺は自分で放ほう棄きしたんだ。

　自分であっさり捨ててしまった。それを惜おしいとさえ思わなかった。

　けど、今は違う。今の俺は、『すずみんをしつけ隊』の壁役がほしいと思っている。

　すずみの隣で、蓮華やみんなの近く。もう一度あの場所に立ちたいと願っている。

　そのために戦う準備と覚悟がある。……だから！

「さあ、出てこいよ大だい地ちっ！　しつけ隊の壁役、今この場で返してもらうっ！」

　俺は初めて自分の意志で『すずみんをしつけ隊』の壁役、白石鋼平になるんだ！

『おぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお――っ！』

「お、おぉ――っと！　意外や意外、鋼平さんからまさかの宣せん戦せん布ふ告こくだ――っ！」

　会場が揺れ、大早波先輩の驚嘆が響き渡る。

「うわ――いっ！　こうちゃんカッコイイ――――ッ！」

　すずみ、その評価はちょっと待ってくれ。俺が勝ったら、もう一回聞かせてくれよ。

「では、もう一人の主役に登場していただきましょう！　鋼平さんの前に立ちはだかり跳はね返かえさんとする大いなる『壁』！　小さな巨人、大地――っ、いわぁーお――っ！」

　歓声とスポットライトが反対側の入場口へと向けられが、そこには誰もいなかった。

「あ、あら？　巌いわおさ――ん？　入場ですよー？　どちらですか――？」

　困こん惑わくした大早波先輩に様子に、会場がざわつきだした。




「ふ、ふふふふふ……はぁ――っはっはっはっはっはぁ――――っ！」




　その時、どこからともなく高笑いが……って、あいつまたかっ！

「あっ！　あそこだっ！　天てん井じようっ！」

　誰かの声に、全員の視線が天井に向けられた。

「な、なんとっ！　どうしたことだ、巌さんが天井に逆さに立っているぞ――っ！」

　そう、あいつは俺達の真上、武道館の天井に張り付いていたのだ。

「なるほど。むき出しの鉄てつ骨こつに、操った土を引っかけておるのか」




「ほざいたな白石鋼平！　キサマの野望、オレ様が打ち砕くだいてくれるわっ！　とうっ！」




　かけ声と共に大地は天井を離れ、クルクル回転しながら舞い降りる。

　そして、ドーンと派手な音を立てて着地した時、大地はもう土の鎧を纏っていた。

「さぁ、勝負だ白石鋼平っ！　オレ様とキサマ……すずみ様にふさわしいのはどちらか、すずみ様への愛がより深いのはどちらか……ここで決着をつけようではないかっ！」

　ビシッと伸ばされた鎧の指先は俺を指し、鋭くつり上がった両目は俺をにらむ。

　こちらも大地の両目をにらみ返し、ハッキリと言い返した。

「それは割とどうでもいいっ！」

「ひどいっ！」




　　　　　◆




「そんじゃ、両者前へ」

　審しん判ぱんの高たか山やま先生に促うながされ、俺達は開始線まで歩み出た。

　真っ正面には、完全武装の大地が立ち、まっすぐ俺を見すえている。

　もうすぐ試合が始まる。特訓の日々が脳のう裏りに浮かび、胸が高たか鳴なるのを抑えられない。

「お互いに、礼」

「「お願いします」」

　俺達は互いに一礼を交かわし、構えを取る。

　すぅ……ふぅ……すぅう……ふぅう……。

　高まる緊張を抑えるように、呼吸は深く、穏おだやかに。

　集中力を高めるために、蓮華達からのアドバイスを思い出す。

『いい、鋼平？　大地はたぶん最初から全力で来るわ。その最初の一撃、絶対にカウンターを入れなさい。無む警けい戒かいなうちにダメージを与えられなきゃ、勝ち目はないわ。もし外して、警戒されたらもう何も出来ない。だから、絶対に入れなさい。いいわね？』

　初撃の重要性か。たしかに蓮華の言う通りだ。でも、俺に出来るかな？

　蓮華の言葉を思い出していると、蓮華にキスされた右の頰が熱くなってきた。

　……あー、いかん。集中しろ、俺。こ、ここは白刃さんの助言を思い出すんだ。

『自分を信じろ、鋼平殿。貴殿なら必ず出来る。……儂のおまじないもあるからな』

　記憶の中、白刃さんの笑顔を思い浮かべていると、艶つややかな唇に意識が……。

　だからダメだってば！　忘れろ忘れろ忘れろ。煩ぼん悩のう退たい散さん、煩悩退散！

　なんて、忘れようとすればするだけ意識してしまうわけで。

　右の頰に触ふれた蓮華の唇を思い出すと、全身の鋼化が切れてしまいそうだし、反対に、白刃さんの唇が触れた額からは、ピリピリとしびれるような感覚が広がっていく。

　うぅー……もういいっ！　こうなりゃ、こっちのピリピリに集中だ。

　なんとなく、感覚が鋭するどくなったような気がするし、へニャるよりマシだろ。

　俺は必死で額のピリピリだけに集中し、眉間に力を入れて大地をにらんだ。

「始めっ！」

　高山先生の声に続いて、大地が床を蹴った音が響いた。

　蓮華の予想通りだ。一撃で決めようとしているのか、一直線に向かってくる。

　練習の成果か、大地の動きがハッキリと見える。蓮華より、はるかに遅いっ！

　右手を大きく振り上げての全力パンチ。こっちが反撃する可能性をまるで考えていない、無警戒な攻撃だ。カウンターを狙うなら、これ以上ないチャンス！

　相打ち狙いが基本って話だったけど、これならその必要もないっ！

　ガゴォン！

「ぐはっ？」

　鈍い音と苦く悶もんの声、そして右腕を震わせる、かつてないほど明確な手て応ごたえ。

　それら全てが、俺のカウンターが完全に決まったことを教えてくれた。

「うりゃあっ！」

　大きく踏ふみ込こんだ勢いのままに、全力を込めた右腕を振り抜く。

　メキメキと鎧の砕ける感触が伝わってくるのと、大地が床に叩きつけられたのはほぼ同時。砕けたフェイスガードの破は片へんが舞い、硬質な音が武道館に響いた。

「こ、これはお見み事ごと！　開幕一番、鋼平さんのカウンターがクリーンヒット――ッ！　完全に入りました、これは効いたか――っ？」

「こうちゃんすっご――いっ！」

「や、やった鋼平！　ホントに決めたっ！」

　あちこちから歓声が聞こえる。前を見れば、大地が数歩離れたところに倒れていた。

　頭部を覆おおった土の兜かぶとは、その左頰が大きく欠かけている。

　バクバクと高鳴る鼓こ動どうに合わせ、未いまだ打撃の感触が残ったままの腕が震ふるえる。

「ぷはぁっ！　はぁ……はぁ……はぁ～～……っ。や、やった……」

　いつの間にか止めていた呼吸を再開すると、思いの外ほか大きな音がした。

「いかん、気を抜くな鋼平殿っ！　まだ終わってはおらんぞ！」

「え？」

　白刃さんの言葉を理解した時には、もう大地は立ち上がっていた。

　割れた兜の間から、怒りに燃えた瞳が見える。

「や、やって……くれたなキサマ……まさか、カウンターなど狙っていたとは」

　大地は口元を拭い、ぷっとつばを吐き捨てた。足下に、血に濡れた歯が転がる。

「だがな、わかってしまえばそれまでだ。……二度目はない」

　大地は割れた兜を放り捨てると、その下の軍帽を目ま深ぶかに被り直した。

　それと同時に土の鎧は形を崩し、鎧を構成していた大量の土が全て腕へ移動する。

「な、なんだよそりゃ」

　出来上がったのは、大地の体に似つかわしくない巨大な土のガントレット。

　巨大化したその腕は、明らかに俺がカウンターを狙えるリーチを超えている。

　やばいぞ。俺を見上げる大地の目に、もう油断の色がない。

「名付けて、エアデ・パンツァーファウスト。……では、行くぞ」

　ズドンと、土ど手てっ腹ぱらにすさまじい衝撃が襲った。

「ぐぇっ」

　俺の口から苦く悶もんが漏れ、激しい痛みに体が折れ、下がった顎あごを下から突き上げられた。

　俺がハッキリと認識できた攻撃はそこまで。

　あとはただただ、一方的に殴られ続けたということしか覚えちゃいない。

　何発かは腕でガード出来たものの、すさまじい勢いで間かん断だんなく襲ってくる巨大な拳を全て防ふせげるはずもなく、俺は殴られるままに右へ左へよろめいた。

　体の感覚はとうになくなっていて、なんで立ってるのか自分でも不思議だった。

「よくぞここまでオレ様の攻撃に耐たえた！　だが、これで終わりだっ！」

　ほとんどの感覚が薄い中、何故か目だけはハッキリ見えていた。

　だから、大地が止とどめと振り上げた拳もスローモーションのように見えた。

　とは言え、見えているだけで回避出来るわけでも、防御出来るわけでもない。

　――――ッ！

　その時、どんな音がしたのかわからない。たぶん、すごい音がしたんだろうけど、とにもかくにも俺は殴り飛ばされ、床に転がった。

　……天井が見える。ということは、俺は仰向けに倒れているらしい。

　俺の好きなボクシング漫画に「強烈なパンチ食らうと気持ち良くなって眠くなる」なんて描写があったっけ。なるほど、こういう感覚なわけだ。これは眠い。

　何か大事な用事があった気がするけど、眠すぎてどうでもよくなってきた。

「……っ！　……っ！」

　誰かが叫んでる。誰かの名前を呼んでいるっぽい。

「……ぃっ！　……うへいっ！　こうへいっ！　起きて、鋼平っ！」

　こうへいさーん、呼ばれてますよ？　早く応えてあげて。うるさくて寝られないし。

「起きろっつってんでしょうが、バカ鋼平っ！」

　ズバァ――ンッ！

「おわぁっ、落雷っ？」

　間近でものすごい音がしたので、俺は慌てて飛び起きた。振り返って見ると、結界間際の床が焼やけ焦こげていた。……うおお、誰だよ結界外で竜気力使ったバカは？

「お、おぉ――っと！　鋼平さんが立ち上がったぁ――っ！」

「た、立った！　こうちゃんが立った！」

『うおぉおおお――っ！』

　歓声に振り向くと、二階観客席がものすごく盛り上がっていた。何事だ？

「何を突っ立っておるのだ鋼平殿、前を見ろ！　次が来るぞ！」

　白刃さんの焦った声に前を見ると、でっかい拳が迫っていた。

「うわわっ！」

　慌てて両腕を上げ、なんとか防ぐ。衝撃に体が浮き、結界に背中が当たった。

「おまえはどういう構造をしとるのだ、何故立てる？　何故まだ防げる？」

「はぁっ？」

　状況がよく……って、あっ！　そういえば試合中だった！

「鋼平、目が覚めたんなら聞きなさい！　あんたは顎に良いのもらって軽い脳しんとう起こしただけで、ダメージは大したことないはずよ！　ビックリするくらい外見が変わってないから間違いないわっ！　ちゃんと呼吸して、ちゃんと鋼化しなさいっ！」

　蓮華に言われて、まともに呼吸していないことを思い出す。

　そうだ、慣れない攻撃がうっかりキレイに決まっちゃったもんだから、舞い上がって呼吸を乱してたんだ。と、とにかく呼吸だ呼吸！

「どぉおりゃああっ！」

　再び大地の連撃が襲ってくる。ガードの上から叩きつけ、ガードしていない部分も打ち上げてくる。的てき確かくに急所も突いてきてるんだろう、こりゃ痛い。

　……だけど、こんなのただ痛いだけだ。普段食らってる蓮華の打撃＋電撃のラッシュやら、すずみの全開ブレス食らうこと考えたら、まだかわいいもんだ。

「こ、これはすごいっ！　鋼平さん、怒ど濤とうのラッシュにも全く怯ひるんでおりませんっ！」

「こうちゃん、すごいっ！　あぁ、でも危ないっ！　が、がんばって――っ！」

　後ろから、すずみの応援が聞こえる。

　いつしか俺は放送席の正面に立っていた。

　一階と二階の違いはあるけど、俺はすずみを後ろにかばってる格好なわけだ。

「こんのぉおっ！　いい加減に、倒れろぉおおっ！」

　またしても大振りの攻撃が迫ってくる。

　今度もキッチリ見えてるから、リーチ差はあっても反撃出来るかもしれない。

　けど、俺にはもう反撃するつもりはなかった。

「鋼平何してんの、結界から離れないと危ないわっ！」

　俺はいつから勘違いしてたんだろう？

　俺はすずみのために、誰かをやっつけてまわる騎士様になりたかったのか？

「鋼平殿、大ぶりだ！　よく見ろ、カウンターを取れるぞ！」

　……違う。俺は、すずみの壁だ。壁は人を傷つけたりしない。

　壁の役目は、人と人の間に立って、お互いに傷つけ合うのを防ふせぐもんだ。

「こうちゃん危ない、逃げて――っ！」

「……そりゃ断る」

　だから、壁は絶対に逃げちゃいけない。

　俺はすずみの壁だから、後ろにすずみがいるのなら、どんな状況だろうと、どんな相手が向かって来ようと、絶対にここを動いちゃいけないんだよ。

「すずみ様の愛は……オレ様の物だぁああああああああああっ！」

　あとさ、わかってるか大地？　壁に全力で突っ込んだら、どうなると思うよ？

　ガゴォオンッ！

　武道館中に、その破は滅めつの音が響き渡った。

　それは俺の眉間に大地の拳が直撃した音。

「ば、かなっ！」

　――そして、その拳が粉こな々ごなに砕け散った音。

　ばらばらと土の拳が崩れ落ちていく中、それでも全力で走り込んできた大地の勢いは止まらず……絶ぜつ賛さん全力鋼化中の『壁』に向かって、真まっ正しよう面めんからぶつかった。

「ふべっ！」

　ゴン。

　大地は俺にはね返された勢いで後頭部から床に倒れ……動かなくなった。

『………………』

　予想外な光景だったのだろう。会場は水を打ったように静まりかえる。

「ん～……こりゃダメっぽいな」

　高山先生は大地をのぞき込み、首を振った。

「つーことで……勝者、白石！」

　ピンと伸びた先生の手が、まっすぐに俺を指した。

「き、決まったぁあああああっ！　なんと劇的な幕まく切ぎれでしょうか、まさに大逆転勝利です！　勝者は鋼鉄の挑戦者、白石鋼平だぁあああああああああっ！」

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　大早波先輩が、客席を埋め尽くした観衆が、大きな大きな歓声を上げる。

　俺、勝ったんだよな？　あ、あはは、勝っちゃったよ。噓みたいだ。

「ぷはぁ～～～……」

　口を開けると、風船がしぼむように空気も竜気も漏れ出していく。それらと一緒に、俺の全身から力が抜け、緊張の糸が緩んでいった。

　張り詰めていた緊張が緩めば、思い出すのは体の痛み。

　さっきは気き張ばって「効かない」くらいに思ってたけど、あんだけ硬いもんでボコボコ殴られたんだから、効かないはずがないわけで。俺の全身は打ち身だらけだ。

　あー……もう疲つかれた。勝ったんだし、寝転がってもいいよね。

「こうちゃ――んっ！　おめでと――っ！」

　そんな気分を押しとどめたのは、駆け寄ってくるすずみの姿。

　いつ二階から下りてきたのか、すずみは階段の方から笑顔で近づいてきた。

「これは……みなさま、ご覧下さい。感動の一時です。厳きびしい戦いに勝利した少年のもとへ今、愛いとしい恋人が駆け寄っていきます。なんと美しい光景でありましょう」

　やれやれ。先輩、そんな良いもんじゃないですってば。

「すーっごくかっこよかったよ――っ！」

　でもまぁ、あんな笑顔で走って来られたら、受け止めてやらなきゃいけないよね。

　俺は勝手に座ろうとする足をなだめ、すずみを迎えようと両手を挙げて……。

「やったーっ、鋼平――っ！」

「って、えぇ――っ？」

　突然横合いから飛びついてきた誰かに、思い切り床に倒された。

「い、ててて……いきなり誰だよ、って蓮華？」

「勝った、勝ったよ鋼平っ！　すごかった！　がんばったわね、もう最高だった！」
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　俺を押し倒した蓮華は、そのまま興奮した様子でギュウギュウ抱だきしめてきた。

　何だろ、この状況？　なんか柔らかかったり良い匂いがしたりで、個人的には非常に幸せなんだけど……どうしよう？　ここって公衆の面前もいいとこだし、しかも、すずみがすんごい目で俺達を見下ろしてんだけど。

「あぁうぅ……ひどいよ蓮華ちゃん！　今のはわたしがこうちゃんに飛びつく流れだよ！　せっかく二階から走ってきたのにーっ！　ずーるーい――っ！」

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉ～～～～～～～～っ』

「へ？　あ、あれ？　……あぁっ、あたしは何を……わわっ！」

　すずみの子供みたいな抗議と会場の声に、蓮華は瞬時に立ち上がった。

「ち、違うのすずみん、聞いて。これはその、別にあたしは鋼平に抱きつきたかったとか、そういうんじゃなくて、ただ、テンション上がってわけわかんなくなったって言うか、横顔見てたら我慢出来なかったというか……え、と、あのその……はうぅっ！」

　何やら一人で大騒ぎした後、蓮華は真っ赤なまま走り去っていった。

「えぇ～～っと？」

　立ち上がり、走り去るその背中をぽかーんと見送る。

　蓮華、どういうつもりだ？　こんなトコで抱きつくとか、さっきのキスとか……うぅ、俺のドキドキはどうしてくれるんだよ？

「むぅ、こうちゃんってば、こっちを見なさい」

「あいだっ！　く、首を回すなよ」

　すずみがいきなり、俺の首を自分に向けた。そして、

「だって～……ホントはわたしが一番にするはずだったのにな、勝利のハグ」

　そのままギュ～ッと俺に抱きついてきた。

「別に順番はどうでもいいだろ？」

「順番は大事だもん。こうちゃんはわたしの壁なんでしょ？　だから、こうちゃんの一番近くは、絶対わたしの場所なんだよ！」

　ふくれっ面つらで抗議してくるすずみに、俺は苦笑を返した。

「壁って、そういうもんなのか？」

「そーゆーもんなんだよ。だから、一番近くのわたしには、こうちゃんに一番に寄りかかる権利と、こうちゃんを一番に労いたわってあげる責任があるんだよ」

「わかったから、マジで離れろって。これ以上は学校生活に影響がだな」

　俺がすずみのデコを押して引きはがそうとすると、すずみはその手を払いのけ、

「ちっちっち！　観察眼が甘いよ、こうちゃん。周りをよ～く見てみたまえ」

　はぁ？　と一応周りを見回すと、武道館中に白いモヤがかかっていた。

　いつの間に、こんなスモークが？　客席どころか、白刃さんや先生の姿も見えない。

「ど、どういうことでしょう？　せっかくこれからお宝シーンという時に、会場内に不可思議なモヤがかかっております！　これは一体、何事だ――っ？」

「……これ以上は、目の毒。素人には、オススメ出来ない」

　放送席からのやり取りに続き、客席からも不満が上がったようだ。

「これって、まさか霧生さんのしわざか？」

「そうだよ。わたしだってバカじゃないもん。下りてくる前に、雫ちゃんに頼んどいたんだよ。『こうちゃんトコ行くけど、恥ずかしいから霧で見えないようにして』って」

　得意げに種たね明あかしをして、すずみはもう一度ギュッと引っ付いた。

　なるほど、こいつなりに考えたってことか。そうまでして俺に引っ付きたいのかね。

　うれしそうに抱きついているすずみを見ていたら、文句を言う気も失せていた。

「わかったわかった、もう好きにしてくれよ」

「うんっ、素直でよろしい。……あ、こうちゃん、ここ切れてる」

　すずみの指先が、俺の唇の端っこに触れる。

「痛っ！　バカ、ケガしてるところを触るな！」

「ご、ごめん。……うぅ、血がにじんで、痛そうだよ」

「まぁ、ちょっとはな。だけどこんな傷、なめて唾つばでもつけとけばすぐ治るよ」

「あ、そっか。そだね、じゃあ」

　すずみがすっと背伸びをして、両手で俺の顔を包み込んだ。

　視界いっぱいに、すずみの顔が近づいて――。

「……んっ」

　ぺろん。

「んむっ？」

　熱いすずみの舌先が、俺の唇をなめ上げた。

「あむ……はふ……んちゅっ……」

　ぺろぺろぺろ。

　傷口ににじんだ血を全てなめ取るつもりなのか、すずみは子犬みたいにペロペロと、何度も切れた唇の端をなめ回す。あ、あわわわわっ！

「ぷはっ……うん、これで良しっ！」

　ようやく離れたすずみの顔は、とても晴れやかで満足げな笑顔だった。

「よ、良しじゃねぇ！　お、おまえ、周りから見えないからって、なんつーことを」

「ふぇ？　だって、こうちゃんがなめれば治るって……それに、わたしがなめると傷が治るって、一昨日おとといわかったし」

「だ、だからって！　軽々しく人の……その……お、男の唇なんてなめるなよ！　おまえだって一応女の子だろうが！　す、少しは恥じらいってものをだな」

　俺が怒っているというのに、すずみは不満そうに口を尖とがらせた。

「むぅ、失礼しちゃうなぁ。わたしにだって、恥じらいくらいあるよ！　こんなこと、こうちゃん以外には絶対出来ないもん！」

　ぷくっと膨らんだすずみの頰は、かすかに赤く染まっていた。

　つ、つまりこいつは、俺だからあぁしたってこと？　やばい、照れで顔が熱すぎる。




「みなさま、ご覧になりましたか、お聞きになりましたか！　えぇ本当に、このバカップルは何を見せつけてくれてんだ、こら――っ！　という感じありですっ！」

『ヒュ――――――――――――――――――――――――――――――――――ッ！』




「「わわっ？」」

　響き渡った歓声に、俺は現実に引き戻された。

　白く煙った客席から、いや、俺達の全方位から歓声やら拍手が聞こえる。

「な、なになに？　なにこの歓声？　なんなの、こうちゃん？」

「いや、俺に聞かれても」

　なんで？　見えてないんだろ？　ほら、今だって周りは見えてないぞ。

　ぱちぱちぱち。

　俺達がうろたえていると、霧の中からゆっくりと一人の人物が歩み出た。

「……素晴らしかったわ、二人とも」

「き、霧生さん」「雫ちゃん？」

　現れたのは二階にいるはずの霧生さん。彼女は拍手を止め、潤んだ目元を拭った。

　その顔にはいつものメガネがなく、瞳は青く輝いている。

　……限りなく、イヤな予感。

「ねぇ霧生さん、ひょっとして、この霧……外側からは丸見えだったり、する？」

　俺が呻くように尋ねると、すずみは「噓」と目をむき、霧生さんは――

「正解♪」

　今まで見た中で最上の、花が咲くような笑顔を作りやがった。

「……穂村さんが『照れくさいから周りを見えなくしてほしい』ということだったから、ご要望通り、穂村さん側からのみ、周りを見えなくする霧を作ったの」

　……つまり、一連のすずみと俺の行動は、周りから全部見えてたのか。

　だ、だまされた。

「……でも、ここまでの精密制御は初体験。さすがに無茶だった……すごく疲れた」

「あのさ、こんなことに、Ⅰ種霧きり竜りゆうの最大能力発はつ揮きしなくても……」

　霧生さんは「ふぅ」と額の汗を拭い、もう一度俺達に微笑ほほえんだ。

「でも、おかげで最高のライブになった。ね、みんな！」

『イェ――――――――――――――――――――――――――――――――ィッ！』

　会場はノリノリで声を上げる。もうヤダ、この人達！

「あ、ちなみに、周りの声はお姉さんの方で消してまして～」

「お二人の声は、僕が周りに届けておきました～」

「「見よ、風竜コンビネーション！」」

「うるせ――っ！　霧生さんも荒あら気きも先輩もっ！　君ら楽しく生きすぎだろ！」

「こ、こうちゃん……つまり、どゆこと？」

　すずみの目は明らかに泳いでいた。なるほど、理解したくないんだな。

　奇き遇ぐうだな、すずみ。俺もだ！

「よし、すずみ」

「なに、こうちゃん？」

「――逃げるぞっ！」

「ふわっ？　ちょ、ちょっとこうちゃん！　いきなり走らないで――っ！」

　出遅れたすずみが転びかけたのを、腕を引いて立ち直らせる。

　そのまま後ろも見ずに走り続け、俺達は武道館を抜け出した。

　すずみの顔は見えないけど、握ったこの手だけは放さないようにと心に決める。

「おぉ――っと、逃げました！　これは二人の愛の逃とう避ひ行こうか――っ！」

　後ろではまだ大早波先輩が何か言ってるけど、もう知らん！

「ねぇ、こうちゃん、どこ行くの――っ？」

「知るかっ！　とりあえず、二人っきりになれるどっかだ！」

「わわっ、こうちゃんってば大だい胆たんっ」

「そうだな。二人っきりで大胆に説教してやるから、覚悟しておけ」

「え、えぇ――っ？　なんで？　お説教はヤダよ！　放して――っ！」

「うるせぇっ！　おまえのせいでこんなことになったんだろうが！　だから、絶対に放してやんねぇよっ！」










　　　結







　大だい地ちに勝ち、すずみの壁役を取り戻してから数日が経たった。

『すずみんをしつけ隊』は元の鞘さやに収まったわけだけど、俺達に今まで通りの日常が戻ったかといえば、実はそうでもない。むしろ、俺達の日常は確実に変化した。

　変化の第一は、大地の立ち位置。

「負けは負けだ、潔いさぎよく壁役はキサマに返そう。だが、オレ様のすずみ様への愛はいささかも変わらん！　いつかキサマという壁を乗り越え、すずみ様の愛を勝ち取ってやる！」

　という感じで、大地は壁役期間とさほど変わらないスタンスですずみに接している。

「いいじゃん、大地くんかわいいし」

　すずみの大地への態度にも変化はなく、ずっと子供（もしくは犬）扱い。

「あいつも『しつけ隊』の準隊員ってことで、いいんじゃない？」

　という、蓮れん華げ隊長の適当な宣言もあり、大地の立ち位置は決まったらしい。

　だったらあの一連の対決はなんだったの？　と思わなくもないんだけど、あれで俺達『しつけ隊』の絆きずなは強まった気もするし、結果オーライってことで落ち着いた。

　そして、変化第二は白しら刃はさん。

　蓮華という友達を得た白刃さんは、俺にベッタリではなくなってしまった。

「うむ、少しずつみなに慣れていこうと思っておるのだ」

　そう言われた時は、娘が嫁に行くような、そんな寂さびしい気持ちになったけど、そこは友の新たな門かど出でだ。「がんばって！」と応援することにした。

　とはいえ、彼女はまだまだ人見知りの対竜恐怖症。相変わらず、まともに話せるのは蓮華と俺くらいだったけど、少しずつ他のクラスメートとも話しているようだ。

　つか、どうも暴走事件でぶっ飛ばして以来すずみに懐なつかれたらしく、よく「白刃ちゃ～ん」と追いかけ回され、逃げ回っている姿を見かけるようになった。

　あんだけ派手に殴り飛ばしておいて「怖い」もないと思うのだが、「それはそれ、これはこれだ」ということらしい。

　そして、第三にして最大の変化は、蓮華の態度。

　これが本当に劇的な変化で、俺もとまどっている。

　まず、俺を避さけている。しかも、壁役騒動中の避け方とは明らかに違う。

　例えば、会ってあいさつすると、返事はしてくれるんだけど、目が合わない。これが会話していても、食事中も、あげく竜気道の組み手中ですら合わない。

　けど、ふと蓮華の方を見るとバチッと合ったりする。まぁ、すぐそらされるけど。

　他にも、みんなで食事している時、俺から最も離れた席に座るとか、話していると段々俺から離れていくとか、俺が話しかけるとすぐトイレに行くとか。

　俺の勘かん違ちがいかと、すずみや荒あら気きに聞いてみると「あぁ～」みたいな曖あい昧まいな返事ばかり。まぁ、態度がおかしいのは間違いない。霧生きりゆうさん？　参考にならないから聞かない。

　思い切って本人に聞いたら、「そ、そそそそ、そんなわけないでしょ、バカ！」という、およそ否定になっていない否定をされた。

　こんなことが続くと、ケンカ中のこととか特訓中のこととか対決の時のあれとか、いろいろと考えて、「ひょっとして、蓮華は俺のこと……」的な発想になるわけで。

　そこへ思い至いたった時、正直ガッツポーズしました。ドキドキしました。

　授業中に隣をチラチラ見ながら、「あぁ、蓮華ってかわいいよなぁ～」って考えたりもしました。そのタイミングで目が合ったりすると、もうテンションＭＡＸだよ。

　しかし、だ。何日かして冷静になってくると、これって明らかに思春期男子にありがちな「俺モテてる！」っていう妄想の典型的な症状だと気づくわけです。

　それでも、一度意識してしまうと俺も蓮華と話しづらい。

　そんな感じで、俺と蓮華の会話がない日がしばらく続いた、ある日のこと。




「白しら石いし鋼こう平へいさま。大事なお話があります。放課後、一人で屋上まで来て下さい」




　こんな手紙が、俺の下駄箱に入っていた。




　重い鉄の扉を押し開くと、頭上には一面オレンジの空が広がっていた。

　もうすっかり梅つ雨ゆも明け、空にはポツリポツリと雲があるだけ。

　日中の暑い空気も緩みはじめ、吹き寄せる風は少し涼しい、そんな夏の夕暮れの風ふ情ぜいを漂ただよわせる屋上に、一人、彼女は立っていた。

「あぁ、よう来てくれたな。待っておったぞ、鋼平殿」

「白刃さん？　……あれ、じゃあこの手紙って」

　そこにいたのは刀と塚つか野の白刃さん。

　全く想定していなかった人物の登場に、俺は内心ものすごくパニクっていた。

　どういうこと？　どういうこと？　どういうこと？

「うむ、儂わしが書いたものだ。すまんな、わざわざ呼び出して。……少々、他のみなには話しにくいことだったのでな」

　申し訳なさそうに頰ほおをかく仕し草ぐさがかわいく見える。

　いかんいかん、まだ「俺モテてる」妄想に駆られてるぞ。落ち着け、俺。

「そ、それで白刃さん？　俺に大事な話って何？」

　出来るだけ平静を装よそおって聞くと、白刃さんは「ふむ」と考える素そ振ぶりをした。

「そうだな、どこから話したものか。儂から話さねばならぬこと、貴殿に尋ねねばならぬこと、いろいろあってな。なにぶん儂も初めてのことゆえ、まだ整理がついておらん。それゆえ、一から話すと少々長くなるかもしれん。……そこでだ、細々した話は脇に置いて、まず単刀直入に、最も重要な頼みからさせてもらおうと思う」

「よくわかんないけど、頼みがあるってこと？　どんな頼み？」

　聞き返した俺に、白刃さんは一瞬答えにくそうにした後、意を決したように頷いた。




「鋼平殿、儂を……貴殿のご両親に紹介してはくれまいか？」








すずみんは肉食系火竜(2)　了










　あとがき




　試こころみに　ちょっと「引き」など　作ってみたり




　こんにちは、西せい野の吾ご郎ろうと申します。「にしの」ではありません。「せいの」です。

　ページの都合であとがきが一ページしかありませんので、手短かに行きます。

　まずは『すずみんは肉食系火竜(2)』をお読みいただき、ありがとうございました。

　個人的には『すずみん』まさかの続刊！　って感じですが、なんと次も出ます。

　デビュー作が二巻完結でしたので自己記録更新です！　わーい！

　これもひとえに、すばらしいイラストを下さったあなぽんさんや、何度も改稿に付き合って下さった担当Ｇさん、そして読者のみな様のおかげです。

　本当にありがとうございました！　心より御礼申し上げます！




　さて、あとがきはそろそろ終了です。……案外、一ページでもいけるもんですね。

　それでは、三巻のあとがきで再びお会いしましょう！


二〇一三年　九月某日　西野吾郎　












※作中、次の著書を引用、または作品に合わせて一部表記を変更して使用させていただきました。
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